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本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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第一幕　ナーサセス港『舞台は教国へ』









　帝国書院本部。帝都グランシルの中心後方に座すその大きな建物は、面積的にも体積的にも帝都最大を誇っている。というのも、元々が上皇のおわす上皇院庁であったことに由来し、現在はさらに増改築を加えて一つの軍事施設として最大級のサイズとなったからだ。

　魔鋼と漆木の、銀と黒がコントラストも美しく。荘厳なその建物の最上階。

　そこに、帝国書院を、ひいては帝国そのものを支配する重鎮たちが会議を行う場があった。長いテーブルを囲み、十数人が腰かけている。

　中央最奥と、そのすぐ下座には魔力結晶。結晶を媒介にして音声を届かせる二つで一組の魔道具で、通信にはかなり重宝するものであった。

　今回の会議でそれを使用するのは、帝国書院の総裁である元帥と、帝国書院最高の戦闘部隊である魔導司書たちの頂点である第一席。さらに下座には第三席を始めとした魔導司書の面々を含め、研究院や諜ちよう報ほう院、商工会の総帥をも集めた一大会議。

　しかしながらその会議の雲行きは、少々怪しいものであった。というのも、数日前に元帥が起こしたとされる不祥事が起因。魔族一匹を手に入れるために、排斥を掲げるこの国にあって魔導司書を使って拉ら致ちしたばかりか、その主あるじと思われる妖よう鬼きに〝権威の象徴〟である帝国書院の本部を破壊されたというのだ。始末に負えないとはこのこと。

　よって、事実究明と元帥の事情聴取を主とした会議が行われていたのだった。

『我はただ、一〇〇年前からの悲願を成就させようとしただけだ……』

『それが国家の根幹を揺るがす事態となったわけですが、元帥はどうお考えで？』

『……』

『まさかとは思いますが、そのような戯れの為に我々が築き上げてきたものを失うつもりだったと？　貴方あなたは書院のトップだ。それがこのような無様を晒さらすことの意味をお分かりでないと？』

『貴様！　我はタロス五世ぞ！　上皇ぞ！　その相手に向かってなんたる口の利き方だ！』

『勘違いしておられる。貴方は書院の元帥だ。それが、まさか血筋の七光りで全て許されるとでも思っているのか。お飾りではない、誇りある帝国書院のトップである自覚がないというのなら……黙って隠居でもすればよろしい。能なしが上に居ても邪魔なだけです』

『貴様ッ……！』

　結晶同士の会話を、書院の人間たちはただ黙って聴いていた。

　片方はタロス五世、つまり元帥だ。もう片方の、男とも女とも取れる不思議な声色の主こそ、帝国書院魔導司書第一席である人物だった。

「今回の件で醜愚を晒したわけですし、引退を考えるのも悪くないのでは？」

『第三席……!!　貴様あれほど勝手をしておきながら、何を言うか!!』

「勝手はしてますけど、お仕事はこなしてますよ」

『我を愚ぐ弄ろうするかのような言い分だな……!!』

「あらあら」

　第一席の結晶の下座に座っていた、和服の童女。

　自らの爪を眺めながら、ぼんやりと呟つぶやかれた言葉に元帥が食いついた。

　しかし彼女は見下すような冷笑を浮かべながら、ただただ結晶を見据えるのみ。

「今のわたしの言葉に思うところでも？　もしかすると、ただ狐の尻しつ尾ぽを追いかけるのに夢中でお仕事など目に入らなかったと？　二兎追う者は一兎も得ずとは言いますが、仕事も女もこの有様というのは、ちょっと面白いですね」

『第三席ィイイイイイイイイイイイ!!』

「ああ、それとも尻尾の数が多すぎてどこを追いかけていいか分からなくなったとか？　それは随分とまた……残念な感じですね」

「そこまでにしておけヤタノ」

「あらデジレ、口元が歪ゆがんでいますよ？」

「そういうことは言わないのがお約束だ」

『なっ……！』

　ヤタノのさらに隣。青髪の、若き鬼才とも評される第五席。彼の言動で元帥は何かを察し、慌てて周囲に視界を展開した。そして絶句する。この会議室に、味方は居ない。

　むしろ、元帥を排斥する気満々であった。

『ヤタノ・フソウ・アークライト。デジレ・マクレイン。そこまでにしておきなさい。今は会議の場であることに変わりはない。特にヤタノ、貴女は普段からもう少し魔導司書としての矜きよう持じと誇りを持つべきだ』

「あらあら。魔導司書であるからわたしは生きていられる。その位の自覚はありますよ？」

『なら今は、おふざけで煽あおるのはやめることだ』

「煽ったつもりはないのですが……」

『その無自覚さが良くない』

「あら……」

　隣で猛然と首を縦に振るモノクルの男が居るのだが、ヤタノの視界にはギリギリ入っていなかった。それはさておき、元帥。今のこの状況が彼にとって厳しいものであることくらい、分かっているはずだった。

『き、貴様ら……!!　分かっているのか!?　この帝国書院は帝の力なくしては成り立たないものであることを！　皇帝の血を引く我が居ればこそ、成り立っているものなのだと!!』

　だが、肝心な時に彼が盾に出来るものはその血でしかなかった。

　否、いつからかそういう風にさせられていたのかもしれない。一〇〇年の時を経て彼が行おうとしていたその魔族との関係を、最初から帝国書院の人間は知っていた。

　その上で、排斥の為に利用していたのだと、元帥は気づくことはない。

　妖鬼という想定外はあったが、元々から九尾のことを利用して元帥を排除する計画はあったのだ。

　今も静かに微笑ほほえんでいる、あの第三席の目論見によって。

『ああ、それなら大丈夫。現皇帝の甥おいであるグレセレス様が、着任してくれることになるだろう。……分かりますか元帥。貴方はもう用済みなんです』

『貴様ら……!!　貴様ら貴様ら貴様らッ……!!』

『ああ。ちょうど妖鬼というイレギュラーが現れたこともありますから、彼に殺されたことにしようか。元帥殺しの妖鬼。中々良い二つ名がついて、妖鬼も喜ぶことでしょう』

『なっ……こ、ここ殺すというのか！　この我を!!』

『さっきからそう言っているでしょうに。……ヤタノ・フソウ・アークライト』

「え、わたしがやるんですか？」

　きょとんとした目で、結晶を見るヤタノ。第一席の分身である結晶は、軽く返事をして声を出す。

『貴女が、魔族に対して思うことがあったからだろう？　なら貴女がやればいい』

「あら……」

　す、とヤタノの目が細められた。

　その瞳ひとみに宿る、冷徹な殺気。瞬間、戦闘とは無縁の部署に勤める重役たちが竦すくみ上がった。涼しい顔をしていられるのは、生身ではデジレくらいのものだろう。そのデジレすら、内心では危険を察知して身構えている。

「……それでは、さようなら。元帥」

『や、やめろ……よせ！　我は元帥ぞ……！　皇帝タロス五世ぞ……!!』

　番傘を向けられた結晶体の元帥が焦ったように言葉を走らせる。

　彼とて知っているのだ。ヤタノ・フソウ・アークライトの手にかかれば、こんな通信結晶すら媒介にして人を殺害することも出来ると。

　だが、タロスの言葉を意にも介さず第一席の軽い声が飛ぶ。

『ああ、皇帝タロス五世だ。だが残念だが、その事実を知る者はあまりいないのだよ』

『や、やめろ……!!　やめてくれ……!!』

「その言葉を、隷属させられていた魔族たちが涙ながらに訴えた時。貴方は笑いながら神蝕実験に利用しましたね。痛みを訴え、悲痛に叫びをあげたあの人たちを……容易たやすく。じっくり嬲なぶるように」

『ひっ……!?』

　ヤタノの番傘が結晶に狙いを定めた。

　その瞳にもはやハイライトは灯っていない。

　その仄ほの暗ぐらい視線が、闇に溶けるように元帥の結晶を見据える。

「だから、わたしも笑いながら嬲り殺すことにします。……多くの命を奪ったのですから、文句はないですよね？」

『あ……あぁ……!!』

　にこりと。口角が吊つり上がる。

　そして、番傘から何か青白いものが噴出しようとした、その時だった。

　ヤタノの真横から飛んだ、大おお薙なぎ刀なた。

　それが、タロス五世の結晶を一瞬で打ち砕いた。

　ヤタノの番傘と同様、貫通能力を宿したその大薙刀だ。タロス五世は一瞬であの世行きだろう。

　一瞬、会議室に静寂が訪れる。

「……デジレ？」

「……見てらんねえよ、クソが」

　何を言っているのか。と目を瞬またたかせるヤタノ。

　だが、次の瞬間少し何かを察したようで。

　頰に手を当てて、微笑んだ。

「あらあら。仲間思いなのですね」

「テメエを仲間だと思ったことは一度もねえよ」

「でもその言葉を聞く限り、わたしのことを思ってやってくれたのですね」

「うるせえぞクソババア」

　ふふ、とヤタノは小さく微笑んで、砕けた結晶を見据える。

『良かったのか？　ヤタノ、デジレ』

「オレが知るか」

「わたしは……ええ、いいんじゃないでしょうか」

　復ふく讐しゆうのつもりで掲げたけれど。

　確かに、あまり気分の良くない殺しをするところではあった。

「一瞬でわたしが消せばよかったのですけどね」

『気持ちは分かる。さて』

　第一席の結晶が明滅し、仕切り直しとばかりに声を響き渡らせた。

『この場で見た物はこの場限りの物。これからは我ら魔導司書が主権を握らせてもらう。良いな？』

　有無を言わせぬその言葉に、頷うなずくしかない会議室の面々。

　解散の二文字が響き、各おの々おのが思い思いに立ち上がる。その中でふと、ヤタノは思い出した。

「そういえば、元帥を殺したのはシュテンになるわけですか」

「アイツぁオレが絶対にぶっ殺す」

「その任務を請け負っているのがデジレ、と。ふふ、面白くなってきましたね」

　変わりゆく状況。帝国書院に訪れた変化は、魔導司書をより動きやすくした。

　それがどうこの世界に影響を及ぼすのかは、シュテンさえ知る由もない。





†






　クレイン・ファーブニルは光の神み子こだ。

　教国南方の片田舎で農家の息子として生きてきた少年は、二年と少し前に突然自らに宿った光の神子の体質を見込まれて、教国の切り札として育てられることになった。

　厳しい修練ではあったが、大好きだった自分の村を守ることが出来るというのは誇らしかったし、クレインとて男の子だ。自分が光の神子として国を守る大きな柱になれるという事実は、責任を感じる以上に嬉うれしかった。教国の法術師に何度吹き飛ばされたか分からないし、十字軍クロスレギオンの将軍にも何度棒術で弾き飛ばされたか数えきれるようなものではない。

　神殿で与えられた寝室は広く、メイドたちも甲か斐い甲が斐いしく世話をしてくれたが、戦力になり得ない不ふ甲が斐いなさがクレインの心にのしかかったこともあった。

　だが、彼はそれでも負けなかった。

〝五英雄〟の一人であった教国の光の神子に憧あこがれた。

　一度は深い絶望の闇へと堕ちた世界を救った五人の戦士。クレインはそのうちの一人の後継であるという事実が誇らしかった。だからこそ、先代に及ばずともきっと〝良い〟光の神子であったと思われるために懸命に努力を重ねてきた。

　実際、クレインの成長は目を見張るものがあった。元々農家の息子で、父親に早く先立たれていたこともあり力仕事をずっと続けていたクレイン。その際に筋肉を固めるのではなく、父の教えでひたすら体を伸ばすことだけを考えていたせいか飲み込みも異常に早い。

　法術の才能にも恵まれており、棒術と法術の二つを併用した戦い方は先代の後衛一色のスタイルとはまた違った頼もしさを思わせる。将軍に認められ、筆頭法術師からもあとは研けん鑽さんあるのみだと称賛されて、クレインは鼻をこすりながら照れくさげに微笑んだ覚えがある。そうしてクレイン・ファーブニルという少年は二年間、教国の新たな柱となるべく努力を積み重ねてきた。教国という土壌もあってか精神も善良に鍛えられ、彼はある一点を除いて完かん璧ぺきとも言えるほどの人格者に育っていた。愛国心があり、献身的で、強さをはき違えず、人を思いやれる光の神子。

　度胸もあり利発で、健けん啖たん家かで心身ともに健康、そして感謝を忘れない。そんな彼だから人望もあり、四神官の支える教国にあって非常に頼もしい存在へと昇華していった。

　だから、魔王復活の報を聞いた時も思ったより冷静でいることが出来た。

　女神クルネーアへの祈りを通して、神託を乞こうた儀式。

　舞い降りた神のお告げは、『光の神子を支え、信じよ』とのことだった。

　慌てた神官たちを宥なだめながら、今度はクレインが儀式場に赴きお告げを聞けば、『各国を旅してそなた自身が見定めた仲間と共にあれ。さすれば自おのずと道は開けよう』

　クレインはその言葉を一度咀そ嚼しやくし、神託に頷いた。

　光の神子の不在を他国に知られる訳にはいかないからと、神官や将軍、法術の師といった数少ない人間のみの見送りの中、クレインは旅に出ることになったのだった。

　そして様々な場所を旅したクレインは、数カ月経った今こうして教国へと戻ってきていた。理由は教国とはあまり関係がなく、どちらかといえば仲間であるプリーストのハルナが一人の少女を追いたいと言い出したのが原因だった。

　公国の大都市の一角、花の街コマモイで出会ったジュスタという少女。

　おそらくは冒険者規約を犯し、公国に追われていた彼女を助けたいと言い出したハルナ。ジュスタという少女の言う「共和国の救済」という言葉が引っ掛かっていたリュディウスも、助ける云々の以前に追いかけることには賛同。

　ひとまずの目標が達成された直後で、当面の目的がなくなったことと。クレイン自身も若干共和国の内情に思うところがあったという理由で、ジュスタという少女を追いかけることになっていた。

　ハナハナの森で彼女を見失いかけたり、帝都で魔導司書に凹ボコされたりと大変なことが続いた挙句、結局ジュスタを追いかけて故郷に戻ってきたという形であった。

　そういう訳でクレインたち一行は船に乗り、ナーサセス港までやってきた訳だが……。

「やったー！　大地だー!!」

「そこまだ桟橋だよハルナ」

「あれ、そうだね！」

　木造の大きな船が、桟橋にタラップを下ろす。まだ波にゆっくりと揺られながら、船夫たちが碇いかりを下ろす作業をクレインは眺めていた。

　楽しそうに一番のりで船を降りたハルナが、薄桃色の髪を靡なびかせながら楽しそうにクレインに手を振る。船上から笑って手を振り返すと、彼女もとても嬉しそうにはにかんだ。

「えーへーへー！　あー、海鳥だー！」

「落ちるなよー」

　分かったー！　と叫び返すハルナにどこか微笑ましいものを感じながら、クレインは自分も船を降りようと船の縁へりから手を離す。

　ああ見えてハルナは一番度胸がある。以前とんでもない化け物と遭遇した時も彼女だけが前に進むことが出来た。帝国で危険が及んでも、彼女が一番前に立った。

　そのことをリュディウスは若干気にしているようだったが、さて。

　だが今は、あの時の〝力〟と遭遇してもまだ三人でなら戦えると思える。

　魔導司書相手には翻ほん弄ろうされてしまったが、あれは初見だったから。次は負けないと、そう思えた。何より最近のリュディウスの鍛練を見ていると、頼もしさを感じる。

「どうしたクレイン。降りないのか？」

「リュディ。そうだね、そろそろ船内整理の邪魔になるかもだし、降りようか」

「ああ」

　赤髪を背に流した、野性的な風ふう貌ぼうの少年。

　これでも王国の王子であり、騎士としての実力はトップを誇った剣士だ。

　リュディウス・フォッサレナ・グランドガレア。

　あの〝力〟と出会ってからというもの、懸命に剣を振り続けている。だが、最近は剣だけではこれ以上強くなるのは難しいと思ったのか、クレインに指導されて教国法術を学び始めていた。

　もしこれでリュディウスがエンチャントを身に着けることが出来れば、身体強化を使った剣士という凄すさまじい前衛が出来上がるのだ。それはパーティとしてもありがたいことではあったし、何よりリュディウス自身がかなりのり気であった。

「海を渡ってきたは良いが……さて、どこに居るのやら」

「共和国の救済が目的で、教国に来る理由って何かあるかな？」

「そもそもその〝共和国の救済〟というのが気になる話ではあるんだがな」

「言ってたね。帝国が共和国を飲みこんだとはいえ、旧共和国領の扱いが悪い訳ではないって」

「半年前に大使として向かった旧共和国領の人間は、まともな暮らしをしているようだった。彼女にとってはもしかしたら仇あだやらがあるのかもしれないが、俺は正直な話、何か裏があるのではないかと睨にらんでいる」

「仇あだ討うちじゃなくて、救済って言ってたもんね。……でも、まだ一〇歳の子だよ？　本当にそう思ってるのかもしれない」

「一〇歳のガキが〝救済〟なんて言葉を使ってること自体、刷り込まれているようには思えないか？」

「……そういう、ことなのかな？」

　リュディウスの意見にも頷けるところは多々あった。だが、考え過ぎなのではないかという思いと、純粋に騙だまされていて欲しくないという思いが邪魔をしていたのかもしれない。そのあたり、現実的なリュディウスの意見はいつもクレインに目の前の物事を直視する力をくれていた。

「だが、そのあたりの事実確認も彼女に会わないことには始まらない。旅の途中ではあるが、クレインの勘が外れたことはない。一つ一つの目的を潰つぶしていこう」

「ありがとう、リュディ」

　懸念は募る。彼女が真っ直ぐであることを、捻ねじ曲げられていないことを願いつつ、クレインは改めて前を向いた。潮風が頰を撫なでる。

「何してるのー？　置いてくよー！　にひぃ！」

「分かったすぐ行くよー！」

　いつまで経っても船を出ないクレインとリュディウスに痺しびれを切らしたのか、ハルナが大声を上げる。だがそれは怒っているというよりも、どちらかといえばからかいに近い声色で。証拠に、彼女は楽しそうにはにかんでいた。

「じゃあ、行こうかクレイン。どうも、魔王軍の動きが最近見えないのも気になる。俺は教国に来るのは初めてだし、クレインも鍵かぎの存在を知ってから足を着けるのは初めてだろう。もしかしたら、この赤と橙だいだいに続く新たな鍵がここで手に入るかもしれない」

「そうだね。ジュスタって子のことも心配だけど、僕たちは自分たちのこともしっかりしなきゃ」

「その調子だ」

　ぽん、と背を叩たたいたリュディウスが、先にタラップを降りていく。ぶっきらぼうながらもこうして活を入れてくれたり、逆に息抜きをさせてくれる一個上の親友の存在が、ありがたかった。

「……僕だけで気負う必要はないか」

　ここのところ、実を言うとクレインはあまり睡眠を取ることが出来ていなかった。

　リュディウスに朝から起こされて鍛練につき合わされたり、自らの成長を考えないハルナが抱き着いてきたりということももちろんそうだが、それ以上に悩みを多く抱え込んでいたからだった。

　ジュスタという少女を追いかけるということにすぐさま賛同することが出来なかった理由もそこにある。あれから手がかりの摑つかめない魔王軍。成長しても成長しても次々と強者が立ちはだかる旅路。寄せられた期待という名の重圧。そしてそれらは全て自らへの不安へと繫つながる。
















　自分は本当に、魔王を斃たおすことが出来る人間なのだろうかと。

　一度降って湧いた疑念は簡単に振り払うことが出来ず、胸中を縛り付けるような痛みが走るほどだった。だが、それでも前に進むしかない、進んでいきたいと思うのは、無邪気に努力するハルナや、隣で必死に高みへ至ろうと研鑽を重ねるリュディウスの姿があるからだった。

「さて、どうするか」

「とりあえず酒場に行って情報収集がいいんじゃない？　あたしお腹なかすいちゃった」

「そうだね、宿を取ることも考えたけど……ああ、そしたら僕が先に宿を取ってしまうから、二人は先に酒場に行っててくれるかな？」

　最後に桟橋に降り立ったクレインを待って、三人は港の方へと歩き始めた。

　時折十字軍クロスレギオンの人間や積み荷を運び込む水夫たちと擦れ違いながら、石で出来た大きな門を潜くぐり抜ければナーサセス港の中心街へと出ることが出来る。活気溢あふれる商店街の、メインはやはり海鮮類だ。

「ヤスイヨヤスイヨー！」

「イラッシャーセードーゾー！」

「ソコノニーチャンシンセンナカイアルヨー！」

　あまりに早口で展開される呼びこみの声に遮られながら、会話を進めるクレインたち。

　一いつ旦たんの別行動をしようという提案は、案外すんなりと受け入れられた。

「おっけー、じゃあリュディと先に行ってるね。席取っておくから、早めにねー！」

「この熱気だ。混んでいるかもしれんが迷うなよ？」

「はは、子供じゃないんだから大丈夫だよ。それじゃ、また後で」

　軽く手を上げるリュディウスと、数回ぶんぶんと腕を振るハルナに笑いかけてから、クレインは一人で雑踏の中に踏み込んでいった。両サイドを、色とりどりの布で屋根を覆った露店が埋め尽くすナーサセス港のメインストリート。石畳が返す独特の感触が、教国に戻ってきたことを教えてくれる。路面を埋め尽くす石畳は、殆ほとんどが十字軍クロスレギオンの法術によって整備された足腰に優しいものだ。隣人への愛を謳うたう教国において、それが丁寧に実践されていることを感じられる石畳は、クレインの心を温めてくれる。そんな商店街を抜けると、がらりと雰囲気の変わった住宅街に入る。

　赤いレンガで造られた建物の目立つ、路地の細かい区画だ。

　宿屋や武器防具屋は、このあたりにあったはずだ。

　四階建てほどの高さの建物が立ち並ぶ中、クレインはキョロキョロと周りを見渡した。そして、一つの扉にかかった〝ＩＮＮ〟という文字を見つけて、思わず表情を綻ほころばせる。この街の宿屋は、酒場とは完全に別々の建物だ。たまに一緒になっている街もあるが、クレインはよく覚えている。幼少期に泊まったその宿に懐かしさを感じながら、閉ざされた木製の扉をゆっくりと開いた。

「こんにちはー」

　軽く挨あい拶さつをしながら戸を開けば、そこそこ広い店内には一〇ほどの四人掛けテーブルが置かれていた。目の前の受付には誰も居ない。ちりんちりんという、扉に付けられた呼び鈴の音が響くのみだ。

　誰も居ないのかと首を傾げつつ店内に視線を走らせると、右奥の一角に人の影が二つあった。うち一人は頭に三さん角かく巾きんをつけ、エプロンをかけた給仕のような雰囲気の少女。おそらくは店の人だろうと思い、声をかけようとしたところ、向こうから気付いたようで振り返った。

「あ、いらっしゃいませー！」

「すみません、部屋を二つ取りたいんですけど。三人です」

「大丈夫ですよー！　ちょうどこの時期お客さんが少ないので、お兄さん、ナイスタイミングです！」

「それは良かった」

　クレインの右横にあったカウンターに体を滑り込ませ、台帳のようなものにさらさらと羽根ペンで何かを記入していく少女。おそらくはハルナと同じくらいの年代の彼女に、しっかりしてるなーなどとおっさんくさい思考を抱くクレインだが、ハルナと比べたらきっとどんな少女もしっかりしていることだろう。

「お食事はどうなさいますか？」

「夜と朝の二回お願いします」

「あいあい、ありがとーございまーす！　三名さまでえっと……食事つきで一八〇〇ガルドね。先に前金一〇〇〇ガルドいただきます」

「はい」

　銀貨を渡すと、鍵が二つ手渡された。

「三階奥の二部屋。いつから居てもいーよ！　御夕飯は部屋に呼びに行きます」

「お願いします！」

「それじゃ、三名さまでのお越しをお待ちしてます！」

「はーい」

　頭を下げてから、ぱたたーとまた奥の方へ駆けていく少女。素直に一度出て酒場に向かっても良かったのだが、先ほどまでも彼女がそちらに居たことを思い出し、店内に居るもう一人の人影になんの気なしに目をやった。するとそこには、一人の青年が腰かけていて。

「……っ」

　思わずクレインは息を吞のんだ。あれは、強者の匂いだ。凄まじい圧を己の中に押し込み、泰然とした風格を醸し出している。立てかけられた長得物もかなり使い込まれているのが分かるし、魔道具なのに魔道具ではないような、そんな気がする不思議なものだった。

「うーん、困りましたねー」

「……いや、オレが不ふ甲が斐いないだけなんだが」

「そんなこと……あれ、さっきの人」

「あ、ども」

　つい、自然に奥へと足を運んでしまっていた。

　強くなりたい。そういう思いが先行していたのは否めない。強者に何かを学ぶことが出来ればもしかしたらもっと高みに至れるのではないか。そういう焦りがあった。

　本来、出会うはずのなかった戦士たちが、徐々に狂った歯車によって動き出す。

　妖よう鬼きさえ居なければこの場を訪れることのなかった青年と、妖鬼に出会ったせいでさらに強さを求める思いを募らせた少年。その二人の邂かい逅こうが、何をもたらすのか。

「えっと、何をなさっているのですか？」

「彼はデジレさんというんですけど、人相書きを作らなきゃいけないのに絵が描けないんですって」

「あ、いや。違う。描けないのではないんだ。こう、上う手まく筆が動かないというか、変な方向に行ってしまうというか。要いらない線がこう、増えてしまうというか。研究資料のデッサンも優秀な部下に丸投げしていたツケが回ったんだ、きっと。そう、昔はオレも描けていた」

　テーブルの上には、一枚の紙。

　それを覗のぞき込むよりも先に、クレインは顎あごに手を当てて思考する。なんだかんだと言い訳まがいのことを言う青年。とても強者とは思えないが、だが間違いなく彼は力を隠していた。

　絵であればクレインは一家言ある。一つ貸しが出来れば、少し踏み込んだ話をしても大丈夫ではないかと彼は考えた。

「……絵、ですか」

「……えっと……？」

「あ、僕レインといいます」

　給仕の少女に改めて自己紹介をする。教国内で光の神み子こであることがバレてはいけない。あまり上手くはない偽名だが、まさか光の神子が首都を離れてこんなところに居るとは思っていないのだろう。少女は頷うなずいて微笑ほほえんだ。

「レイン、か。きみは、絵は描けるか？」

「風景画ならよく描いていました。人物もそれなりに」

「そうか。ではすまないが人相書きを頼めるだろうか」

「一度やらせてもらえればと思います」

　オールバックにモノクルをかけた、理知的な青年。軽く頭を下げて紙を差し出した彼に頷いて、クレインはそれを受け取ってフリーズした。

「なんだろう、これ。○から腕が生えているようにしか見えないのですが」

「……すまない」

「なんですかこれ」

「妖鬼だ。群青色の着流しに下駄を履いた、黒く長い髪と捩ねじれた角が特徴の妖鬼」

「髭ひげの生えた大根かと思いましたよ。ん？　着流しの妖鬼……？」

　髭の生えた大根という言葉に打ちひしがれるデジレをおいて、クレインはその場にあった羽根ペンを手に取った。

「まさかとは思いますが……」

　さらさらと筆を動かしながら、記憶の片隅を搔き漁ってクレインは呟つぶやく。

　数分後、書き上がったものをデジレに見せながら、言った。

「こんな人では、ないですか？」

「こいつだあああああああああんのクソ妖鬼いいいいいいいいいいいいいいい!!」

「ちょ、ちょちょ!?」

　ぷっつんとばかりに青筋を浮かべ、叫ぶデジレについていけないクレイン。

　だが、やはりという思いがこみあげる。

　何故ならその紙に描かれた鬼の魔族は、クレインがアルファン山脈で出会った〝力〟そのものであったのだから。あの時の予言が甦よみがえる。

　魔王への手がかり、そして〝力〟。別々のように言っていた占いの翁おきなの言葉は、もしかすると共通のものだったのではないか。あの〝力〟は、魔王への手がかりそのものなのではないか？

　そんな疑問が一度浮かんでしまった以上、クレインはもう後戻りは出来なかった。

「デジレさん」

「すまない、取り乱した。ありがとう。報酬は払おう、手持ちは多くはないが──」

「報酬は、結構です。その代わりに、二つほどお願いが」

「ん？」

　懐から巾きん着ちやくを取り出そうとしたデジレを留とどめ、クレインは言った。

「その妖鬼のことを聞かせてください。それと良ければ長物を教えてくれませんか」

　その真剣な眼差しに、デジレの目の色が変わる。

　この出会いが果たしてどのような方向に〝物語〟を導くのか、この時は誰にも分からなかった。





†






「その時おばあさんの上流から大きな舟がどんぶらこっこーどんぶらこっこーと流れてきました」

「九尾と妖鬼の乗った舟なんてとんでもないものが流れてきたせいであの人間気失ってたけどね」

「お婆さんが白目むいて倒れたから本気で焦ったよ俺ぁ」

「私より年下よ、あのくらい」

「お前何と戦ってんの？」

　はーい、こちら現場のシュテンでーっす。ただいま我々はなんと、帝国を抜けて舟漕こいで、教国を訪れていまーす！　よし、モノクルハゲの邪魔はこれ以上入らないに違いない。

　いやはやまさか、数日間小舟をこぎ続けるとは思うまい。くけけ。

「で、ここどこよ」

「ナーサセス港、付近だな。どうする、夜に見物行く？」

「あそこってかなり十字軍クロスレギオンの警備厳しいし、夜までかがり火焚たいてる港町でしょ。むしろ入る理由がないじゃない」

「そりゃそっか」

「それにあんたの捜し物はナーサセス港よりも南西でしょ？」

「んー……多分そうだな。もちっと行った先にあるような感じがする」

「トゥントの方かしらね」

「いずれにせよトゥントは抜けることになりそうだ」

　ヒイラギは一度教国を訪れたことがあるらしい。訪れたというか半分連れてこられたというか。諸々愚痴ってはいたが、まあそこまで嫌々って訳でもなかったようだから別に触れる必要はないだろう。ボートは完全に乗り捨てて、ひとまず一路ナーサセス港から南西への道を行く。ここをまっすぐ行けば、トゥントの山道にまで辿たどり着くことが出来る。そうしたら村を越えてトゥントだ。珠片の反応はどうもトゥントより先にあるが、どっちみち山越えは必ひつ須すなんだから仕方がない。

「まったく、結局七日もかかってるじゃない」

「はっはっは、食料尽きたら目の前に食材あるから俺は別に焦らなかったよ」

「私!?　非常食私!?」

「腕や足を食おうってんじゃない。無駄にある尻しつ尾ぽの一つや二つ平気だろ？」

「んな訳ないでしょうが!!　両手足と同じくらい大事なんだから！」

「そこまで必死になられると、余計に調理したくなるな。まずそうだが」

「なんなの!?　あんたほんとなんなの!?　人のこと食べようとした上にまずそうとか何様なの!?」

「ご主人さま」

「ああそうでしたねちくしょう!!　なんでこんなのが主人なんだか……!!」

　頭を抱えるヒイラギは平常運転。帝国を抜けてから、若干元気が増した気がする。うるさいけどいいことだ。うるさいけど。さて、教国に辿り着いたということでいくつか再確認をしておきたい。

　帝国のある第三大陸から海を渡って南西の第一大陸に来た俺たちだが、第一大陸北端のナーサセス港に来た時点でまだ珠片の反応は南西を指したままだ。

　となれば、珠片があるのは今話題に出たトゥントの先になるだろう。で、そのトゥントの先がどこかというと、実は教国の首都である〝聖府首都エーデン〟だ。いや、トゥントとエーデンの間にもいくつか村や町、塔や洞どう窟くつはあるんだが、どうにも俺は聖府首都が怪しいんじゃないかと踏んでいる。というのも、前回帝国書院がそうであったように珠片の確保をしている可能性が高いのだ。共和国を込みで五カ国の魔術レベルを考えた時、教国は帝国・公国に次ぐ三番手だ。珠片に気づき調査を始めるくらいのことがあってもおかしくない。

　というわけで、聖府首都エーデンに向かうのが先決だと考えたわけだ。

　ただ、そうすると少し気になるのが、グリモワール・ランサーⅡの本編。

『これから教国でパーティですのでー』

　思い返すのはやる気のないゴスロリツインドリル。

　魔王軍首脳部のナンバーⅢ、導師ことヴェローチェ・ヴィエ・アトモスフィア。

　彼女の言葉とグリモワール・ランサーの記憶を符合させると、これから起こるのはおそらく聖府首都防衛戦。四天王の一角が率いる魔界地下帝国軍から、自らの故郷を守りきれというミッションだ。

　休憩なしの連戦が続き、その上で四天王とも戦うことになるこのイベント。

　そこに珠片が介入でもしたら、どうなってしまうか分からない。

「いやまあ、なるようにしかならないんだが……上手く防ぎたいよなあ」

「何が？　あんたを追っかけてる奴？」

「ああ、モノクルハゲも居やがるんだった」

「あ、違ったの」

「いや、それもあるなあと暗あん澹たんたる気分を味わっている」

　第五席の存在は正直な話この世界で初めて知った。おそらくは方々で活躍したり、それこそ研究院に籠こもりきりだったのだろう。それをたたき出したのは他ならぬ俺なわけだが。……手持ちのガルドあげても許さないとか言われたら、そりゃどうしようもねえよ。あと珠片返せ。さもなくば殺す。

「今のところ、そのものくるはげ？　が来てる様子はないんでしょ？」

「そういやヒイラギは会ってなかったか。あれはやべえぞ」

「う、うん、話を聞いてなんとなくは知ってるけど」

「あれはな、帝国書院でも指折り。この世界に一〇人と居ない──」

「いや、知ってるわよそれくらい」

「──魔法少女だ」

「マジで!?」

「俺くらいあるタッパとガタイでふりふりのドレスに変身するオールバックのモノク……オエ」

「自分で言ってて気持ち悪くなってるじゃない！」

「いや、思った以上におぞましかった」

「う、うん。そんなのに追いかけられてるなんて。なんか、一緒にいてあげられなくてごめんね」

「既に離脱する気満々なのお前!?　ご主人の危機ぞ!?」

「いや、だって、無理」

「わりと本気のまなざしで首振ってるよこいつ!!」

　そうか、いざとなったら貴様は俺を見捨てるのか！

「だってそれくらいなら気持ち悪いだけで死なないじゃない。なら平気よ」

「あ、いや、うん、そーだけど」

「なら、さすがに私もきついから離脱くらい許してよ」

「う、うん？　あ、これ完全にまずった」

「何が？」

　首を傾げるヒイラギに、なんというか、なす術すべがなくなる俺氏。

　いやまあ確かにしょうがないかもしれんけど、自業自得って奴かこれは。

「まあひとまず、奴とエンカウントしたくない理由はヒイラギも分かってくれたはずだ。という訳で、追いつかれたり見つかったりしないように聖府首都に行きましょう。あすこなら多分、魔族も普通に居られるはずだ」

「あんたちゃんと覇気隠す訓練しなさいよ」

「毎日どうにかがんばってんのに出来ねえんだよ!!」

「泣くなし……」

　どん引きするヒイラギだが、こればっかりはどうしようもないんだ。

　というかヒイラギも尻尾隠せてないくせに。

「まあ、私も覇気は隠してるし、なんだったら教えてあげるわよ」

「え、マジで？　隠してる覇気合わせてもたいしたことなくね？」

「あんた本当に許さないわよ!?」

　まあでも、ないよりはましか。

　その日の夜から、ヒイラギの覇気操作教室が開かれることになった。
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　ばしゃり、と踏みつけた汚い水たまりが跳ねた。

　見上げるほどに高い壁に挟まれた狭い裏路地を、駆ける。

　店の勝手口らしきものが散見され、所狭しと木箱やずだ袋が積まれた細い道。

　どこにどう繫つながっているのかなど分からない。

　初めて通る道であろうと、上う手まくこの成長途上の小さな体を使って追っ手を引き離すことに集中せねばならなかった。閉へい塞そく感かんを全身に覚えさせるこの道を走っていると、まるで自分が鼠ねずみか何かにでもなったような錯覚が生じてしまう。いや、確かに今の自分は〝鼠〟だった。

「居たぞ!!」

「そっちから回れ!!」

　怒鳴りたてる声に、振り向くことは出来ない。顔をはっきりと憶えられれば、憶えられるほどに不利であることは分かり切っていた。目立ちやすい橙だいだい色いろの髪も、黒のバンダナで出来る限り隠しているのだから。本来なら、誇りたいその色の髪を。建物の壁を上手く蹴けり飛ばし、高さを保って目の前に迫った塀を飛び越える。継ぎ足し継ぎ足しするように雑多に造られた、古い街にありがちな住宅地。こういう狭く迷路のような道があるから、自分のような子供が逃げ続けることが出来る。それは分かっていたが、見上げた空はまるで馬鹿にしたように青く澄んでいて、見上げる自分がいつもちっぽけに思えて、裏でしか生きられない存在であることを突きつけられるかのように狭い空の下で、少女は空しい虚無感を抱え続けていた。

「クソがちょこまかと……!!」

「この路地の周囲には警戒網を敷いている！　焦るな！」

　耳に入ったその言葉に、少女は舌打ちを禁じ得なかった。

　警戒網。

　おそらくは公国から連絡が入ったのだろう。それか、今も公国の人間が追っ手に加わっているのかもしれない。いずれにしても、とうとうこの街で捕縛されるかもしれないという不安が脳裏をよぎった。だが、瞬時に頭かぶりを振る。こんなところで、夢半ばで折れる訳にはいかない。祖国救済の為、大好きだった家族の仇あだを取る為、このままでは絶対に終われない。終わってはいけない。

　路地の一角に干されていた洗濯物らしきものを奪い取り、走りながら一瞬で着替えを済ませる。ないよりはまし程度の変装ではあるが、それでも気休めにはなる。ここでは意味のない行為だが、一歩外に出た時に人に紛れやすいのは大きな利点だった。だからこれは、逃げ切るという決意の表れでもあった。白い無地のシャツと、町娘のような赤い毛皮のジャンパースカート。

　黒装束は懐に小さくたたんで隠し、駆ける。駆ける。

「舐なめんなこのガキッ！」

「っ！」

「おいよせ、そいつぁ……!!」

　先回りをされていた。飛び出してきた二人の男の影に、しかし一分の隙も見せず彼女は後方に宙返り。捕縛の為に前へと出てきた男の太ももと右胸、そして左手の甲に黒いものが突き刺さる。

「あぎゃあああああああああああ!!」

「飛び道具に注意しろと言ったろうが……」

「……ッ」

　痛みにもだえ蹲うずくまる男から、隣で捨て台詞ぜりふを吐く男に目を移す。

　二人とも同じ衛兵の服を纏まとっており、彼らが現地の人間であることを少女は知る。

　認識は刹せつ那な、同じように黒光りする鋭い得物をその男へと投とう擲てきした。

「おっと」

「っ！」

　男の目の前に展開された円形の紋章が、彼女の得物を軽く弾く。男が翳かざした手から湧き出る魔力がその原因だということは分かったが、初めて見る類の魔法に一瞬少女は目を丸くした。

「教国の法術を見るのは初めてかい？　公国なら見る機会もあるとは思うが……なるほど、帝国からの流れ者という話は本当だったか」

「帝国じゃないっ……!!」

「おっと、喋しやべってくれたね。精神は未熟のようで助かったよ。……さて、じゃあお礼にせっかくだから教国の誇る法術を見せてあげようか」

「ツっ……！」

　人間にとって一番の脅威は未知だ。

　男の言うとおり、教国の法術を見たことはない。なれば取る手段はたった一つだった。

「気持ち良いくらいの逃げっぷりだな……だが、そっちにも追っ手は回っている。諦あきらめた方がいい！」

「うるさいなッ……！」

　あっさりと身を翻し、元来た方向へと逃走を始める少女。この路地には分かれ道も非常に多い。次の角を曲がれば、また別の道に出られるはずだ。

　そう考え、少女は男からぐんぐんと距離を離していく。

「逃がすな!!」

　叫ぶのは、先ほどまで少女を散々追い回してくれた男。

　だが、角を曲がった瞬間、ぐいっと何かに首根っこを摑つかまれたような感覚。同時に、猛然とどこかに投げつけられるような浮遊感とマイナスグラヴィティ。叩たたきこまれたのは木箱か何かか。背中を強したたかに打ちつけて、木箱の中に閉じ込められた。呼吸困難になりそうな苦しさと背中の痛みを耐えながら、慌てて外に出ようと閉ざされた蓋ふたを開けようとして、踏みとどまった。

「しばらくじっとしてろクソガキ」

　囁ささやかれたようなその言葉。

　どうやら自分を木箱の中に放り込んだ張本人らしいが、木箱の隙間からだと髪の色くらいしか分からない。あとは、成人して間もない青年ということぐらいか。しかし、彼の得物が尋常ではないオーラを纏っていることはすぐに分かった。彼が軽くその大おお薙なぎ刀なたを振るだけで、おそらくは魔法で造られたのだろう追っ手の魔鎖がまるで煙か霧のように空しくあっさりと消失する。

　彼のその大薙刀が纏うオーラが、魔力で出来たあの鎖の構築を自壊させているのではないだろうか。そうだとすれば、魔力を持つ者にとってあの大薙刀はただの脅威だ。人間も果実のようにすっぱりと切れてしまうだろうし、魔族などは触れただけで消滅してもおかしくない。

　そのくらいの威力があの大薙刀には宿っていた。いったい何者なのだろうか。

　それは分からないが、聞こえてきた複数の足音に少女は息をひそめるしかなかった。

「……!?　居ない……おい貴様！　このくらいのガキを見なかったか!?」

　そっと木箱の隙間から覗のぞけば、どうやらあの青年は取り囲まれているらしい。靴音から察して十人程度は居るであろう男たち。いくらあの大薙刀があるからといって、教国の法術師十人もの相手は不利ではないだろうか。

　何故かは分からないが、どうやら自分を庇かばってくれているらしい青年。

　だが、状況は少女の思っていた斜め上を行く。

「あぁ……？　テメエら、人に鎖ぶつけておいてもっと別のことはねえのかよクソ共。教国の法術師はその程度か」

「なっ……」

「魔力反応を察知してこんな薄汚ぎたねえ路地裏に来てみりゃ、鎖が襲い掛かってきたばかりか、使役した本人たちが随分と高圧的にふざけた態度でぬかしやがる。……なあおい」

　ぶわり、と湧き上がった魔力に、少女は本能的な部分で恐怖した。

　垂れ流されているその力は、およそ人が発して良い次元を軽く超えている。

　圧倒的強者。あんなものに、教国の法術師如きが敵うはずがない。

　そう根拠もなく思えるほどに、目の前の青年は尋常ではなかった。

　見れば、殺気をぶつけられた男たちは硬直して身動き一つ取れないではないか。小刻みに痙けい攣れんし、ぶわりと脂汗をにじませて、ただただ彼を直視する以外に何も出来ない。

　そんな中で、一人悠々としている青年は男たちを睨にらみ据えた。

「ひ……」

「ひ、じゃねえんだよ。謝れコラ。見ず知らずの人間に魔力鉄鎖なんざぶつけてんじゃねえよ。それともこれが教国流の挨あい拶さつか。おはよう、こんにちは、鎖。んなわけねえだろ殺すぞクソ共」

「き、きさま帝国の……」

「なんだ。テメエらの謝罪は相手方の名前を言うところから始まるのか。面おも白しれえな。……いややっぱ面白くねえよクソが。まあいいや。オレの前から消えろ。不愉快だ。じゃなけりゃ、オレが消してやってもいいが……どうする？」

　青年の呆あきれたような語り口。まるでどちらでもいいと言いたげなその口ぶりは、圧倒的強者のなせる業。威圧は止まらず、尚も増すばかり。

　ざり、と小さく地面を擦る音が聞こえたのが、切っ掛けだった。

「に、逃げろ！」

「くそ……！」

　勢いよく身を翻し、脱兎の如く走り去る十人ほどの法術師たち。国家に仕える彼らにこうもあっさりと威嚇してみせた彼が何者なのかは分からなかったが、大薙刀を肩にかけると、そのまま何事もなかったかのように去ろうとする。慌てて少女は木箱の蓋を開けて飛び出した。

「ちょ、待って！」

「あん？　ああ、もう食い逃げとかスリとかするなよ。……生きるのに必死なのは認めてやるが」

「ち、違うから!!　そんな風に思われてたのボク!?」

「ん？　違うのか」

　幸い路地の角を曲がる前に捕まえることが出来た。彼女はどうも、生活の糧の為に仕方なく何かをやらかしてそのせいで追いかけられていたと思われていたらしい。とんでもない誤解だと思いつつ、青年を見上げる。すらりとした長身に、正装。かけたモノクルと、それを透過して見据える鋭い瞳ひとみに若干気け圧おされる。オールバックに纏めた青髪が、その知性をほのめかしているようだった。

「勘違いして悪かったな。だが……そういう目をしていた。オレも子供の頃は、生きることに必死だったからお前みたいなガキには敏感でな」

「あ、いや……ありがとう。本当に連行されるところだったから。で、でも違うんだよ!?　生きるためじゃなくて、祖国の救済の為に、必死なんだ」

「……救済？」

　ぴくりと眉まゆを動かした青年に、少女は鷹おう揚ように頷うなずいた。そして、胸を張って青年に向き直る。

「助けてくれてありがとう。ボクはジュスタ。ジュスタ・ウェルセイア。共和国の忍しのびにしてゴルゾン州首長の一人娘。帝国と魔王軍に奪われた国を取り戻すために戦ってるんだ」

　てへへと頰をかきながら、まだ十かそこらの年齢でしかない少女は照れくさそうにそう名乗った。

　その彼女に、青年は目を細めると。そうか、と一言だけ言ってから。

「お兄さんはなんていうの？」

　その少女の無邪気な質問を、

「デジレ・マクレイン。帝国書院書陵部魔導司書第五席兼研究院名誉院長。お前の憎むべき敵だが、かかってくるか？」

　真っ向から叩き潰つぶした。その一瞬で、ジュスタは硬直した。
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　ジュスタ・ウェルセイアは共和国の出身だ。

　魔王が倒されてから二年の間に、あっという間に帝国に併へい吞どんされてしまった北西の国。今はもう旧共和国領として帝国に管理されているその国の、辺境の首長の娘として育った。

　元々土地柄もあってか裕福な暮らしではなかったが、それでも首長の娘として領の人々には好かれていたし、両親も温かかった。しかしそれとは別に帝国からの圧力と魔王軍の侵攻により民は疲弊し、彼女自身もまた無力ではいられなかった。それゆえに首長である父親から戦いを学び、ダガーとクナイを使いこなすエージェント職としての実力を向上させていった。

　とはいえ、たかだか九歳か一〇歳程度の少女に出来ることなどたかが知れている。そして、それゆえに悲劇を回避することは出来なかった。魔王が五人の戦士によって倒されたという報があったその二年後。彼女は、全てを失った。帝国という、巨大軍事国家によって。

「……帝国、書院？」

　震えた声が紡いだ言葉は、憎むべき敵の呼称だった。

「共和国を飲みこんだのは、オレ達帝国書院だ。魔導司書だ。テメエの敵だよ。とっとと消えろ」

　まるで威圧するように、先ほどよりもずっと濃密な覇気がこの狭い路地に溢あふれかえる。あの藍あい紫のオーラこそ噴出している様子はないが、それでも目の前の男はどう考えてもただの人間ではないことくらいジュスタにも分かった。だから、本能は逃げろと告げていた。だが。

「っつ……!!」

　瞳の裏側が真赤に染まりあがる。どうしようもないくらいに憎んだ敵が、今目の前に居る。その事実は、いましがた助けられたことすらも記憶の彼方かなたに吹き飛ぶほどの衝撃を以て彼女の心を揺さぶった。目の前の男がどんなに凄すさまじい覇気を纏っていようと。どんなに実力差が大きかろうと。それでも、彼女は幼く、そして胸に秘めた怒りは本物であった。

　だからその行為は反射だった。

「ああああああああああああああああ!!」

「……おいおいマジか。思ったより胆きもが据わってんなクソガキ……だが」

　腰から二本のダガーを引き抜き、至近距離から喉のど笛ぶえを搔かき切らんと襲い掛かった。そして、皮膚をダガーが切り裂くかと思われたギリギリのところで、彼女はいつの間にかダガーを両手から手放し、宙を舞っていた。

「……え？」

「復ふく讐しゆうしようって奴が実力差に気付けねえ、なんて笑い話にもならねえ。ガキなら仕方がないかもしれんが、それじゃ生き残れねえよ。本気で帝国を潰したいと思ってんなら、もっと頭使え」

「あ、ぐ……」

　何をされたのか、全く分からなかった。一つだけ理解出来たことがあるとすれば、大薙刀を担いでいた彼の右手は全く動いていないということ。首長の許もとで鍛え上げられたナイフ術は、彼の左手だけにあっさりと捌さばかれたことになる。それも、無手で。

　無様に地面へと打ちつけられて、二つのダガーは周囲に転がった。

「共和国の忍、か。確かダガーとクナイ、二つの武器を使い分けて戦うエージェント職だったな」

「な、にを……」

「まだまだ未熟。もっと強つえぇ奴があの国には多くいた。せっかく逃げる命拾ったんだ。失せろ」

「……」

　しっし、とまるで犬でも逃がすかのように手を払うデジレ。

　ジュスタの攻撃など、一切意に介していないその態度。あまりにも屈辱的でジュスタはさらに頭に血が上った。だが、懐に忍ばせてあるクナイ程度で倒せる相手とも、確かに思えなかった。周囲に散らばったダガーに視線を落とせば、自らが目の前の男に対してどれほど無力なのかくらい理解出来ようというもの。

「……っ……」

　ゆっくりとした動作でダガーを拾う間も、デジレは特に動くこともしなかった。ただただジュスタを見下ろすだけで、なにもしない。

　ダガーを回収するだけして、ジュスタは一度だけ小さく頭を下げると、そのまま瞬またたく間に身を翻し、路地の奥の方へと跳躍を繰り返して消えていった。

「……助けられたとはいえ」

　一人になった狭い道で。

　デジレは大薙刀を担ぎ直すと、自らも踵きびすを返してふと思う。

「オレがあんくらいの頃は、凹ボコにされた相手……しかも仇あだに頭下げるなんてことは出来なかったな」

　まあ、だからと言ってどうこうない。

　教国の人間に目をつけられる前に、さっさと港の宿まで戻った方がいいだろう。何せ、他国では着用を義務づけられているコートを着ていない状態だったのだ。魔導司書が裏路地で十字軍クロスレギオンともめた、などと知られては面倒であるし、さっさと戻るのが先決だ。

　やるべきこともある。ひとまずナーサセス港でしばらく情報を集め、発見出来ればよし。情報によって所在が分かれば、そこまで処分しに向かえば良いだけの話だ。

「……クソ妖よう鬼きが」

　絶対に許さない。大事な大事な実験器具たちを完膚なきまでに粉砕されたせいで、ただでさえ開発費に困窮していたところを大打撃だ。

　おかげで大好きな研究が欠片かけらも出来ず、こうして外に出る仕事しか出来ない。

　もっともそのお陰で正面から恨みを晴らすことには事欠かないのが幸いか。

　久々の海外任務だが、デジレの表情に気負いは一切ない。

　ヤタノに揶や揄ゆされた「シュテンぶっ殺すマン」という名前も、よくよく考えてみれば悪くないのではないだろうかと思えるほどに、今のデジレは本気だった。

　なんの気なしに、振り返る。ヤタノよりは少し年上に見えたとはいえ、まだまだ一〇かそこらの少女が駆けていった先。彼女の目的を思えば、修羅の道程度ではすまないだろうことは容易に予測出来るというものだった。願わくは、最低限の願いを叶かなえて満足してほしい。そうでなければ、こうして一〇年以上仇への恨みを持ち続けて生きねばならないのだから。

「……無理、か。オレに出来ねえことを、他人に押し付ける訳にもいかない」

　自じ嘲ちようげに笑みを浮かべて、デジレはその場を立ち去った。








第二幕　トゥント『たまには真面目な語り部に』









　朝からトゥントを目指して山道を登っていた俺の機嫌はすこぶる良かった。

「いやあ、山道を登るというのは楽しいねえ!!　こう、腐葉土の道を踏みしめて歩く感じがたまらなく良い！　快晴だけあってぐちゃぐちゃしないし、絶妙なまでに足の感触が柔らかい!!　そうは思わないかねヒイラギくん！」

「なにこいつめんどくさい」

「はっはっは、そう言うなヒイラギくん！　何せこれからは街にも遠慮なく入れるのだ！　きみはまあ、その無駄に多い尻しつ尾ぽが邪魔かもしれんが……世界を旅する中でやはり街に入れないというのはよろしくない。非常によろしくないと思っていたところだ！　これが喜ばずにいられようか！」

「なにこいつちょうめんどくさい」

　山道といっても、アルファン山脈のように切り立った崖がけの脇を進むようなものではない。どちらかといえばハイキングを楽しんでいるような、森の中に開かれた道を歩いている感じだ。

　見上げれば雲一つない晴天。文句のつけようもないほどに過ごしやすい気温といい、教国の風土の豊かさが分かろうというものだった。

「でもあんた、長時間保ってられないんだから宿に泊まるとか出来ないわよ」

「分かってる！　ああ分かってるさ！　それでも街に入ることが出来るという喜びは変わらない！　いや、やはり難しいことを成し遂げたあとにはこういうご褒美がないと続かないよな！」

「現に今も垂れ流してるのは変わらないんだからね」

「押し込め続けるとかマジで無理。疲労半端じゃない。よくお前そんなことずっとしてて平気だな」

「それはもう慣れよ」

「慣れれば夢の宿屋で全回復だな！」

「……もう、なんなのこいつ」

　そりゃあお前。ロマンを追い求める男シュテンさんだよ。

　ゲームで知ってる街に来て、そこの宿屋に泊まるなんて、夢のような話じゃあないか。せっかくこの世界に生きてるんだ、ロマンを追い求めようぜロマンを。

　まあ、そんな事情を理解してないヒイラギの呆れ顔は変わらない訳だが。

　さて、ここで一つ、現在の状況を確認しよう。なんとか覇気の垂れ流しを克服した俺氏。全然抑え込むことが出来なかったそれの克服の秘ひ訣けつは何故かジャポネのおかず、納豆だった。ねばねばを引き寄せる感じであら不思議、なんとか出来ちゃったのよねこれが。御お蔭かげで宿屋も泊まれるぜ！

　んで、ここは、トゥントの街とナーサセス港を繫つなぐ街道で、トゥントにほど近い山道の途中だ。おそらく昼ごろにはトゥントに到着出来るくらいの距離が、今俺たちとトゥントの間にある。

　ヒイラギの御蔭もあって、覇気の扱いを会得したのできっと街にも入れることだろう。教国はわりと魔族にも寛容だし。寛容というか、共存してるし。

　教国の国教であるクルネーア教は、究極的には〝隣人を愛せよ〟という教えが根本にある宗教だ。女神クルネーアの導きに従い、出会いに感謝し友を愛し、皆が生きているから自分も生きていられるのだと神に感謝せよ。とまあそんな感じだった気がする。

　女神クルネーアってあの褐色の姉ちゃんなんだよな。Ⅲで出てきた時にはこう、今まで教国を導いてきた女神という印象があったからあんなのが出てきてギャップが凄まじかった記憶がある。

　まあ女神のねーちゃんの話はおいといて。ひとまず、魔族も害を加えない限りは宗教上の理由からか共存しているのがこの教国という国なのだ。というわけで、流石さすがに覇気を垂れ流しにしながら入るのは憚はばかられていた街や村にも、俺さえ必死で覇気を抑え込めば入れるようになったということ。

　ちょこちょこ魔族も街に住んでいるのではなかろうか。

　そういうのと会うのも、少し楽しみだったりはする。そんな訳で、街が解禁になった俺たちはこれからトゥントに入ろうと思ってるという訳だ。今までろくに情報収集も出来なかったからな。

　今世界がどうなっているのかとか、その辺を把握しておきたい。

　いや、クレインくんの動きでだいたいの流れは分かっているんだが、物語に関係ない部分も、この世界に生きているからには必要になってくる。だから自分の足で動きたいというのもあった。

　珠片が関係してそうな事件とか、そういう話が聞ければベストだな。そう簡単にはいかないだろうけど、やはり人に話を聞けるというだけで違うと思うから。

「……ん？」

「何かしらねあれ」

　と、鬼殺しを担いで歩いていた俺の視線の先に、妙なものが一つ。

　山道のど真ん中に、何やらチラシのようなものが落ちていた。

「ヒイラギを取る為の罠わなじゃね？」

「なら油揚げでも置いておきなさいよ！」

「油揚げなら引っ掛かるのかよ」

「ちょ、ちょっと考えてあげなくはないかなーとは」

「はっ、所しよ詮せん獣か」

「うっさい！」

　雑談をかましながら、俺とヒイラギはそのチラシの許へ。どっちにしろ通り道なのだ。若干土にまみれたその紙を拾い上げ、ぱんぱんと汚れを払う。

　隣から覗のぞき込むヒイラギにも見えやすいようにして文字を読めば。

『この顔に、ピンと来たら帝国書院』

　あん？　どの顔だ……って。

「ほほー、中々イカス顔だな。うん、頭に生えた二本の黒角がすげえクールだ。髪の長さともマッチしてるし、男前な顔でにゃーの。あと評価すべきポイントとしてはそうだな、着流しの雰囲気が〝和〟の男っぷりをとても際立たせていて素晴らしい。へー、こいつ中々センスあるなぁ。……しかし、どっかで見たことあるな」

「ねえシュテン、どこからツッコんで欲しいの？」

「は？　ツッコミ？　あとにしてくれヒイラギ。それでええっと」

「顔でも洗ってくるといいんじゃないの？」

「なんでこのタイミングで洗顔なんだよ。意味分かんねーよ」

　何を訳の分かんないことを。ん？　この似顔絵の下にも何か書いてあるな。

『妖鬼　シュテン。この者、帝国書院研究院を破壊し尽くした研究者の敵である。どこかで発見した場合、帝国書院書陵部デジレ・マクレインへご連絡を。報酬一〇〇〇〇ガルド』

　へー、妖鬼のシュテンって奴をこのデジレさんは捜してるのかー。報酬一〇〇〇〇ガルドも出すなんて太っ腹だなー。

「……」

「……」

「なあ、ヒイラギ」

「何よ」

「俺が行ったら一〇〇〇〇ガルドくれると思う？」

「むしろ神蝕現象フエイズスキルくれそうよね」

「ですよねー」

　はっはっは。

「俺指名手配されてるううううううううううううううううううう！」

「今更!?　ねえ今更!?」

「街入れねえええええええええええええ!!」

「しかも頭抱えるポイントそこなの!?」

　恥も外聞も捨てて頭を抱えてしゃがみこんだ。くっそう、こんなもんがこんなところまで出回ってたら、街に入れるもんも入れねえよ……ていうかこの者〜以降の文章完全にお前の私し怨えんじゃねえか。本部壊されたこと書けよ。研究院のことしか考えてねえじゃん。と、その時だった。

　ぴらり、と音がして、俺の左隣から一枚の紙が差し出される。ヒイラギは右隣に居るはずだ。

　じゃあ、まさか。俺に人相書きを突きつけて一〇〇〇〇ガルドせしめようという奴か!?

　思わず勢いよく顔をあげ、ついでに紙を奪い取る。

「誰!?」

　今更驚いたように警戒するヒイラギの声。

　いやまあ、俺も今隣に居る存在の気配に気づいたから人のこと言えねえけど。

　その気配は、俺が顔をあげると同時に、相変わらずどうでもよさげな平淡な瞳ひとみとともに呟つぶやいた。

「あのー」

　手渡された紙は、人相書きとは全く別のもので。見上げた先に居たそいつは、提げた可愛かわいらしいポシェットをごそごそと漁ってペンを取り出すと俺に差し出した。

「魔王軍通信ですー」

〈まおうぐんつーしん　vol. 4355号〉と、俺の握った紙にはそう書かれていた。
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『聖府首都エーデン侵攻祭特集！　阿あ鼻び叫喚こそ我らが喜び！』

『今年の殺さつ戮りくはこれで決め！　最先端腰巻きファッション！』

『新たな四天王は誰が！　〝力〟のグルフェイルを継ぐ猛も者さ大募集！』

『魔王軍に所属する面々のお母様、お父様へ。演習参観のご案内』

『ユリーカちゃん、今日の一日っ！』

『人畜披露会のお知らせ』



　手渡されたチラシもどきにちりばめられたタイトルは、俺にめまいを覚えさせるには十分すぎた。

　すごく……カオスです……。手渡された紙にはおそらく版画で刷られたであろう諸々の情報が連なっていた。まおうぐんつーしんなるそのチラシに書かれている内容は、ファンシーなのかおぞましいのかよく分からないごった煮だった。

　なんだよ今年の殺戮って。さすが魔王軍だけどだいぶえげつねえよ。

　あと人畜ってなんだよなんの畜産してんだよこええよ。魔王軍にとって人間は家畜も同然だもんなー……Ⅲでは扱いが変わってたけど、どのみち人類の敵であることは同じだった。

　ついでにこんな広報のノリで四天王募集しちゃってるのかよ。本格的に人材不足じゃねえか。

「……うわ」

「あん？」

　ヴェローチェの前でしばらくの間そのチラシを読んでいた俺の背後から、ぽつりと漏れた声。振り返れば俺の右肩付近から覗き込むようにしてヒイラギが紙面に目を向けていた。その瞳には若干の動揺。いやまあ、うん。正常だよ。

　俺だってヒイてるよ。演習参観とかほんわかなことやる癖に平然と殺戮に大切なファッションの話とかしちゃってるもん。笑えねえよ。普段のノリでネタに出来る内容じゃねえ。

「……とりあえず、ども」

「お久しぶりですー。お久しぶりですー？　そうでもないですねー」

「え、知り合い？」

　警戒の色が見られるヒイラギは、九つの尻尾も元気がない。耳がやけに立っているところを見ても、その瞳に雑念がないところを見ても、目の前の人間がどの程度化け物じみているのかは本能で察しているようだった。

「それにしてもまた腕をあげましたねー。どんどん強くなるその感じ、ぐーですー」

「そ、そりゃなによりだが」

　ポシェットを閉じると、ダウナーな感じで親指を突き出す。裏が読めないというかなにを考えているのか分からないというか。そんな感じなのは変わらねえなという印象だが、はてさて。

　こんなトゥントの山道くんだりで彼女はいったいなにをしているのだろうか。

　ヴェローチェ・ヴィエ・アトモスフィア。

　魔王軍の幹部であり、四天王よりもさらに格が上である事実上のナンバーⅢ。それがこんな人材発掘に精を出しているのも意外ではあるのだが、それ以上にそもそもこちらの世界にまで出てきていることが驚きだった。何せ、グリモワール・ランサーⅡでは最終局面まで一度たりともまともに登場したことはなかったからだ。もしかすると見落としていたのかもしれないが、攻略サイトに載っているようなサブイベントは全てこなしたはずの俺の中では、ヴェローチェさんが魔王城から動いていること自体が想像の範はん疇ちゆうを逸脱していたのだった。

　とはいえ。前回と違ってお互い急ぐでもなさそうだ。軽く話くらいはしておきたいというのも、俺の心情だった。まさか殺されたりはしないだろうし。ヒイラギに魔王軍通信とやらを渡して、俺はヴェローチェさんに問いかけた。

「で、今回はなんのご用事で？」

「いえー、たまたま近くを通りかかったものでー。四天王いかがっすかー」

「まるで店先に四天王が並んでそうな言い方やめなさい」

「そーですかー。四天王になれば貴方あなたに幸せが訪れますよー」

「あからさまな勧誘もやめなさい」

　相変わらずつかみどころのない少女である。

　覇気をしっかりと把握した今だから分かるが、目の前の少女もその包括量は尋常ではなかった。呆あきれ返るほどの魔力と覇気を、彼女は体内に溜ため込んでいた。

「ところで、魔導司書に追われていたんじゃなかったか？」

「あー、わりと危なかったですねー。シュテンさんとお別れした後しばーらく帝国内に居たんですけど、気を抜いていたせいでバレましてー。雑兵は片付けたんですけど後からとんでもないのが来たので、ちょっととんずらしましたー」

「……オーライ、よく分かった」

「お、考えてくれるんですかー？」

「そーじゃねーよ」

　こてんと首を傾げるヴェローチェさんに首を振った。完全に会話がずれている。

　それにしても、ヤタノちゃんから逃げおおせたのはやっぱりこの人だったか。

　あと今さらっと雑兵っつったけど、それきっと第四席と第六席のことだよな。

　デジレやあのオカリナ女とどっちが強いかは分からんが、少なくとも最弱であるグリンドルよりは強い二人を木っ端扱い。この人もだいぶぶっ飛んでるってのは、まあ分かってはいたことだがなんとも言えなかった。

「あんな化け物が人間側にもまだ居たんすねー。最初は纏まとめてわたくしの呪法で吹っ飛ばそうと思ったんですけどー、結構な火力で放ったのを神蝕現象フエイズスキルで返されましてー。あ、うん、ちょっとあれの相手は無理、ってな感じで逃げてきましたー。しばらく番傘は見たくないですー」

「あれから逃げられるだけでだいぶだと、俺は思うんだがな……」

「相性悪いし、触らぬ神に祟たたりなしっすー。神蝕現象フエイズスキルだけにー」

　ヤタノちゃんからも詳しく聞いたわけじゃあないが。神蝕現象フエイズスキルを使ったってこたぁ、普段は全然抜かない番傘を抜いたってことで。つまり、相応にガチだったってことだろ？

　俺にはまだ、激おこ状態のヤタノちゃんから逃げ切る自信はねえなあ。

「あの番傘女は遠距離砲撃型ですからー。逃げるだけで良いなら余裕っすよー」

「遠距離砲撃型、か。じゃあヴェローチェさんは？」

「わたくしは、そうですねー」

　んー、と指を唇の下に当てて考えるヴェローチェさん。能天気なツインドリルが、ローテンションでふわっふわと考えごとをしているだけでこの陽光の下だとどうにも眠くなってくる。

　と、そんな俺を背後から突つつく指先。

「どした？」

「だ、誰このすんごいローテンションなツインドリルは。得体の知れないもの持ってるし、四天王への勧誘ってまさか」

「ああ、この人があれだ。この前話してた魔王軍の〝導師〟ヴェローチェさん」

「魔王軍!?　だ、だってこの人魔族じゃ」

「むむー？　そういえば気づきませんでしたが、そちらはどなたー？」

　会話するヒイラギと俺の間に、ヴェローチェさんがひょっこりと顔を出す。

　そしてまじまじとヒイラギの顔を見つめると、頭からつま先まで眺めてからおもむろにごそごそとポシェットを漁って一枚の小さな紙を取り出した。

「どもー、魔王軍の導師こと、ヴェローチェ・ヴィエ・アトモスフィアですー。シュテンさんのお仲間ですかー？」

「え、あ、け、眷けん属ぞくだけど」

　突然の振りに、ヒイラギはたじたじであった。無理もないことでは、ある。ぶっちゃけこんな訳の分からんテンションの奴、俺だって突然絡まれたら焦る。……ごめん噓、わりと順応してた気がするわ俺。頑張れヒイラギ、明日あしたに向かって！

「おおー、さすがシュテンさんは眷属を見る目がある様子ー。ますます欲しくなりましたー。今なら月給二二〇万ガルド。どうですかー？」

「あ、何か上がったな値段」

「いえいえー、シュテンさんの技量を見込んでこそー。ところで眷属さんお名前をどーぞー」

「ひ、ヒイラギ」

「ほうほう、なるほどなるほど。いやー、素晴らしい眷属じゃないですかー。これはぐーです、べりーぐーですよシュテンさんー」

　うんうんと、何やら頷うなずきながらまたしても親指を突き出す。ヴェローチェさんの周囲を羽根ペンが躍り、勝手にスクロールに何かを書きこんでいるようだった。

　それにしても、俺が眷属を見る目があるか。ほほう。

「な、何よあんたまでじろじろと」

「いやー、俺は眷属を見る目があるそうでな、褒められてるぞヒイラギ」

「と、当然でしょ!?　私は古いにしえの──」

「いやあ、ヴェローチェさんも分かってくれるか、この素敵なモフり具合。ちょっと頭がぽんっ……てなってるとこが珠たまに瑕きずだが、それでもおつりがくるくらいだ」

「ちょ、無視をするな無視を！」

　背後でぎゃーぎゃー言うヒイラギを後しり目めに、ヴェローチェさんへと問いかける。

　すると何故かヴェローチェさんはきょとんとした表情で俺を見てから、ヒイラギを見て、もう一度俺へと視線を戻して口を開いた。

「それもそーですねー。いいモフり具合だと思いますよー。一本欲しいくらいですー」

「ああどうぞ一本持ち帰って魔王軍への土産にでもしてくれ」

「人の尻しつ尾ぽをなんだと思ってるのよ!?」

　だんだんと、ヒイラギもいつもの調子が出てきたようだ。

　目の前に居る化け物は、ヤタノちゃんとはまた異質の風格を宿している。

　そのせいで警戒も露わにヴェローチェさんを見ていたようだが……まあ、このくらいに平常心を保ってくれるなら何よりだ。というか、そもそもヴェローチェさんは威圧も何もしてないしな。

　ただその場にいるだけで周囲にプレッシャーを与える彼女の存在は、しかし一定の者にしか作用しない。その一定の者っていうのが、ある程度の実力を持ち〝隠された覇気〟を本能的に感じ取れるくらいには強い存在のこと。

　ここにはヒイラギと俺しか居ないせいで分かり辛づらいけど、なんだかんだでヒイラギも中ボスだからな。雑ざ魚こってほど雑魚じゃない。ちょっと周囲が魔境なだけだ。

「お二人はこれからトゥントへー？」

「トゥントっつうか、その先の聖府首都エーデンまでかな」

「おー！　それはそれは好都合というものですー」

　ぽん、と手を打ったヴェローチェさんは、その眠そうな眼をとろんと下げて朗らかに笑う。

「わたくしたちのお祭りをちょうど聖府首都でやるので、是非お越しくださいー」

「お祭り……？」

　彼女の言葉に、ふとヒイラギに手渡した紙のタイトルを見れば。

『聖府首都エーデン侵しん攻こう祭さい特集！　阿鼻叫喚こそ我らが喜び！』

　分かってたこととはいえ、案の定良い感じに狂ってんなー魔王軍。

「ヴェローチェさん、魔王軍は聖府首都で何をするつもりなんだ？」

「それは来てからのお楽しみということで。わたくしはいつでもシュテンさんを歓迎しますよー」

　そのゴシックドレスの裾すそをつまみ、優雅に軽く会釈をすると。

　ヴェローチェさんはひらりと跳躍し、ふと思い出したようにこちらへと向き直った。

　全ての記事を読み終えたのか、若干の異質さにも気づいていたヒイラギもヴェローチェさんへと顔を上げる。彼女はにこりと、ローテンションな表情のまま口角だけを上げてこう言った。

「言いそびれましたけどあれですねー。あの魔導司書が遠距離砲撃型だとすればわたくしは──」

　実際、〝導師〟と〝車輪〟二人掛かりの戦闘では彼女らは全力を見せることなく魔王の背後に下がったのみだった。それでも散々に凹ボコにされたのは覚えているが、〝導師〟がどんな戦いをするのかはいまいち記憶にない。だが、彼女の言葉は俺の背に冷や汗を流させるには十分で。

「──広域殲せん滅めつ型、とだけ言っておきますねー。しーゆーですー」

　それだけ言って、ヴェローチェさんは霧のように搔かき消えた。

　聖府首都でこれから何が起きようとしているのか。正直な話、とても嫌な予感がしていた。

　珠片が指し示す方角は、変わらない。
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「ねえクレイン」

「……」

「クレインってば！」

「うぇ!?」

　若干の怒りを含んだ声に慌てて反応して、クレインは反射で視線を動かす。

　耳が音を受信した方角そのままに右方に目を向ければ、〝あたしは今怒っています〟と言わんばかりに頰を膨らませた桃髪の少女が腰に両手を当ててお冠だった。

　はっと我に返って辺りを見渡せば、いつの間にかトゥントの街に到着していたようだった。山道に入ったところまでは覚えているが、色々と考えている間にどうやらトゥントまで到着してしまったようであった。近くに居るのは、〝状態異常：お怒り〟のハルナのみ。

　この場にリュディウスが居ないところを見ると、おそらく宿を取りに行ってくれたのだろう。前回ナーサセス港ではクレインが行ったので、確かに次はリュディウスの番であった。

「ちょっと大丈夫？　ぼーっとしちゃって」

「あ、ああ」

　先ほどのぷんすこ状態から、打って変わって心配そうにクレインを見上げるハルナ。プリーストという職業であることもそうだが、やはり彼女の性格的な優しさもあって、こうして気遣ってくれているのだろうことはクレインにも分かる。

　だが、実際のところクレインはそれどころではなかったのだった。

　思い返すのはナーサセス港での出来事。妖よう鬼きシュテンを追って旅をしているという青年──デジレ。彼の出自は分からなかったが、とにかく圧倒的な強者であることは窺えた。

　であればこそ、妖鬼シュテンという存在と長物の扱いを教わろうと思ったのだ。

　デジレは、妖鬼シュテンについては教えてくれた。〝珠片〟と呼ばれる危険物を集める為に世界を放浪する魔族。〝珠片〟をデジレが研究している折にその場所へと襲い掛かってきたばかりか、様々な重要建築物を破壊したシュテンに対して、大きな恨みがあるのだとか。それ以上に魔族が嫌いらしいが、詳しいことは聞いていない。

　そして、長物の扱い。棒術と法術を駆使して戦うクレインは、基本的に中距離での戦闘を行うポジションだ。だが、ハルナやリュディウスと違い自分の役割が少し中途半端であり、このままではこれからの戦いに支障が出てくると考えていたのだ。

　そこに、長物を扱うらしき強者。教えを乞こいたいと考えたクレインの提案に対して、デジレはクレインを頭からつま先まで眺めてから、言った。

『……どうなりたいんだ？』

『え？』

『見たところ、基礎はしっかりしている。師が良かったんだろう。体幹も出来上がっている。足りないといえば筋力だが、それは過度に鍛えればきみのような年齢ではむしろ成長の妨げになる。よって体力トレーニングと柔軟くらいの指南しか出来ない。だが』

『だが……？』

『それで満足出来ていないからオレにそんな提案をした。それは現状に満足が出来ていないからなのだろう？　ではまずきみがどう強くなりたいか、その方針を決めなければならない』

『いや、でも長物の技術が向上すれば』

『オレたちが扱うこの武器は、直剣や弓とは違い多くの戦闘スタイルがある。極めたい、強くなりたいと思うのなら、その中の一つに絞らなければ人間では時間が足りない』

『……そう、ですか。スタイルの、確立……』

『レイン。きみは、一人で旅をしているのか？』

『いえ、仲間とブレイヴァー稼業を』

『ならその仲間たちに出来ないことを最優先に考えるべきだ。もっとも必要な力の振るい方。それを見つけたら、その時は……いや、もしかしたらその時にはオレの指南など必要ないかもしれないが。またその時にレインがオレなどの話を聞きたいと思うのならまた来るがいい』

『あ、ありがとうございました……！』

　とても親切な人だった。突然絵画に叫び出したり、よほどその妖鬼シュテンに恨みがあるのだろうことは分かったが。それを差し引けば、とても素晴らしい人だとクレインには思えた。

　それこそ、偽名を名乗るのがとても申し訳なくなるくらいに。

　だが、それ以上に〝自身のスタイルの確立〟という課題が大きくのしかかった。

　教国で光の神み子ことして鍛えられた棒術は、所謂いわゆる法術ありきのオールラウンダーとしての力だった。けれども今は仲間がいる。

　自分よりも前衛として長けたリュディウス、自分よりも後衛として優れたハルナ。

　その二人に挟まれる形で、自分だけが出来る仕事というのが見つからずにいた。

　だからせめて長物をもっと強く。そう思ったのに、棒術のスタイルを確立するのが先であるとデジレは言った。棒術のスタイルの確立。一人ではなく、パーティ単位での働きとしての自分。

　考えれば考えるほどに、分からなくなる。

　強くなりたい。けれど、がむしゃらにやったところで意味がない。

　そうすると、ぐるぐると思考は巡るばかりでどうしていいか分からなかった。

　自分が、棒術でどのようなスタイルを築けばいいのか。

　どうすれば、パーティに必要不可欠なポジションに立てるのか。

　そんなことを悩んでいると、ついぼうっと呆ほうけてしまうのだった。

「で、ごめんなんだっけ」

「もー。だから、あたしトゥント初めて来たから案内してって言ったの！」

「リュディは？」

「リュディは夕方に酒場で合流！　さっき言ってたじゃん！」

「そうだったっけ。ごめんごめん。……いいよ、トゥントの案内しようか」

「うん！」

　ハルナに心配させていたことは素直に申し訳ないと思いつつ、クレインは頰を搔いた。クレインにとっても、久々のトゥントだ。それこそ、幼少期に来て以来。

　山と山の中間に造られたこの街は、元々は小さな集落だったらしい。だが教国が力を付ける内に要衝としての機能を持ち始め、それからどんどん城じよう塞さい都市としての増改築をされ続けてきた。実際クレインが以前に来た時よりもさらに街が広がっている気がするくらいだ。

　少々無骨な、土を焼いて造ったであろう白い壁。街全体に四角い建物が多く、そのほとんどが矢掛けなどの防衛手段を持っていた。

　民家に至るまで戦闘に備えることが出来、もしナーサセス港が落とされてもすぐに奪還出来るように十字軍クロスレギオンも多く駐屯している。そんな街だから、武器や防具の品ぞろえも良く、後でより良いものがあれば買い替える予定も立てていた。

「トゥントは鍛か冶じも盛んなんだよね？　ちょっと色々みたいな！」

「ああ、じゃあメインストリートの方へ行こうか」

　山の中腹というだけあって、粘土や鉄の産出も多い。このトゥントが防衛に適するもう一つの理由が、武器を余裕を持って生産出来ることだった。

　もちろん、武器の他にもアクセサリや工芸品なども売られている為、きっと露店の冷やかしも楽しいものだろう。ジュスタの動向が摑つかめない今、ひとまずトゥントで情報収集をする予定ではいた。

　買い物ついでに諸々聞いておくのもいいかもしれないと、クレインは考えていた。

「おっかいものー！　おっかいものー！」

「あんまりアクセサリ増やしてもダメだからね」

「えー。備えあれば憂いなしだよクレイン！　いつどこでどんな敵に会うか分からないんだから、アクセサリはあるに越したことはないよ！」

「それでも防具より高いものをいっぱい買うのはちょっと……」

　わくわくが隠せない、といった様子で街中へと進んでいくハルナ。人通りも多いこの街の中ではぐれてはいけないと、慌ててクレインは追いかける。と、そんな時だった。

「あれ？」

　人通りの多い中にあっても、目立つ存在というのは居るものだ。

　それはプレッシャーで分かったり、感覚で分かったりと色々あるが、一番すぐに気づくのはやはり視覚から来るものだ。頭一つ抜けて長身の人物が通りの中に居れば、クレインでなくとも一度は視線を向かわせてしまうだろう。目的の人物に声をかけようとクレインは近くへふらりと向かった。

「見つけたら連絡を。こちらまで連絡を求む。報酬は書いてある通りだ」

「……何してるんですかデジレさん」

「ん？　ああレインか。数日振りだが……そうか、きみもトゥントに」

「ええ、ちょっと色々ありまして」

　蒼髪をオールバックにし、知的なモノクルをかけた青年。いつ見ても冷徹で鋭い印象を受けるが、こうして親切に対応してくれる御仁。元々年上の知り合いが多いクレインであったから、彼がどんな人物であるのかだいたい分かる気がしていた。

　部下や年下には優しく、そして容赦をしないタイプ。

　もし彼に部下がいれば、人気は高いだろう。優しさと甘さをはき違えない、頼もしい上司のような存在。それが、デジレという青年にクレインが持ったイメージだった。

　そして、それは強あながち間違っているという訳でもない。

「で、何をしてるんですか？」

「ビラ配りだ。奴を捜す為のな。あの時は世話になった」

「いえ、こちらこそ」

　す、と差し出された一枚のチラシ。そこには、クレインが以前書いた妖鬼シュテンの似顔絵と、発見者に対する報酬額や、デジレ・マクレインのサインが書かれていた。現在はトゥントのホテルの一部屋を借りているらしく、その住所も記載されている。

「妖鬼シュテンもこの近くに？」

「ナーサセス港で、一人の老婆からの報告があってな。それによると、ナーサセス港付近の浜にそれらしき男と九尾の魔族の姿があったらしい。となれば、ナーサセス港よりもトゥントに向かったのではないかというのが、オレの予想だ」

「なるほど、それは確かに」

「ところでレイン。もし時間があればでいいんだが」

「ああ、良いですよ。半分ください」

「……察しの良さが助かる。うちの研究員が懐かしいな」

　何かに浸るように上空を見上げたデジレから、彼の持っているチラシの半分ほどを受け取る。時間があるなら、配るのを手伝ってもらえないかということだろう。

　と、受け取ったところで気が付いた。

「……あれ、ハルナ？」

「ん？　誰かと共にいたのか？　オレのところに来た時には既にきみ一人だったが」

「わ、そうですか！　ちょっと捜します！　あ、これ必ず全部配り終えますね!!」

　ヤバいヤバい、そう言いながら身を翻すクレイン。

　去り際に一礼した彼に軽く手を上げることで応対して、デジレはその背中にポツリと呟つぶやいた。

「……光の神子、クレイン・ファーブニルか。きみはどちらの道を歩むのか……」
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　ハルナとはぐれたクレインはしばらくの間メインストリートを捜し回っていた。

　主立ったアクセサリショップはこの辺りに密集しているはずであったし、ハルナが向かいそうな場所は他に思いつかなかったからだ。もしかすると、はぐれたことを察知して待ち合わせ場所として決めてある酒場に先に向かったのかもしれない。

　あらかたメインストリートを捜し終えたクレインは、そんな思いと共に酒場までの道を歩んでいた。

　律儀にデジレから貰もらったチラシを道行く人に配りながら歩いていたせいで、もうそろそろ受け取ったチラシが全てなくなりそうだ。あと十枚あるかないか、というところだろう。

　酒場は、メインストリートからさらに少し奥に行った、住宅街との境目の辺りにある。この街では、宿屋とセットになっていないただの酒場は一つだけだ。だからこそ兵士たちのたまり場にもなっていたし、情報収集には持ってこいだと言えた。そんな訳で酒場に向かって馬車一台分程度の幅の道を歩いていたその時だった。捜し人を見つけたのは。

　いや、捜し人といっても、ハルナではない。

　もう一人、わざわざその人物を追うためだけに教国に戻ってきた相手。

　ジュスタの姿が一瞬見えた。向こうもこちらを察知したようで慌てて逃げていく。それも、住宅街の奥の奥へと。クレインは、弾かれたように走り出した。

「待ってくれ！　僕たちは追っ手じゃないんだ！」

「……ブレイヴァーが何を……！」

「ブレイヴァーだけど、依頼を受けているわけじゃない！」

　自分でも説得力がないのは分かっていた。

　それでも、彼女の目的を聞いてしまったからには追いかけない訳にいかなかった。

〝共和国の救済〟

　実際にどのようなことを考えているのかは分からない。だが、明らかに血の匂いしかさせないその言葉。かつての栄光、愛国心が突き動かす何かがあることはクレインにも分かる。だが帝国に併へい吞どんされてからの共和国領が無下に扱われているかといえば、そうではない。そして彼女は、公国の法規を犯した。公国といえば、自由の国としても知られている。よほどのことがない限り法を破るなどということはない。ということは、よほど危険なことをしている証拠。

　ハルナよりも年下に見える彼女が、何をしているのか。何をさせられているのかが気になった。

「待ってくれ……!!」

　ジュスタはこの街に居た。

　何をするつもりなのかは分からない。共和国領に戻らない理由も分からない。

　だが、彼女が何か良からぬことに巻き込まれているという根拠のない確信だけがあった。だから事情が聞きたい。けれど、ブレイヴァー登録をしている自分たちは〝犯罪者を捕えれば報酬が出る〟。そうなれば、彼女を追う理由など邪推されても仕方がなかった。

「相変わらず、はっやいなあ……!!」

　追い付けない。駆けて駆けて、彼女は自分の得意な路地裏へと入り込んでいく。

　そうなればもう、地形さえ理解出来ていないクレインが彼女を見失うのも時間の問題だった。

　そして、鬼ごっこはまたしても終わりを告げる。

　しかし今回は彼女を見失うという形ではなかった。

　クレインが曲がり角を勢いよく曲がったその瞬間。

「ぶ!?」

「いて」

　誰かにぶつかり、クレインは思わず手に持っていたチラシをばらまいてしまう。

　追いかけるべき対象の姿はどこにもない。ひとまず、ぶつかった相手に謝罪をして、散らかったチラシをかき集めなければならなかった。

「すみません、すぐ集めます！」

「ああ、手伝うよ」

「ありがとうございます……！」

　といっても一〇枚程度だ。石畳で出来た道に散らばったそれを回収するのに、一〇秒も要いらなかった。

　三枚ほどを拾ってくれた目の前の人物からチラシを受け取って、そこで初めて顔をあげる。

「しかし、こんなに上う手まい絵をあのデジレが描けるとは思えないんだがなあ」

「あ、それ実は僕が描いたんです。人物画はあまり得意じゃないんですけどね」

「いや、中々ナイスガイだと俺は思うよ。うん、絵の才能がある人は羨うらやましいぜ」
















「あはは、ありがとうござい、ま……」

「あん？　……あり？」

　目の前の御仁は、先ほど話題に出たデジレと同じくらいの身長を持ち、

　それでいて大柄で、どこか憎めない雰囲気を持った、

　黒い二本角と群青色の着流しが特徴的な、

　妖よう鬼きであった。
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　わー、遅刻遅刻ぅ〜！

　なんて感じで路地裏の角、ぶつかった二人。

　そう、出会いはここから始まるの。

　仄ほのかに甘酸っぱくて、ちょっぴり切ない恋の味。

『魔法少女☆ラジカルなのちゃん』のシュテン先生が描く、超王道系ラブコメディ！

　魔族の愛と少年の恋、始まります！

　……何言ってんだ俺。

　ってことでどーも現場のシュテンです。ヒイラギとはぐれたので、ちょろっと酒場でも覗のぞきに行こうかと思ってたところだったんだが、俺ってば路地裏で迷子。どこに行ったもんかとちょっと悩みながらふらふらと歩いていたら、角を曲がろうとしたところで全速力の少年と激突。

　俺は全く痛くないんだが、彼はなんだか持っていたものまでばらまいてしまった始末というあれで。すげえ痛そうに鼻っ柱押さえてたし、俺も別に急いでた訳でもないから散らばった紙を集める手伝いをしたんだが、描かれていたのが俺にクリソツの妖鬼さんでした、と。

　オーラみたいなもんがこう、凄すごい。デジレに絵の才能があるってのはすげえ気に入らねえなと思っていたら目の前の少年が描いたものらしく、せっかくだから似顔絵の一枚でも描いてもらおうかなとまで考えた次第。何千ガルドでやってくれるかな、なんて胸算用していた矢先、ぱっと顔をあげればどこかで見た顔。それは向こうも同じのようで、かちこちに固まった挙句ドエラい警戒までされている。ってよくよく見れば原作主人公のクレインくんじゃん。

「……妖、鬼……!?」

　さて。これはどうしたものか。

　ものっそい顔面蒼そう白はくにしているところを見ると、以前絡んだ時のことは間違いなくこれ覚えてるよね。今はちゃんと覇気隠してるはずなんだ。

　ということで、俺の現在の選択肢はいくつか。

　その一。まるで初対面のようにフレンドリーに振る舞う。

　その二。以前のように覇気だだ洩もれにして威圧全開。

　その三。とんずら。

　その四。過去のことは水に流そうぜ、と酒場に誘う。

　その五。実は生き別れの兄弟だと告げる。

　まあ、一瞬で却下出来るものが二つあるな。

　そうだね、二と三だね。

　二はここでやるメリットが一つもない。というかあのチラシがあるってことはデジレの野郎が間違いなくここに居る証拠。おびき出すには良いかもしれんが、騒ぎにしたらまずい。せっかく初めて街に入れたのに、教国ですら指名手配されたらかなわん。

　三は単純に心情的な問題。こんな偶然のエンカウントがあったんだ。それも一対一。原作主人公だぜ？　俺もだいぶ強くなったし、ちょっとくらいは絡んでも消滅させられることはないだろ、多分。少しは絡んでみたい。生の主人公さまだ。

　残るは一と四と五なんだが。一にすると、正直あれだな。せっかくの話題を一個むざむざ消すことになりかねん。で、四はちと微妙。酒場に行ったら別の奴にも遭遇する可能性は高くなりそうだしな。ややこしいことになるのは俺の望むところではない。

　……ってなると。残るは一つか。目の前でがちがちに固まり、背の棒に手を伸ばして構えようとしているクレインに、俺は向き直ってから。努めて真面目な表情で、告げる。

「俺は、実はお前の生き別れの兄なんだ」

「ええ!?」

　……。

「噓だ」

「で、ですよね……まず種族から違うし……」

「実は俺が弟なんだ、お兄ちゃん」

「ええ!?」

　……。

「噓だ」

「なんなんですか!?」

「いやほら、こう目の前で警戒されまくるとさ。顔を見ない時の方がフレンドリーだったとか、ちょっと寂しいじゃんか」

「あ、いえ……そ、そうですけど……」

　目を白黒させるクレイン。

　路地裏、狭い空の下。こんなところで戦って民家に迷惑でもかけたらコトだ。

　それに俺には別に敵意なんてもんはない。目の前で呆ほうけている茶髪の少年を見れば、どうやら毒気は抜けているらしかった。

「ええと……以前に一度アルファン山脈でお会いした……妖鬼さん、ですか？」

「あん時も今も、敵意はねーよ」

「いやキャラが違い過ぎるような気がしないでもないというか……」

「それはお前さんに余裕が出来てきたからだろ。うん、多分」

「そ、そうでしょうか」

　若干、額に漫画のような汗を搔かいている気がしないでもないクレイン少年だが、背中の棒からは手を離したところを見るともう彼にも戦うつもりはないようだ。

　彼はちらりと自らの手元に視線を落とすと、思い出したように頭を下げた。

「この前は、地下帝国の鍵かぎ……ありがとうございました」

「ああ、あれは俺が持っててもしょうがないしな」

「でも、なんで僕らに？」

「あー」

　なんて言おうか。

　あんまり隠す理由もないかな。少し考えたが、特に良い言い訳も見つからなかった。

「それはほら、お前さんが光の神み子こで、魔王を斃たおそうとしてるからだよ」

「えっ……なんでそれを？」

「裏の情報網かな」

　噓です原作やったからです。

「そう……ですか」

　俺の内心での懺ざん悔げになど、気づくはずもなく。

　クレインはどこか考え込むようにして俯うつむき、ポケットの中から二つの鍵を取り出した。赤と、橙だいだい。どちらも地下帝国に入るのに必要な、重要アイテム。

「……貴方あなたは、敵ではないのですか？」

「魔王軍に付こうとは思わねえかなー……」

「そうですか。では僕は、少し勘違いをしてしまっていたようです」

「あん？」

　じゃらり、と音を鳴らしてクレインはポケットの中に再び鍵を仕舞った。

　そして、俺を真っ向から見据えて口を開く。

　どこか瞳ひとみの奥に申し訳なさげな光が揺らいでいるような気がするが、はて。

「初めて出会った時、強大な魔族の気配がして。帝国でも、貴方が書院を破壊しているのを見かけて。完全に敵だと思い込んでいました。すみません、貴方の指名手配にも手を貸してしまって」

「ああ、いいよいいよ。それどうせモノクルハゲの奴だろ？」

「モノクルハゲ!?」

「デジレ・マクレイン。奴には追われる理由があるし、俺も隙あらばぶっ殺すつもりでいる。奴個人とそういう関係なだけで、人類と魔族の対立にゃー俺は無関係よ」

「デジレさんにモノクルハゲって……。あ、いえ……そうだったんですか」

「よく出来た似顔絵だし、なんだったら金払うから俺にも書いて欲しいくらいだ」

「あ、あはは……」

　乾いた笑いと共に、クレインは後頭部を搔きながら頭を下げた。

　軽い会釈程度のものではあったが、絵が褒められて嬉うれしい、という純粋な感情が全身に現れていた。そういえば、彼の父親は──

「あ、あの。本当にありがとうございました。色々と誤解していて……鍵も戴いただいたまま礼すら言わず、こちらからは非礼ばかりで」

「気にするない気にするない。俺は好き勝手やってるだけだし……どっちかというとお前さんの邪魔をしていないか心配なくらいだよ」

「いえ、そんなことは！　ありがとうございました！」

　ぺこぺこと。変に恐縮されてしまったらしく、ちょっとやり辛づらい。

　実際俺はクレインの冒険の邪魔をしていないか心配だし、デジレがこの街でクレインとエンカウントしていること自体、予想外の展開だ。

　バタフライエフェクト起きられても困るんだけど、今のところは順調そうだし大丈夫かねぇ。

「すみません、迷惑ついでに一つ伺ってもいいですか？」

「あん？」

「この辺りで、オレンジ色の髪をした一二歳くらいの女の子見ませんでした？」

「……いや、分からないな」

　十中八九ジュスタのことだよなこれ。見てねえな。

　確かジュスタがちゃんと仲間になるのは聖府首都エーデンだし、トゥントではどのみち捕まらなかったはずだ。……でも、そうか。ジュスタのイベントはちゃんと進んでいるみたいでほっとした。グリンドルも含め、原作パーティはしっかりと集結しそうで何よりだ。

「どこに行ったんだろう……分かりました、ありがとうございました」

「ういうい。チラシ配りも大変だな」

「いえ。どうしようかな。ちょっと不義理が過ぎる気がするので、流石さすがに配るのはもうやめます」

「そう？　せっかくだから俺の目印でもあるコイツも一緒に描いて欲しいくらいなんだが」

　そう言って背中の鬼殺しを掲げれば、クレインは一瞬呆けた後。我慢しきれなくなったように吹き出した。

「あはは、自分の手配書に注文つける人なんて初めて見ましたよ。そうですね、今度お会いした時にちゃんと大だい斧ふも付け足すようにしま……大斧、ですか」

「どうかしたか？」

　今まで笑っていたかと思いきや、何か思い立ったように神妙な顔をするクレイン。どこが琴線に触れたのかは全く分からないし、本当にキョトンとするしかないんだが。

　次に俺と目を合わせた時、彼はやけに真剣な眼差しだった。

「何で、斧を使ってらっしゃるんですか？」

「んー、鬼が鬼殺し使ってるって面白くね？　ってのが最初だったんだが……そうさな。今は一番馴な染じむからだなぁ。どんな相手も一撃爆砕、薙なぎ払はらいに振り下ろし、どちらをとっても剣や槍やりよりも重く強い。敵を纏まとめて吹っ飛ばせる、速度で敵わない部分を膂りよ力りよくだけでカバー出来る、最たるものだと思うぜ。かっこいいだろう」

「確かに、かっこいいと思います。……そうか、纏めて吹っ飛ばす……」

「さぁて、きみの脳内で何が起きてるのかおにーさんにはさっぱり分からねえぞ？」

「あ、い、いえ。ありがとうございました！　そろそろ戻ります！　あ、そうだ！」

「あん？」

　時間的にもそろそろ夕刻だ。仲間との待ち合わせもあるのだろう。クレインはもう一度深く頭を下げると、身を翻して繁華街の方へ戻っていこうとして……思い立ったように、彼は俺を振り返る。

「シュテンさん、で良いんですか!?」

「おう。お前さんはクレイン、だったな。今度は似顔絵でも描いてくれ」

「はい！」

　やたら眩まぶしい笑顔と共に、クレインは光の差す方角へと駆けていった。

　たったった、という靴音が消えてしばらくぼけっとしていたが……つい、一息を吐つく。

「ふぅ……やっぱかっけえなあ、クレイン」

　ふと、思った。明るく気さくで礼儀正しく、誰にでも等しく平等な善悪観を持つ。そんな奴だから魔族と人間が混在し差別意識の高まるこの世界で、最後まで戦っていけたんだ。

　今まで信じてきたものでも、それが悪だと知れば強く向き合うことが出来る。

　精神面において、完かん璧ぺきな少年だった。

「さて、どうしようか」

　ヒイラギがどこに行ったのか。まさかまた連れ去られているなんてことはないだろうが、あの人通りの中ではぐれてしまったのだ。どこに居るのやら分からない。

　待ち合わせ場所でも決めておけば良かったな。

　クレインが戻っていった方角とは真逆に向かって、歩き出す。

「しかしやっぱり、久々に感じる人の営みだねぇ」

　帝都やマーミラでは、慌てていたか、夜中にひっそり侵入するしかなかった訳だから、本当に二十数年振りに人々の中に身を置くことになる。

　前世では仲良く友人たちと買い物に行ったりしていたけれど、それも、随分昔の話だ。鬼になってから今まで、鬼の集落から出たこともあまりなかったし。

「まあもっとも、前世の記憶が甦よみがえるまでは人々の営みになんて興味もなかった訳だが」

　えっちらおっちら、住宅街の端にまで。わりと綺き麗れいに格子状の道が走っているこの住宅街の中、のんびりと歩いていた。

　すると。

「あん？」

「……うぅ……」

　行き倒れよろしく、道のど真ん中に倒れている人影を発見。やたらと小柄なことから、子供じゃないか？　などと疑問を持ちつつ。傍らに鬼殺しを置いて、しゃがみこんだ。

「おーい、生きてるかー？」

「うぅん……」

　唸うなっているだけ。

　本当に無事かこいつ？

　ぺちぺちと頰を叩たたいてみても、反応は芳しくない。

　さてどうしようか。ヒイラギと一緒にちょっと借りてる宿の部屋にでも連れてった方がいいか。しかし、こいつも俺どっかで見たことあるような気がしないでも……ん？　オレンジ色の髪？

「ちょぉぉぉっと失礼……？」

　そぉぉっと、うつ伏せになっている体を仰向けにしようと、両腕を腹部に入れた、その時だった。

「少女が倒れているという報告を聞いて来てみれば、随分な大物がかかったなクソが」

「ひぃ!?　ま、まだ何もしていない!!」

「まだ……!?」

　路地の奥からの声に、慌てて童女から手を離す。っておい今の俺の発言完全に犯罪者のソレじゃねえか！　……ん？　どこかで聞いた声のような。

　その場に置いた鬼殺しを手に取り、立ち上がる。

　路地の奥から歩いてきたのは、果たして一人の青年であった。大おお薙なぎ刀なたを背負い、似合わないモノクルを着け、見た方の目頭が熱くなるような額。ああ、まだ若そうなのに。

「よう、相変わらず気前の良いデコしてんな」

「開口一番犯罪臭漂う台詞せりふを吐いたかと思えば、今度は随分ふざけたご挨あい拶さつだなクソ妖よう鬼き」

「はっ……今日こそぶっ殺してやんよ」

「それはこっちの台詞だクソが……」

　鬼殺しを構える。

　狭く細い路地裏。

　中間地点に童女。

　前方のモノクルハゲも、大薙刀に大量の魔力を流し込み始めた。

　殺し合いの準備は万端ってか。

「……」

「……」

「……うぅ……」

　睨にらみ合いが続く。

　一触即発とはまさにこのことだった。

　間に行き倒れの童女が居るというのに。デジレの野郎は本当にあれだな、血も涙もねえんだな。

「おい……クソ妖鬼」

「ああん？」

「……テメエのことは本当に殺したくて仕方がねえ」

「奇遇だな、俺もだよ」

「……だが、この状況を見てどう思う」

　デジレが目を落とした先には、倒れた童女。

「……帝国書院の魔導司書は血も涙もねえな、と思う」

「減らず口利きやがって……ああそうだ、目の前にはクソガキが居る。しかも倒れていやがる。この状況で、オレたちは何をしてるんだ」

「血祭り」

「そォだな。血祭りだ。童女の目の前で殺し合いだ。愉快に素敵に目の前の害をぶち殺そうとしている。……おいクソ妖鬼」

「なんだよ」

「消えろ。今すぐ。テメエが居るとオレもテメエを殺したい衝動に勝てそうにねえ」

「それを口実にこんなちっちゃい子をどうする気だ!!」

「テメエが言えた台詞かよクソが!!」

　……確かに。さっきは俺ヤバいこと言ったわ。

　……しゃあねえか。また今度デジレ殺そ。

　鬼殺しを担ぎ、身を翻しかけて……ふと思った。

「……しかしよぉ、モノクルハゲ。よく魔族相手にそんな交渉が通用すると思ったな」

　魔族嫌いのコイツが、まさかこんな提案じみたことをしてくるたぁな。すると、俺の言葉に一瞬目を丸くしたデジレは、俺の問いを鼻で笑うと、見下したような瞳で俺を見てきた。なんね。

「オレが大嫌いなものを二つ教えてやる」

「あ？」

「魔族と、妖鬼シュテンの二つだ。ああ、あと次点で同僚」

「二つじゃねーじゃねえか」

　ああ、そうかい。ふぅ、と息を一つ吐いて。

　ガキのことはデジレに押し付けて、俺はヒイラギ捜しにでも戻るとしますかね。

　彼らをおいて、跳躍した。





†






　火が爆はぜる音を響かせながらも、その一室の中は静寂と言えた。

　ぱち、ぱちと耳に触れるだけで暖まる音色はまるでメロディの休符のように、揺らめく赤の踊りに合わせて時折現れる。広くはない一室。マホガニーの肘ひじ掛かけ椅い子すとダブルサイズのベッドが二つ。それからサイドテーブルが一つに、備え付けの暖炉。煌こう々こうと力強く、されど静かに舞う燐りんの明かりに照らされて、ヤニで黄ばんだ湖の絵画が陽炎かげろうのように浮かび上がる。

　青年は一つしかない年季の入ったシックな椅子に腰掛けて、浅く、それでも丁寧に睡眠を取っていた。微睡まどろみというには深く、熟睡というには遠く。まるで生命の義務であるから仕方なく、といった風にして、彼は眠りという栄養を摂取しているように見えた。

　首が痛くない程度にうつむいて、数分に一度の燐の音色に耳を傾けながら。警戒は怠らず、明日あしたに支障が出ないように。

「……すぅ……すぅ……」

「……」

　軽く、あどけない寝息は、もちろん青年のものではない。

　夜も更けたこの時間、トゥントの宿屋の一室であるこの部屋には、青年以外にもう一人眠っている者がいた。

「……んぅ……」

　少女らしい高い声が、火の爆ぜるのみであったこの室内に響く。

　その新しい音に反応して、青年もゆっくりと瞳ひとみを開いた。

「あれ……ここは……」

「トゥントの宿だ。路地裏に倒れていたお前を拾って、ここまで連れてきた」

「え……？　あ……」

　ゆっくりと上体を起こした少女は、自らがベッドの一つを占領して眠っていたことに気が付いたようだ。そして、眠る以前最後の記憶も。少女の、まだ判然としない意識のまま顔にその小さな手を当てて考え込む姿に、青年は興味なさげを装って椅子の背もたれへ体重を預ける。

「ボクは……トゥントまで来て……あいつらに追いかけられて……」

「事情はどうでもいい」

「え？」

　少女の言葉を遮るようにして、青年は言った。なんの感慨も浮かべないその瞳に、少女も相手が誰なのか気づいたらしい。

「デジレ・マクレイン……帝国書院の、魔導司書……」

「そんな顔されても、先ほどまでぐーすか寝こけていた奴では怖くもなんともないな」

「ぐっ……」

　はっとしたように少女──ジュスタ・ウェルセイアは足元を見つめた。柔らかなベッド、かけられた毛布、そして、少しは回復した自分の体。

「ここには、もしかして」

「もしかしなくても俺しか居ない。……押し付けられたようなもんだがな。クソ妖鬼に何かされるよりははるかにマシだった」

「……共和国の人間を、何故」

「それだけどよ」

　訝いぶかしむように、青年──デジレを見据えるジュスタに、彼は呆あきれのため息を一つ吐ついた。このどうしようもない、誤解というのもバカらしいような問いかけに。

「そもそも、共和国領は既に帝国領だ。いがみ合う理由は、オレらにはねぇんだよ」

「噓だ……共和国出身の人を虐げて、ボクの国の制度をメチャメチャにしたくせに！」

「それも、テメエ誰から聞いたよ。少々オイタが過ぎた共和国に、お灸きゆうをすえてやったようなもんだ。別に民から搾取をしたつもりもない。それに、多くの人間は帝国に帰化してるほどだ。……うちの魔導司書にも一人、共和国出身の奴が居るくらいにな」

「だ、誰からって……ちゃ、ちゃんとレイドア州の首長からだ！　今も帝国の重圧に、共和国のみんなは苦しんでるって！　だからボクたちが救済に動かなきゃいけないんだ！」

「……なあおい」

「なにさ！」

　熱くなってデジレの言葉に言い返していたジュスタだが、冷え切ったトーンにびくりと反応した。彼の瞳は笑っていないが、だがここまで言ってもジュスタを敵対視する様子は見られなかった。

「そのレイドア州の首長さんがよ、共和国滅ぼすのに一役買った人間なのは、分かってんのか？」

「え……？」

「帝国内部、というよりも帝都の御家騒動に介入し、裏で糸を引いて帝国にちょっかいかけようとした挙句、帝国書院の機密にまで割り込んでこようとしてな。うちのリーダーがぶち切れて、魔導司書で共和国を壊滅させる手順に至った。その時に運よく逃げたバカが一人居てな。そいつがそうだよ。共和国を滅ぼす一因というか、ほぼ元凶が、逆恨みも良いとこな考えの許もとにそうやって問題をさらに引き起こした。オレらとしちゃ、笑えねえ話だ。テメエみてえなガキ騙だましてんだからよ」

「……う、そだ」

「っツ、喋しやべりすぎたな、クソが」

　嘆息混じりにデジレは呟つぶやくと、座っていた椅子からゆっくりと立ち上がった。睡眠の為にしばらく動かなかったせいか少し腰が痛むが、日常茶飯事だと割り切って少しマッサージ。

「……この宿は朝まで取ってある。朝飯も出る。そんな華きや奢しやな体でろくに飯も食わずに戦ってたら倒れるに決まってんだろクソガキ。食って消えろ。……オレは少し外に出る」

　何をやっているのだか。そんな、呆れるような感情はデジレの心中に確かにあった。だが、どうもこの少女が必死になると、昔を思い出して嫌になる。

　盲目的に、自らが行っていることの残酷さにも気づかず、ただ復ふく讐しゆうを掲げて戦っていたあの頃を。

「……ぁ、」

「ま、オレから言えることは一つだ。……一方の言葉だけ聞いて騙されてるようじゃ、エージェント職としては三流以下だ、クソが。……じゃあな」

　壁に立てかけてあった大薙刀を背負い、デジレは扉の方へと歩き出す。

　その広い背中に、しばし呆ぼう然ぜんとしていたジュスタは。

「待って……」

「なんだよ」

「……ここまで連れてきてくれたことは……ありがとう」

　ちらりと視線だけで振り向けば。悔しそうに、それでも申し訳なさそうに礼を口にする少女の姿があった。どんな相手だろうと、してもらったことに対する礼だけは忘れない。その姿勢だけは、デジレも尊敬に値すると考えていた。

　普通の人間は、仇あだに何をされようと礼など口に出来るものではないのだから。

「……そういうとこだけは、この前もだが大したもんだと思う。じゃあな」

「……で、でも共和国を滅ぼした帝国を……許したりは、しない……！」

「ちゃんと調べてから来るんだな。盲目の犬」

「……っ」

　流れるようにあっさりと、レイドア州の首長の話を喋ったデジレ。

　噓か真まことかも分からないその言葉に、ジュスタの瞳が揺らいでいたということに、デジレは気づいていた。気づいていたところでどうという話ではないが、それでも思うところはある。共和国の救済という言葉だけを掲げ、具体的な話を聞いたことなどなかったのだろう。見るからにクーデターの捨て駒に使われそうな子供なのだから。

　振り返ることはせずに、部屋の扉を開いた。

　宿屋の店主には、話を通してある。自分が今から居なくなっても、彼女は明日の朝の食事にありつくことは出来るだろう。彼女がどう思おうと、デジレはこれでいいと考えていた。子供が、訳も分からないまま周囲の存在を殺されたら……味方だと名乗る人の言うことには、頷うなずいてしまうだろうから。それは、痛いほど理解出来たから。

　だが、あの優しく真っ当な子供に、復讐が成し遂げられるとはもう思えなかった。

　きっとどこかで踏みとどまることが出来るだろう。願わくは、その時に後悔の念が押し寄せないように、ブレーキを用意してあげることくらいしか、出来ることはない。

「……復讐なんつーのは、怒りに骨身から染まった奴だけがやりゃあ良い話だ」

　思わず呟いてから、後ろ手で扉を閉めた。

　この後は、どうするかを考えながら、一歩を踏み出す。

　と、その瞬間デジレは苦虫を嚙かみ潰つぶすことになった。

「……なんで居んだよ、クソが」








第三幕　荷馬車無き街道『スーパー少女大戦』









　ぺらり、ぺらり。

　スクロールをめくる手はゆっくりと。

　晴天の下、木漏れ日に照らされた太い木の枝に腰掛けて、その少女は書類にのんびりと目を通していた。傍らにはお気に入りのフリルアンブレラを引っかけて、左手に持つお気に入りのマグには町民の振りをして購入したスープを入れて。

　空中に浮いたスクロールを、一枚一枚丁寧に読み込んでいた。山と山の中間にあるトゥントを西に抜けると、そこは上り下りの激しい一つの街道になっている。その名も〝荷馬車無き街道〟といい、あまりの起伏に車を引く馬が音をあげそうな箇所であることが由来だった。

　飛び出してくる魔獣の数はそんなに多くはないが、そのかわりと言わんばかりに一匹一匹の厄介さが尋常ではない。回復を担う魔獣や徒党を組む狼型の魔獣、さらにはアンデッドといった対処のしにくい魔獣までが蔓延はびこるのが、この荷馬車無き街道だった。

　そんな物騒な場所の、ちょうどトゥントとメリキドの町の中間付近の街路樹の上で、彼女は悠々とスクロールと向き合っていた。

「んー……めんどくさいですねー……」

　呟かれた言葉の意味は、それほど深いものではない。

　スクロールに書かれた情報は、諜ちよう報ほうに長けた魔族からのメッセージ。

　聖府首都エーデン、メリキド、トゥント、アリカンタ城。教国北部に位置する都市の現在の状況が、事細かに記されていた。その中で、彼女がめんどくさいと呟いた理由は三つある。

　一つは、招かれざる客の混入。魔王四天王の一人〝力のグルフェイル〟を下したとされる〝光の神み子こ〟の一行が、教国に帰ってきているらしい。

　とはいえあれは生かしておくメリットもないので、捜す手間が省けた分はラッキーでもあった。

　問題は別の異物であった。帝国書院の魔導司書。何をどう間違って教国を訪れているのかは分からないが、あの集団は一人居るだけで戦力計算を大いに狂わせる。願わくはとっととこの手で排除してしまいたいものであった。

　誤算と言えば他にも。まさかあの妖よう鬼きが本当に教国を訪れているとは思わなかったからだ。もしかすると、パーティに興味をもってくれたのかもしれないと少しわくわくとした気持ちを抱きながら口元に弧を描く。あまり表情を変えない彼女のことだから、珍しい表情と言えた。

　さて、問題二点目。

〝車輪〟の不在であった。〝導師〟である彼女と双そう璧へきを成す、魔界地下帝国軍のジョーカー。作戦決行間近になって突然「人間界は太陽の光があたしの顔を傷つけるからイヤ」とドタキャンをぶちかましてきたのである。これにはヴェローチェも目が点であった。せっかく、ちょうど頃合い的に教国を潰しても支障がない状況が整えられたのに、そこに全力を尽くさないとはいかがなものか。

　しかし魔王がそれを許可してしまった以上、ヴェローチェからはなにも言うことが出来なかった。元来ワガママな気性である魔族の集まりだ。強者になればなるほど、自分勝手な行動が多くなる。〝車輪〟の行動に文句を言えば、普段自分が研究やらなにやらでほっつき歩いていることにも言及されそうで面倒だ。仕方なしに、軍のトップを任されるしかなかった。

　そして、問題の三点目。

　これは二点目の延長線上になるのだが、〝車輪〟が不在となると先述のようにワガママな魔族の手綱を握る存在が居なくなる。ヴェローチェは〝導師〟だ。基本は個人行動だ。軍の動かし方で〝車輪〟には遠く及ばない上に、ヴェローチェは人間である。〝ワガママな気性の魔族共〟の中には、相変わらずヴェローチェのことを低く見る輩が多いのだ。

　ヴェローチェとしても不愉快ではあったが、それを正すことに本腰を入れるのは面倒臭いと先延ばしにしていたところ、この始末である。

「四天王が二人来ているとはいえ、この二人も車輪の言うことしか聞きませんしー。シュテン本気で来てくれませんかねー。あの妖鬼なら〝車輪〟に惑わされることもないでしょうしー」

〝力〟のシュテン。良い響きだと思うんですけどねー。

　そんな風にぼやきながら、ヴェローチェは最後のスクロールに目を通す。傾けていたマグにもうスープは残っておらず、仕方なしにポシェットへと突っ込んだ。と、そんな時であった。

　メリキドの方角から駆けてきたのは、一人の魔族。牛のような顔が特徴的なミノタウロスだ。緑がかった全身に腰布を巻いた、いかにもパワータイプといった風ふう貌ぼうの男。背中には大きな斧おのを背負っており、使い込まれているのか握り部分の布はぼろぼろであった。

「導師、報告するぜぇ。聖府首都エーデンの兵力がだいたい摑つかめた。んで、もう〝秤はかり〟のレックルス様はやる気満々でよぉ、早く来いってさぁ」

　……これである。そもそもからして、魔王軍のナンバーⅢに向けた態度ではない。

　軽く頭を下げる様子すらなく、まるで年下の子供相手のような口調。確かにヴェローチェは御おん歳とし一五、まだまだ子供であることには間違いないのだが、それでも最強に近い部類に居る魔界地下帝国の幹部だ。まかり間違っても、このような扱いをされる筋合いはない。

　だが、一つだけ心あたりがあるとすれば。それは、ヴェローチェが人間だからということだろう。

「それでー、摑めた兵力というのはどのくらいなんでしょうかー」

　だからといってヴェローチェもここで咎とがめない。理由は面倒臭いから。そんなことをしているから無限ループでなめられることになるのだが、なんだかだいたいのことが億おつ劫くうであった。

　だからこそ、研究か放浪か、好きに個人行動をしているのだが。

　そのせいで、力量を弁えない魔族が、往々にして存在するのである。対処するのが面倒臭い、と割り切ってしまったヴェローチェもヴェローチェであるのだが。

「レックルス様が知ってるっての。俺もパシリに使われてタルいから早く行こーぜ。……それとも」

「それとも、なんですかー？」

　ぎょろりと、牛顔に埋め込まれた双そう眸ぼうがヴェローチェを見上げる。

　先ほどまでの色から、情欲に濁った瞳ひとみへと切り替わったその瞬間を見て、ヴェローチェはまたかと嘆息した。木の枝に腰掛けるヴェローチェを、当然ながらミノタウロスは見上げることになる。ゴシックロリータのモノトーンドレスに身を包んだ彼女だから、当然その乙女の生足が目の前でぷらぷらと揺れているのだ。上司に色目を使うだけでも許せないというのに、目の前の男はさらに不ぶ躾しつけなことを言う。

「そんなにちらちらとスカート揺らして、誘ってんのか？　お？」

「……そうですねー、貴方あなたのような汚物ではなく、誘うならさすがに相手を選びますー」

「……あんだと……？」

　そんなミノタウロスに対して、ヴェローチェもものぐさながらに容赦がなかった。当然、挑発どころではないその発言に対しミノタウロスは憤る。短絡的な思考しか出来ないとはいえ、それでも魔族でならしてきた実力の持ち主なのだ。目の前の〝導師〟が己の五分の一も生きていない人間の子供であることを知っているからこそ、色眼鏡で見てしまうのは致し方のないこととも言える。

　だが、それは単純に相手の力量を測れていないことと同義であり。同時に、愚策へと乗り出す第一歩となってしまうことを、ミノタウロスは見抜くことが出来なかった。

「テメエ、人間の癖に鼻につくと思ってたんだよなぁ。メスガキが調子乗ってんじゃねぇぞ！」

「……」

　吠ほえたと同時に、背中の斧に手をかけて大きく跳躍したミノタウロス。その素早さといったら、おそらく並大抵の魔族では対応出来ないことだろう。

　目の前の金髪の少女に肉薄し、脳天に向かってその斧を振り下ろす。木の枝ごと叩たたききってしまえるようなその一撃はしかし、空振りに終わった。

　というよりも。

「あ……れ……？」

「捜し物はこれですかー？　んー、品質的にはいまいちですねー」

「えっ……？」

　いつの間にか、両手にあったはずの感触がない。跳躍し、宙に浮いたままだったミノタウロスの上からかかる声。反射で見上げれば、自らの斧はつまらなそうな表情の少女に握られていた。

「なんっ……!?」

　魔法を使った様子はなかった。だというのに、なぜ。まさか、単純な徒手格闘で敗北したというのか。ミノタウロスであるこの自分が。呆然とするミノタウロスに、ちょん、と重圧がかかる。

　自らの額に、ヴェローチェのつま先が乗っていた。木の枝から飛び降りたのであろうか。だが、蹴けりともいえないようなそんな攻撃で死ぬ自分ではない。

　なめられたこと、こけにされたことへの怒りでミノタウロスは吠えようとして──

「はい、死にましたー」

「……え？」

　──古代呪法・壊かい天てん童どう子じ──

　次の瞬間、自らの体が突然の熱に内部から襲われるような感覚とともに、

　ミノタウロスは爆散した。

　爆ぜた肉体の反動で、ヴェローチェはさらに跳躍して再度木の枝へと舞い戻った。何事もなかったかのように腰掛けて、一つあくび。

　だが、眼下に広がる血しぶきと肉片が、なにが起こったのかを語らずとも教えてくれる。まるで熟れたザクロが落ちたかのようなその飛び散り具合に、しかし臆おくする者などここにはいない。

　ヴェローチェはしばしの休憩ついでに一冊の本でも読もうかとポシェットに手を突っ込んで……ふとメリキドの方へと目をやった。

　特に不思議なことがあった訳ではない。来客があったからに他ならなかった。

　その人影は、急ぐでもなく自らのペースに合わせて歩みを進めていた。視線はまっすぐにヴェローチェへと向いており、不気味なほどにつり上がった口元は遠くからでもありありと視認出来た。

　白い手袋をつけた両手が、ゆっくりと打たれる。

「ぱち、ぱち、ぱち。う〜ん素敵にお怒りなのは結構。でもそれって不作法。導師なかなかに無粋」

「ブラウレメントですかー。なんのご用事でー？」

「なんの用事とはご挨あい拶さつ。どうせミノタウロスは失敗すると推察。だからわざわざ出迎え」

「そーですかー……」

　燕えん尾び服ふくのような黒くフォーマルな服装。やたらと丈のあるシルクハットに、もはや裂けているのではないかというほどにでかい口。真っ白な肌にペンで線でも書いたかのような瞳は、普段通り不気味に笑っている。〝理ことわり〟のブラウレメント。魔王四天王の一人にして、〝車輪〟の崇拝者。連れてきた二人のうちでも厄介な方が来たことを、ヴェローチェは歓迎していなかった。

「目が笑っていないので恐々。しかしそれでも奔放。相変わらず導師は小娘」

「そーですかー。……なんか、強くなりましたー？」

　言い回しが腹立つことに加えてこの男も無礼きわまりないのだが、それ以上に一つ、気になる点があった。一週間ほどだろうか、見ないうちにやたらと覇気の具合が上がっているのである。

　それはまるで、短期間でどんどんと力を増すあの妖鬼のようで。

「さすがは小娘でも導師。隠していても分かるとは慧けい眼がん。しかし強くなった以上舐なめた態度を取られるのは不快」

「思い上がりも甚だしいですー。その程度の強さになったところでー、わたくしに傷一つ……というか指一本触れられませんよー」

「……へぇ」

　なら、やってみようか。

　そう言わんばかりに、ブラウレメントは手袋に包まれた右手をゆっくりとヴェローチェの方に向けた。涼しい顔をした目の前の少女は、まるで威圧された風でもない。それがまた不愉快で、今の強化された自分の力を思い知らせてやろうかと思ったその矢先のことだった。

「……トゥントの方から人の気配。だいたい四人の所帯。強さは手頃な塩あん梅ばい」

「強くなったと豪語するならー、そこらの人間くらいさっくり殺やってきたらどうですかー。…………あ。その四人皆殺しにしてきてくれたら少し対応を考えてあげなくもないですよー」

「まるで誰だか分かったと言わんばかりの言い様。いいでしょう皆殺し。待っていなさい導師」

「スープのお代わり取ってきますかねー。それまでに皆殺しに出来たら良いですよー」

「……舐めるなガキ」

「本音だだ漏れですねー、〝理〟のくせに」

　それ以上の口論は無駄だと判断したか、ブラウレメントはトゥントの方へと向かっていく。少し自分の力を誇示しておくべきだったかと若干の後悔を抱きつつ、しかし後悔をしたところでどのみち自分がまともに立場を築いている自信がなかったヴェローチェは、小さくため息をこぼすのだった。

「本当にめんどくさいですねー。シュテン、四天王来てくれませんかねー……」

　ひゅう、と小さくそよ風がヴェローチェの頰を撫なでる。

「やっぱりお給料物足りないのかな……」

　ぼそっと漏れた本音は、誰に聞かれることもなく、風に吹かれて小さく消えた。





†






　次に向かうべきは、聖府首都エーデンだ。クレインはそう心に決めていた。

　久々に四神官や自らの師に再会出来ることも楽しみではあるが、それ以上に一人の少女が心配だった。ハルナは純粋に歳下の同性として、リュディウスは〝共和国の救済〟というその言葉に懸念を持ち、クレイン自身もなんだか良くない予感がしていた。

　その少女の名はジュスタ・ウェルセイア。

　忍しのびと呼ばれる特殊なエージェント職で、そのアジリティは尋常ではない。だからこそ公国の人間や、クレインたちからも逃げおおせることが出来ているのだが、その体力がいつまで保もつかは微妙なところだった。何せ公国から帝国、教国と逃避行続きだ。早く誤解を解いて保護してあげたいとハルナは言うが、向こうが聞く耳を持たないのだから仕方がなかった。とはいえ、だからといって手をこまねいているわけにもいかない。

　さっさと共和国に戻らないのはきっと戻れない理由があるから。

　一度だけ、あの〝花の街コマモイ〟で窮地を救ってもらったことを、クレインは忘れていない。そしてそのタイミングで、共和国からの密入国者であることが露見したことも。自分たちのせいとまでは言わないし、実際過去に罪を犯したのは彼女だ。けれども、それでまだ幼い彼女が公国で奴隷に落とされるのを是と出来るほど、クレインは大人でも薄情でもなかったし、その仲間であるハルナは余計にその思いが強かった。

「ジュスタの人相書きでも作ればよかったかな」

「そんなことしたら警戒心強めさせるだけでしょ。何言ってるの」

「そりゃそっか」

　たはは、と吞のん気きに笑うクレインに、リュディウスは視線だけを向けて思考する。

　トゥントの街ですることが粗方なくなり、武器も新調したクレイン、リュディウス、ハルナの一行。聖府首都エーデンに向けて出立することになった今日の朝も、リュディウスはいつものように剣の鍛練に励んでいた。

　しばらくするとクレインが裏庭にひょっこり顔を出し、何やら思いつめた様子で棒を振っている……というのが昨日までのこと。

　今日に限ってクレインはリュディウスと同じくらい早い時間から起き出して、どこか吹っ切れた雰囲気さえ纏まとって鍛練を開始していたのだ。それも、やけに薙なぎ払はらいと振り下ろしだけを徹底して磨いているようだった。

　自分の鍛練もあったので今日は聞かないでいたが、方向性が定まったのであれば戦闘スタイルを確認しておくべきだ。今日の昼にでもその話題を切り出そうと決めて、リュディウスも歩き出す。

「とりあえず、今日は荷馬車無き街道を進むってことでいいんだよな？」

「メリキドに一泊する予定だけど……一応メリキドにある祠ほこらにも行っておきたいかな」

「祠なんてものがあるのか。流石さすが教国」

「そこそこ大きなところだし、一度見物するのは悪くないんじゃないかな」

　クレインの言うとおり、聖府首都エーデンにほど近い場所にある町メリキドには神秘の祠と呼ばれる場所があった。教国の中でも一際聖地として尊ばれ、多くの人々が参拝へと訪れるそんな場所。

　クレインも何度となく足を運んだことがある、霊域の一つであった。

「よし、それじゃ行こうか！」

　既にトゥントの出口である大きな石造りの門の前まで来ていた三人。三日ほど前に潜くぐったものとは真反対にあるその場所を、胸を張って通り抜けた。

　そうなればあとは簡単で、目の前に広がる起伏の激しい山の街道を進んでいけばいいだけの話だ。目指すはメリキド。一日の野宿は免れないだろうが、それでもいつものペースで歩いていけば丸二日もかからない距離。昼前の穏やかな日光に照らされて、背中に暖かいものを感じながら。

　クレインたちは三人仲良く並んで旅を再開した。

「ところでクレイン」

「ん？　どうかしたのリュディ」

　普段は一も二もなく歩き始めたら口を開くハルナが珍しく、最初に小さな欠伸あくびをしたタイミングでリュディウスが隣のクレインへと話しかけた。クレインにしてもハルナより先にリュディウスが話を始めたことの珍しさに目を見開いたが、いつもどおりの穏やかさで対応する。

　そのあたり、旅の中にも〝慣れ〟というものが出てきたなと思わせられる場面であった。ハルナが合流してからの二カ月ほど、ずっと決まった流れがあったということなのだから。

「今日の鍛錬ではずいぶんと吹っ切れた表情をしていたからな。何かあったのかと思っただけだ」

「ああ、そのことか」

「なになにー？」

　リュディウスの疑問に納得がいったのか頷うなずくクレインと、その向こうから興味津々の様子で顔を出すハルナ。先ほど欠伸をしたからか小さく滴がたまったその瞳ひとみは、もう眠気がとんだのか元気いっぱいだ。欠伸一つでどうにかなるハルナの眠気が羨うらやましいところである。

「僕は近接戦闘だけだとリュディに勝てないし、後衛職としてはハルナよりも役に立てない。二人は否定するかもしれないけど、パーティバランスとしての自分の立ち位置にはちょっと悩んでたんだ」

「ほう」

「近接もこなせる法術師じゃダメなの？」

「一人ならいいんだけどね。今は三人で役割分担が出来るんだ。なら、もっと特化した方がパーティの為なんだって……そう思ってた」

「……なるほど、その道が見つかった訳か」

「うん……なんとかね」

　そう言って、クレインは照れくさげに頰を搔かいた。

　棒術と法術で戦う光の神み子こ。その彼がどんな戦い方を目指したのかが気になったリュディウスとハルナであったが、どのみち街道を歩いていれば魔獣の数匹くらいは見つかろうというもの。

　その時に拝見させて貰もらおうと考えて、今は笑みを返しておく。

「スタイルそのものは魔獣との戦いの時にでも見せてもらうとして……クレイン、ポジションはどうするんだ？」

「リュディの隣で戦わせて貰うよ。ハルナに後衛を任せる」

「はいはーい！　ハルちゃんがんばっちゃうよー！」

　つまるところ、前衛。

　そういう意味合いの言葉を発したクレインに、思わず口元に弧を描くリュディウス。王国での一対一でクレインに敗北した思い出は、今でも鮮明に記憶している。だが、しばらくの間クレインはリュディウスに前衛を任せる戦闘スタイルを取っていた。

　そのせいで、リベンジ出来ずに終わってしまうのではないかとリュディウスは不安だったのだ。

　それが、今になって前衛に返り咲くという。これが嬉うれしくないはずがない。

「よし、次は負けねぇ」

　楽しそうに呟つぶやくリュディウスを見て、クレインも思わず破顔した。

　と、その時であった。突然前方から飛んでくる影。慌てて障壁を張ろうとするハルナ、自慢の長剣を引き抜くリュディウスだが、そこにクレインの声がかかる。

「待って！」

「おい、なにを……っ」

　言うが速いかクレインはその飛来物の前に躍り出た。そして武器に手をかけるでも法術を展開するでもなく、両手を広げる。その行為がいったいなにを意味するのかに他の二人が気づいたのは、飛来物のシルエットが明らかになってからだった。

「っとと！」

「大丈夫か？」

　結構な音を立ててクレインの胸元へと収まったそれは、人間であった。それも、まだ幼い少女。エンチャントを施したのか、クレインに怪我はなく丁寧に抱き止めることに成功したようだ。

「えっ……ジュスタちゃん!?」

「……うぅ……」

　抱き止めた相手がいったい誰なのかに気づいたのは、クレインからその人間を回収しようと手を伸ばしていたハルナ。腹部に抉えぐられたような裂傷。未だ滴る血を見て、彼女は顔を青くした。

「ジュスタ!?　ちょ、どうすればいい!?」

「動かないで！　ゆっくり、うんゆっくり下ろして。あたしが、手当てするから……！」

　慌てるクレインをなだめつつ、か細くうめき声だけをあげるジュスタを地面に下ろす。見れば、腹部に一撃を受けたらしい他、右太ふと股ももにも同じような怪我をしていた。

　術式を展開し始めたハルナを見て、なんとか危機は去ったのかとほっとしたクレインは、そこまでしばらく無言であったリュディウスに気づく。

　普段なら怪我人に対して真っ先に飛んでいく彼らしくもないと顔をあげれば。リュディウスはリュディウスで、真剣な表情でメリキドの方角をにらんでいた。

「リュディ？」

「……お客さんだ。招いた覚えもない、な」

「えっ……!?」

　言葉の意味を理解するよりも、全身を包み込む威圧感の方が先に来てクレインもリュディウスと同じ方面に視線を向ける。すると、起伏の激しい山道の向こうから、こちらへと登ってくる一つの影。長身に、ハットでもかぶっているのか四角い頭。

「ぱち、ぱち、ぱち。キャッチングは素敵。でもエンチャントは無粋。君たち、もしかしてグルフェイル殺した面々？」

「……お前、は？」

　グルフェイル。その言葉を聞いたクレインとリュディウスの脳内に浮かぶのは一つの単語。

　すなわち、〝魔王軍〟。

　徐々に陽光に照らされて明らかになるその男の姿。まるで仮面でもかぶったかのように真っ白の顔には、裂けているのかと思うほどにでかい口と、線を引いただけのような細い瞳。

　燕えん尾び服ふくのような黒の上下は、どこか道化師を思わせる。

「……まさか、グルフェイルと同じ魔王四天王？」

「〝理ことわり〟のブラウレメント。〝力〟のグルフェイルは四天王の中でも最弱。一緒にされるのは心外」

　魔王四天王。疑問に対する肯定に、リュディウスとクレインは勢いよく武器を構える。器用にラージブレードを回転させるリュディウス、やたら柄つかを長く握るクレイン。

　戦闘準備を整わせて、クレインは背後に一度視線をやった。

「ハルナ、ジュスタを頼む」

「うん、すぐに治療して、あたしも加わるから……！」

　真剣な眼差しで返すハルナに頷き、もう一度クレインはブラウレメントに向き直った。グルフェイルの時とは違う凄すさまじいプレッシャーが、肌を焼くようだ。だが、屈してなどいられない。

「……クレイン、グルフェイルとはレベルが違うぞ」

「分かってる。けど、この感覚、どこかで」

　圧倒されそうなほどの重く鋭い圧力。

　しかし同じようなものをどこかで感じたような覚えがあった。

　だからこそ、多少の〝慣れ〟がクレインたちを勇気づけてくれる。

「怯おびえ竦すくむだけではないとは重畳。けれどこちらも時間は有限。さっさと殺して差し上げるからかかってきなさい」

「……はっ、言われなくてもなァ!!」

　リュディウスが駆ける。ラージブレードを引っ提げて、ブラウレメントの正面から突撃を敢行。一気に振りかぶって脳天にその剣腹を打ち込む。

「古代呪法・一いち鋼こう打だ尽じん」

　その瞬間、ブラウレメントの両の白い手袋から銀の糸が数十単位で射出された。殺傷能力を察知したリュディウスが慌てて向かってくる糸を打ち払うも、器用な操作で剣に糸が絡みつく。

「っ!?　切れねえッ……!?」

「鋼糸は自由自在で俊敏。八つ裂きにする凶刃」

　身動きのとれなくなったリュディウスに、一度後方へと通過していった鋼糸群が急反転して襲いかかる。その瞬間だった。

「させないッ!!」

　跳躍したのは、法術で自らを強化していたクレイン。

　その棒の握りは、普段よりもずっと低い。つまり、かなりリーチが長い。

「爆ばく砕さい棒ぼう・真しん!!」

　大きく縦に振るわれた一撃はまるで車輪のように弧を描く。教国法術の一つであるアーティファクトが施されているその得物は、普段ならば斬撃強化の恩恵を受けているのだが、今日に限っては違った。リュディウスを襲う大量の鋼糸。その一つ一つに触れた瞬間起こる爆発は、さらにバーニアとなって地面にたたきつける棒の威力を底上げする。結果としてクレインが振るったその一撃は、まるで鬼が振るった斧おののような凄まじい衝撃を発揮した。

「なにっ……!?」

「うぉ……!?　クレイン、お前……！」

「一撃にして多くを薙なぎ払はらい、長いリーチで巨大な打撃を与える……近接集団対応型こそ、きっと僕が必要になる道だ」

　衝撃をうまく利用してバックフリップ。着地したクレインは、砂さ塵じんの巻き起こった先を睨にらみ据えながらもリュディウスに笑いかけた。

「は、打ち合いたくない相手になりやがって……！」

　ライバルの強化に、複雑な感情を抱きながらもリュディウスも笑みを返した。

　二人揃そろって、しかし油断はしない。

　結局ブラウレメントには一撃も与えられていないのだ。

「ぱち、ぱち。流石さすがは光の神子。けれども単純至極。それでは敗北必至。残念ながら死亡確定」

　鳴り響くのは手を打つ音。砂塵の中から無傷で現れたブラウレメントに、クレインとリュディウスの二人はもう一度身構える。

「今度はこちらからもてなし。徹底的に切り刻んでやるから覚悟」

「っ!?」

　ブラウレメントはその言葉と同時に右手を地面へと叩たたきつけた。瞬間、彼の鋼糸が波を打ってクレインへと襲い掛かる。リュディウスに呼応するように、クレインはその棒を薙ぎ払った。突如彼から半径数メートルにわたって爆発が巻き起こる。弾き飛ばされた鋼糸に、ぴくりとブラウレメントの口角がひくついた。

「鋼糸の攻撃が一度だけと思われるとは心外。しかし自殺行為は歓迎」

「クソ！」

　爆発によって塞ふさがれた視界、そのどこからともなく縦横無尽に襲い掛かる鋼糸の群れ。未熟な技を、弱点を理解せずに使った後悔が脳裏をかすめる。

　だが、そんなことを気にしている場合ではなかった。

「ぐっ……！」

　鋭く足元から伸びてきた一本の鋼糸を躱かわしきれずに、クレインのふくらはぎに裂傷。たたらを踏んだところに、さらに追撃の鋼糸が突き進んでくる。

「アークセイバー!!」

「人間二人程度の相手、大した労力は不要」

「っ!!」

　光属性のエネルギーを剣身に溜ためて放ったリュディウスの一撃。だがそれも、ブラウレメントの左手に容易たやすく防がれる。

「古代呪法・龍りゆう麟りん通し」

「っ!?」

　その時だった。

　左手とぶち当たったリュディウスのラージブレードに、亀裂が走ったのは。

　危険を察知してリュディウスが首を傾けると、今まで眉み間けんが在った場所を突き抜けていく一本の鋼糸。どこから、と気づいてリュディウスは啞あ然ぜんとするしかなかった。

　何故なら、自慢のラージブレードの剣身を鋼糸が貫通していたからだった。

「魔力を通した一撃は龍の鱗うろこすら容易く穿うがつ一針。ブレード如きに労力は不要」

「ふざけっ……！」

　穴があけられた上に亀裂の入ったブレードは、誰の目から見ても破壊寸前だった。だが、それで攻撃を躊ちゆう躇ちよ出来るほど、目の前の相手は簡単ではない。

「派手に弾け飛べ人間」

「がっ……ああああああああああ!!」

　一瞬の隙。しかしそれはブラウレメントにとっては十分過ぎる時間だった。鋼糸という、取り回し自在の武器。そこに魔力が合わさった凶悪な攻撃方法は、どんな相手よりも素早く的を穿つ。

「リュディ!!」

　クレインが叫ぶも、もう遅い。

　数十という鋼糸の猛攻がリュディウスの腹部を急襲し、貫かれたまま彼は街道の脇に弾き飛ばされた。助けに出ようとしたクレインもふくらはぎに受けた傷のせいで一歩が遅い。

「爆砕棒・真！」

「古代呪法・一鋼打尽」

　爆砕のアーティファクトを付随させた打棒を回転させ、ブラウレメントに迫るクレイン。しかし。

「所しよ詮せんは一本の武器」

「くっ、ああああああああああああああああ！」

　ブラウレメントの攻撃は、まさに変幻自在だった。

　百にも届くであろう無数の鋼糸が、一つとしてクレインの棒に掠かすらないまま四方八方から彼を穿つ。怯ひるんだ一瞬の隙を、さらに追撃が襲う。

　リュディウスと同じように、鋼糸による連続突き上げを喰らったクレインも宙を舞った。そのまま街道のど真ん中へと叩きつけられて、腹部からは大量の鮮血が地面を濡ぬらす。

「クレイン!!　リュディ!!」

「ハ……ルナ……逃げ……！」

　手を伸ばしても全く届かない距離。倒れ伏したクレインとハルナの間には、ブラウレメントが立ちふさがっている。おまけにハルナはまだジュスタの回復の途中だ。彼女が腹部と足に受けた傷は、おそらく今自分たちが受けたものと同じだったのだろう。

　彼女が吹き飛ばされたのも、今の攻撃のせいか。

「ぱち、ぱち、ぱち。こんな人間にグルフェイルが倒されたのは驚きよう愕がく。しかし油断は禁物。何故なら人間は回復魔法が最も発達。戦闘中だろうと回復を大量に嚙かまされてはじり貧。よって倒す手順では抜かりは危険」

「まっ……!!」

　ブラウレメントは嗤わらう。

　彼の言葉の意味を咀そ嚼しやくすれば、人間相手ではまず回復役を潰つぶすのが先決ということ。

「グルフェイルは怠った大切所。如い何かに強化したといえど長期戦は無粋」

　強化。

　その言葉を聞いて、思い当たる。本当にブラウレメントの言うとおりだったと。グルフェイルは、確かにこのブラウレメントに比べれば遥はるかに弱かった。だが、それにしたってあまりにも隔絶している。結局自分たちはこの魔人相手に一ひと太た刀ちすら浴びせることが出来ていないではないか。

「まずはそこの女どもから殺すのが正解」

「よせ……逃げろハルナッ!!」

　叫ぶ瞬間、腹部が痛む。だがそんなことは気にすることも出来ない。

　ハルナには殆ほとんど自衛手段がない。だからこそ自分たちが前衛になって戦っていたのに、その二人が見事に方々に吹き飛ばされたのでは洒落しやれにならなかった。

　振り上げられた手。それが下ろされた瞬間、鋼糸の嵐が瞬く間にハルナと、気絶したジュスタを切り刻むだろう。させてはならない。こんなところで死なせるわけにはいかない。

「……ジュスタちゃん！」

「おい！　ハルナ……!!」

「古代呪法・一鋼打尽」

　逃げろと叫んだのに、ハルナがとった行動はジュスタを庇かばうことだった。

　その献身的な心の強さは尊敬するものの、今はそんなことを考えている場合ではない。

　こんなところで。こんなところでハルナを死なせるわけにだけは、絶対にいかない……!!

　腹部の痛み程度で、足が裂かれた程度で、味方を見殺しになど出来るものか。

「ぐっ……ああああああああああああ!!」

「ん？」

　ブラウレメントが右手を振り下ろす刹せつ那な、クレインは立ち上がる。血の滴る腹部も気にせず、一歩踏みしめるごとに肉が裂けそうな足も気にせず、ただ仲間を庇うために。

　握りしめた相棒と共に、ブラウレメントの前に立ちふさがり、構える。

　爆砕術式さえあれば、一度鋼糸を弾くことくらいは可能だと。

　その隙に、ハルナがジュスタを連れて逃げてくれることを祈って。

「クレイン!!」

「行け、ハルナあああああああ!!」

「出来ないよッ……!!」

「纏まとめて死ねばいい茶番劇」

「っ！」

　ボロボロの肉体で構える。

　振り下ろされる右手と同時に、地面を引き裂いて襲いかかってくる鋼糸の群れ。

　ハルナを庇うべく棒を振り上げた、その時だった。

　鋼糸がクレインを刻む一歩手前で。

　ハルナの回復術式が終わる直前で。

　勝利を確信したブラウレメントの眼前で。

　凄まじい地響きが起こったのは。

　爆風と呼んで差し支えない砂塵、発震源はブラウレメントとクレインの間。

「っ!?　何事!?」

「うわああああああ!!」

　巻き上がった砂に視界を塞がれて、慌てて左手で瞳ひとみを庇う。

　声を聞く限りブラウレメントにも予想外だったようで、ますます状況が分からない。

　だが、数瞬で消えた砂嵐。

　落ち着いたところで目を開ければ、そこには。

　凄すさまじい衝撃で凹へこんだクレーター。

　中心に立つ人影は、右手にクレインとは比べものにならないほど巨大な得物を持っていて。

「妙な感じがして来てみれば、何故か四天王がこんなとこに居やがるし。せっかく交友を持てた光の神み子こはピンチだし」

　やたらと吞のん気きなその声は、どこかで聞いたことのあるもので。

「貴様、何者」

　砂塵を真っ向から受け、勝利を確信したギリギリのところを邪魔されたブラウレメントは不機嫌だ。睨み据える瞳は、細長くもぎらついた赤を見せる。

　クレインたちを相手にしていた時とは別格のそのオーラ。

　だが、それですら、何故だろう。

　目の前に立ちふさがる、巨大な武器を持った男に勝てる気がしないのは。

「通りすがりの……絵描きの客だ。な？　クレインくん」

　振り返ってにか、っと屈託なく笑ったその男は、大きな斧を持っていた。
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　んん〜？

　なぁんでこんなところに四天王が居るんだとか、なんでこんなところでジュスタがクレインたちと合流してるんだとか、なんでクレインがスキルツリーでもかなり高い位置にあって終盤にしか使えない「爆砕棒」のスキル使えてんだとか、言いたいことはいくつかあるんだが。

「そこの四天王さんや。お前さん、もしかしてこぉんのくらいのちっさな破片っぽいの食ってね？」

「それは貴様には無関係。割り込みなどやたらと無粋。魔族の癖に人間を庇うとは酔狂」

「あー、おっけ。だいたい察した」

　トゥントでだいたいやること終えて、んじゃ次はメリキドだーいってな感じでヒイラギと一緒に街を出たまでは良かったんだがよ。なんか妙に胸騒ぎがして来てみればこれだ。

〝理ことわり〟の四天王ブラウレメント。この先にある聖府首都エーデンで起きる総力戦でクレインたちがぶつかる最後の壁。んなもんがなんでこんなところまでデバってくれちゃってんだ、なんて余裕かまして木の上から観察してたとこまでは良かったんだが。

　ちょっとさ、ブラウレメントさん強すぎね？　と。

　圧倒的にもほどがあんだろと思ってよくよく感覚研ぎ済ましてみりゃ本来のブラウレメントよりも強つえぇ覇気出してっし。ゲームだと死んでも生き返るけど、現実じゃそうもいかねえ。流石さすがに死んじまうと思ったからギリギリで飛び出したんだが、間に合って何よりだった。しかし、四天王と真っ向から向き合うってのは魔王軍と敵対した意思表示も同じだしなあ。

　他にも出るのを渋った理由はあって。ブラウレメントが珠片を取り込んでるのかどうか、確信が持てなかったのは〝珠片の反応がこいつから出てないから〟だ。一番近い珠片に反応するはずの俺の中のセンサー。クチイヌに取り込まれてもちゃんと反応していたのに、何故だろうか。

「私を置いてくなあああああああああ!!」

「あ、忘れてた」

「一人でぴょんぴょんぴょんぴょん先行って!!　あんたほど速くないんだから待ちなさいよ!!　あとこれどういう状況よ!!」

「本マグロにサーモンが下克上仕掛けてる」

「へー!!　何も理解出来ない!!」

　お怒りも露わに登場したのは、我らが傾国の美び笑しよう女じよことヒイラギさん。まあ後から来るだろと思ったから置いてきた。しかし、ブラウレメントの目の前に堂々と来られるあたり……昔は強かったんだろうなあ、今じゃ白面面おも白しろ九尾なのに。

「ヒイラギ、ちょっとそいつら匿かくまっててくんない？」

「なんで私が人間を庇わなきゃなんないのよ。しょうがないわね」

「ありがとよ」

　ふんす、と鼻を鳴らしてハルナたちの前に舞い降りるヒイラギ。まあこれで、珠片を食ったと思おぼしき目の前のピエロ紳士にあっさり殺されることはないでしょう。

　ヒイラギなら五秒は耐えてくれる。んで、助けるなら五秒もあれば十分だ。

「シュテンさん……ありがとうございます」

「あー、喋しやべるな喋るな。ひとまずお仲間に回復してもらえ。話はそれからだ」

「……はい」

　緊張が解けたからか、自らの得物である棒を支えにして立っているのがやっとのクレイン。力ない笑みを見せる彼は、既にもうふらふらだった。しょうがないわな。一鋼打尽の威力おかしいもん。あんなえげつない吹っ飛ばし方なんて出来なかったはずよ。

「クレイン!!」

「あー、ハル……じゃなかったそこのピンク髪のきみ。クレインくん回復してやりな。あと吹っ飛ばされた赤い子も」

「あ、貴方あなたはいつかの……」

「ま、クレインくんの絵のファンだよ」

　覚えていたらしく目を丸くするハルナ。絵のファンというよりはクレイン主人公のゲームのファンな訳だが。あの絵は素敵だから絵のファンということにしておこう。ファンには変わりないし。

　さて。

　鬼殺しを担ぎ直して、目の前の四天王に向き直る。っけー、リアルで見るとさらにうさんくせー。

「ってな訳で……まあお前さんが珠片取り込んでるってんなら話は早いんだ」

「……何？」

「死ね」

　跳躍。同時に大だい斧ふを振り下ろす。

「っ!?」

「あー、やっぱ強いね四天王」

「こんの……!!」

　一瞬の内に迫ったつもりだったんだが、反射で張った糸に防がれた。

　とはいえまぁ……技量はだいたい把握出来たかな。

「行くぞ」

「ぐっ……この妖よう鬼きめ、化け物か」

　吐き捨てるブラウレメント。鋼糸による操作に一気に力が入る。

　おそらくは俺の鬼殺しを弾こうとしているみたいだが……そう簡単にゃいかねえよ。

「一鋼……打尽!!」

「あーはいはい、あーはいはい」

　噴出した鋼糸が四方八方へと飛散してから急転換。俺の全身を突き穿うがつべく襲撃。……けどまあ。

「よいしょぉ!!」

「なにっ……!?」

　ブラウレメントの張った鋼糸にスライドして火花を散らした鬼殺しで、大車輪を描くように周囲の空気を暴風に変える。吹き飛ばされたブラウレメントが一度地面にバウンドしてから、体勢を整えるように立ち上がって構えた。その瞳には、微かに揺れる意志。

　怯おびえてやがる。とん、と鬼殺しを肩に担いで笑う。

「俺にゃあ古代呪法だの神蝕現象フエイズスキルだの、そんな大した力はねぇ。けどまあ……この斧一本で、そのたいそうな技が散り散りになるのは気持ち良いもんだな」

「……化け物ッ」

「かかってこいや、中間管理職」
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「これは……いったい」

　視界が開けた時、リュディウスの視線の先に広がった光景は、にわかに信じ難いものだった。今まで散々に自分たちを相手に蹂じゆう躙りんをかましていた鋼糸使いが、謎の和装男相手に一方的な防戦を強いられているのだから。……それよりも、あの男どこかで。

「目が覚めた!!　良かったよリュディ！」

「ハルナ……？」

　聞き知った声に振り向けば、錫しやく杖じようを片手にひたすら魔力を今も流し続けている少女の姿があった。視線を落とせば、ジュスタと自分は同じ魔法陣の中に寝かされていたらしい。

　ということは、しばらくの間彼女の回復魔法にひたすら身を任せていたということ。

　また一つ借りが出来てしまったと、Ｆランクブレイヴァーに向かって小さく微笑ほほえんだ。

「ありがとう、助かった」

「ううん、これがあたしの仕事だもん！」

「そう、か」

　ならば自分は、仕事を全う出来なかったということか。

　実力不足に握にぎり拳こぶしを作れば、手の内に感触。右手を見るとどうやら自分はずっと剣を摑つかんだままだったようだ。穴があき、亀裂の入ったラージブレード。

　新調したばかりの愛剣はすでにぼろぼろで、救いがない。

　だが、それでも気を失っている間剣を握っていた事実が、リュディウスの心の支えとなっていた。

「立てるかい、リュディ」

「クレインか。……しかしこの状況は」

　と、隣から声がした。膝ひざをつきながらも、じっと向こうの戦闘を見つめている少年。その瞳は一切ブレることなく、先で行われている戦いに注がれていた。

　たまに鋼糸がこちらに飛んできたかと思えば、狐火が華麗にはじき返す。何事かと思って視線を少し上にやると、ハルナの上空には九尾の銀狐が佇たたずんでいた。狐火の威力は、大したことはない。

　だが、いなすことに関しては美しいまでの業わざと言えた。

「シュテンさんが、来てくれたんだ」

「シュテン……？　それはまさか」

「ああ、今戦ってる……そしてアルファン山脈で出会ったあの妖鬼だ」

「…………なんで知り合ったんだ？」

「たまたま絵を描いてね」

「……？」

　よく、分からないが。よく分からないなりに、彼が自分たちを助けてくれたのだとは理解出来た。

　なぜなら。

「不快！　不快！　不快!!」

　放つ鋼糸はすべて大斧に断ち切られ、

「ここでクエスチョン。きみは今何回不快と言ったでしょう」

　返す大斧の風圧で弾かれ、

「不快不快不快!!」

　あまつさえおちゃらけた雰囲気を崩す様子もなく、

「正解は、フ回、でした〜。こりゃ座布団貰もらえんじゃねーの!?」

　隙を見せては足払いをかまされて無様に尻しり餅もちをつく。

　圧倒的ではないか。あまりに、隔絶されている。

「古代呪法・龍りゆう麟りん通しィ!!」

「大斧に魔力を通せばあら不思議。龍の爪も防げそうな頑丈な我が相棒。今なら一九八〇〇ガルド！」

「がああああああああ!!」

　鋼糸の攻撃が大斧のフルスイングに弾かれて吹き飛ぶ。

「やっぱやらん!!」

「ぎゃあああああああああ!!」

　吹き飛んだところに振り下ろされた大斧により、凄すさまじい地響きとともに出来るクレーター。

　これは、やったんじゃないか。そう思わせるに足る、シュテンの一撃だった。

　だが、その時だった。リュディウスの背にぞくりと冷たいものが走ったのは。

　そして、シュテンの様子がおかしくなったのは。

　声が、聞こえる。クレーターの、その中から。

「もうスープ三杯お代わりしてー。おかしいなーと思ってきたんですけどー。とんだ失態ですねー」

「……あー、しばらくぶり。ヴェローチェさん」

「そですねー。なんで人間庇かばって四天王と戦ってるのかはー、ちょっと分からないですけどー」

　あの少女は、いったいなんだ。リュディウスと変わらない年代。この場に似つかわしくないモノトーンのゴスロリドレス。そして、ツインドリルの特徴的な髪型と、フリルつきのアンブレラ。

　……どうしようもなく、シュテンが〝さん〟付けで呼ぶような相手には見えないのに。それなのに、足が竦すくむ。なんだ、あの歪いびつな少女は。

「……ぐぅ……導師……」

「情けないですねー。あんな啖たん呵かきってー、人間の一人も殺せてないじゃないですかー」

　……今の台詞せりふを聞く限り、やはり魔族なのだろうか。

　とすると、交友がありそうなシュテンはいったい。

「ところでなんでシュテンはブラウレメントと殺し合ってたんですかー？」

「こいつが持ってるものが、殺さないと取れないという至極簡単な理由」

「なるほどー。……じゃあ」

　す、とフリルアンブレラを手に取った少女。何が起きるのかと身構えたリュディウスたちに対して、ゆっくりとそれは向けられる。

「あの辺の人間は消し飛ばしていいってことですねー？　光の神み子こは邪魔なのでー、処分したかったんですー」

「ああいや、それは待とう。うん、落ち着こうヴェローチェさん」

　違う。シュテンとは明らかに違う。はっきりと分かる。黒く捻ねじれた二本角を持つあのあからさまな魔族よりも、隣に居るあの少女の方が実に魔王軍らしい思考を持っている。

　慌てたように少女を宥なだめようとするシュテンだが、彼女はことのほかあっさりと首を振った。

「残念ながら、それは出来ない相談ですー」

「まぁまぁまぁまぁ落ち着こうぜ？　ほら、人間さんたちあんまり害ないだろ今。な？　な？　俺あいつにお絵描きしてもらう約束してるんだわ」

　クレインの言葉に半信半疑ではあったが、あの様子を見る限りシュテンという男はなんだかんだで味方側であることは間違いないようだ。

　この魔族に風当たりが強い世の中で、ありがたい存在であると思う。

　魔族が本当にああいう男ばかりなら、自らの育った王国でも魔族との共存を考えることが出来るのに。リュディウスは一国の王子としての感情を胸中に抑え込んでいた。

「光の神子は魔王様を殺す力。危険物質は排除」

「あ、おまえ生きてたの。殺すよ？」

「ブラウレメントを殺そうが知ったことではないですがー、光の神子は殺させていただきますー」

「あ、それは待とう。なんならブラウレメント殺さないからクレインくん殺すの待ってくれない？」

「価値が対等ではないですー」

「ぐぬぬ」

　あれだけブラウレメントを一方的に殴っていたシュテンが、下手に出ているその事実だけでも震しん撼かんさせられるものがあるというのに。

　それ以上に、あの少女から言い知れないものを感じ取っているクレインは先程から睨にらみ据えるばかりで動けない。

「おい、クレイン……！」

　シュテンに目を向ければ、彼はヴェローチェという少女からは見えない部分で右手を払っていた。まるで、さっさと消えろと自分たちに合図しているかのようで。

　だが、クレインは動かない。動けない。その理由は、分からないまま。

「そういうことで、殺しますねー」

　──古代呪法・混沌冥月ゼーブルフアー──

「ちょ、ま……逃げろクレインくん！」

　慌てたようなシュテンの声。

　だがそれよりも先に、向けられたフリルアンブレラの先端から噴出する凄まじい魔力。

　暴力的な津波のような、漆黒の炎。レッドカーペットでも敷くかのようにこちらへ向かってくる炎が通る道は全て草木が消滅している。あれに触れたら、一巻の終わりだ。

　それが分かっているのに、クレインが動けない。

「クレイッ……!!」

　リュディウスが跳躍、ハルナとジュスタの二人を逃がそうとするも、もう間に合わない。クレインはただただ襲いかかる混沌冥月ゼーブルフアーを眺めるのみ。

　このままでは皆飲まれて終わる。

　せめてと思いリュディウスはハルナたちを射程範囲内から蹴り飛ばそうとして、刹せつ那な。

「──」

「え？」

　誰かの、声が聞こえた。

　その瞬間だった。混沌冥月ゼーブルフアーと自分たちの間に出来た、不可視の魔力壁。

　ぶつかり合う衝撃で大地が揺れた。危うく、大地に亀裂が走りそうなほどの破壊力。

　だがそれでもその魔力壁はびくともしない。

　……一体？

　その答えは、クレインの前に立つ人影の存在によって明らかになるのだった。

「うわー……またあんたですかー……テンション下がりますー」

　フリルアンブレラを下ろしたヴェローチェという少女が、遠くでげんなりとした表情。

「光の神子だけに魔王軍の闇魔力への耐性はあまりないようですね。立ったまま気絶していますから、そこの人、ちょっとどかしておいてください」

　高いソプラノが、リュディウスに向かってかけられる。

　そのちぐはぐなプレッシャーに、思わず頷うなずくしかないリュディウス。

「……おいおい、なんでここで登場するんだよ」

「あらシュテン。お久しぶり……でもないですね。そんなところに居ないで……よかったら、共闘しません？　初めての共同作業です」

「誤解を招く言い方をするでないわ──」

　軽口を叩たたき合う二人は知り合いであろうか。しかし、シュテンの表情がどこか安あん堵どを色濃く出していることに気づかないリュディウスではない。その、少女とも呼べないような幼い影は。

　藍あい色いろの和服の上から黒のコートを羽織っており。それはどこかで見覚えのあるもので。

　その背中に刻まれた文字は、Ⅲ。

　あの、グリンドルの所属する帝国書院の、ナンバーⅢであることを示していて。

「──元気だったか、ヤタノちゃん」

「ちゃん付けはやめてくださいっ」

　ヴェローチェの許もとからその童女の隣へと大きく跳躍したシュテンは、楽しげに笑う。

　童女は、戦場に似合わぬ照れくさげな表情を浮かべながら、その魔導書ばんがさを閉じる。

「覚悟は出来ていますね……導師」

「そんなものはないですよー、第三席」
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　バトルフィールドと化したこの街道で、相対するように二対二。

　片や少年たちを殺そうとして立ちふさがり、片やそれを打ち砕かんとする者。

　世界でも圧倒的な強者として君臨するべき面々が一堂に会し、剣舞の宴うたげを始めようとしていた。

　奇しくも、魔族が二人と人間が二人。しかしながら構図はそう簡単ではなく、魔王側の魔族と人間のペアと、対するは光の神子側の魔族と人間のペアという状況であった。

「あれー。シュテンはそちらに付くんですかー？　ちょっと妬やけちゃいますねー」

「付くというかなんというか、俺の目的はブラウレメントを殺すことだからね？　そこら辺ご理解いただけるとー、お兄さんとしては助かるぜ？」

「甚だ不愉快。間違いなく妖よう鬼きは抹殺」

「わたしが先にあれを消しましょうか？　その方が楽なのであれば」

　ゴスロリにフリルアンブレラの少女と、ハットに燕えん尾び服ふくの男。

　和服の上から黒コートを羽織った童女と、着流しに二本角の青年。

　カードは揃そろった。

「さて……天を敵に回すのですから、それなりに頑張ってくださいね」

　和服に番傘を持ったその童女の一言が、火ひ蓋ぶたを切るまさにきっかけとなる。

「魔王軍相手にその余裕ぶった態度が、気に入らないんですよー……！」

　フリルアンブレラを開き、ふわりと跳躍するは〝導師〟ヴェローチェ・ヴィエ・アトモスフィア。その眠たそうな瞳ひとみには、今やハイライトはない。

「まとめて消し飛ばしますー。シュテンは生きててくれると助かりますのでよけてくださいねー」

「んなむちゃくちゃなっ！」

　くるりと空中で優雅にステップ。まるでダンスのように一回転したその瞬間。

　──古代呪法・幽ゆう人じん霊れい路ろ──

　どこからともなく響くヴェローチェの、吐息と聞き間違いそうになるような声。

「導師、それは……!!」

「うるさいですー、死にたくなかったらお前もかわしてどぞー」

　ハットの男──〝理ことわり〟のブラウレメントの裂けたような口がひきつった。

　それを見て、シュテンも危機感を抱き身構える。

　泰然とヴェローチェを睨み据えるのみにとどめるは、強者の余裕か第三席。瞬間、地面の至るところから青白く透明な霊のようなものが大量にポップした。それらはまるで生者を求めるかのようにシュテンやヤタノ、はては背後に居る少年たちにまで襲いかかろうと蠢うごめき出す。

「幽人霊路はー、触れた瞬間魂を吸われて同化しますー。いかに化け物といえど、所しよ詮せんはわたくしと同じ人間……幼女の霊も悪くないですー」

「おいおいおいおいどーすんだこれ！　攻撃もほぼスカるじゃんよ!?」

「魔力を通せばシュテンなら切れるはず。落ち着きなさい」

「お、おう。いつになく真剣だなヤタノちゃん」

「こんな術は、弱者をいたぶる以外に使い道などない……許せるはずも、ないでしょう？」

　お、ほんとうだ切れた。

　そんな間抜けな声を出すシュテンをよそに、ヤタノはゆっくりとその得物を引き抜いた。

「シュテンに見せるのは初めてになりますね……わたしの力、披露してあげましょうか」

　番傘。

　大量の霊が街道を埋め尽くし、今まさにヤタノに触れようとするその刹那。

　ヤタノはシュテンの方を向いて、小さく微笑ほほえみかけた。しかしその笑みは普段見せるものとは段違いの迫力を湛たたえていて、シュテンといえども生なま唾つばを飲み込むほどであった。目が、笑っていない。

「覚悟はいいですか、導師」

「またあの冗談みたいなスキルですかー……？」

　あきれたような、あきらめたような。

　そんな声を出すヴェローチェの前に、響き渡るは透き通ったヤタノの祝詞のりと。

　──神蝕現象フエイズスキル【天照らす摂理の調和】──

　番傘から何かが噴出した。それだけは、誰の目にも明らかだった。

　だが、それだけだ。無色透明で全く理解不能なその何かが噴出した瞬間、まるで霧のようにそれらは霧散する。いや、霧というよりも、光。まるで陽光がどんな場所でも照らすように、この街道のどこまでもその何かが行き渡った。

　その瞬間。霊たちは一瞬で天に召されるかのように空へと消えていく。身動き一つ取る時間の余裕もなく、吸い上げられるように一瞬で。

「ちっ……まーいいですー。それならっ……」

　その状況を理解するや否や、ヴェローチェは地面に舞い降りた。

　そして、かかとでちょんと地面を蹴ける。

　──古代呪法・動どう地ち鳴めい哭こく──

　亀裂が縦横無尽に走ったかと思えば、隆起陥没を繰り返し地割れのように波打ってヤタノへと襲いかかった。

「おいおい何個古代呪法持ってんだ。古代呪法ってもっとこう会得にすげえ時間がかかるんだろ？」

「私で二つを所有。導師の保有量は三六。故に導師。呪法を司つかさどる魔の頂点」

「うっは、おっかね」

　霊から同じように逃げていたはずのブラウレメントに、友達のような感覚で問いかけるシュテン。お互いに武器と殺気はむき出しで、ぶつかり合う一歩手前ではあるのだが、それよりも隣で行われている人外大戦を気にかける必要があった。

　だが。

「わたしに番傘を使わせた時点で──」

　軽い、ため息のような艶なまめかしい声色。

「──あなたの勝利はなくなったと知りなさい」

　亀裂し、隆起し、陥没し、迫りくる大地の乱気流。

　しかし、その全てがヤタノに触れた瞬間、噓のように静まった。

「だから反則なんっすよねー……あーやだやだ。めんどくさいですー……！」

『帝国書院書陵部魔導司書第三席ヤタノ・フソウ・アークライト。

　彼女と相対した時、きみたちは世界そのものを敵に回すことになる』

　この世界ではない別のどこかでそう謳うたわれた童女の、神蝕現象フエイズスキル。それはまさに、世界そのもの。

「ちっ……!!」

　突然、街道脇の地面が崩れた。ヤタノが目を向けた瞬間、大量の落石がヴェローチェめがけて襲いかかる。ヤタノが空を見上げれば、突然黒雲が出現してヴェローチェを狙って落雷が続く。

　ヤタノが空気中に目を向ければ、突如ヴェローチェの周囲から魔素が霧散する。

「こんの……!!　冗談にしてもほどがあるんじゃないですかー……!?」

「冗談なんて……言って楽しい人にしか言いません」

「そっすか……!!」

　しかしヴェローチェはその全てをかわし、いなし、あわよくば反撃に古代呪法を解き放つ。ヤタノの力で放たれる即死級の現象の数々を、ヴェローチェはしかしものともしない。

「おいおい、やべえなヤタノちゃん」
















「捕まえられてませんから、なんとも言えませんけどね」

「いや、そういう問題じゃねえよこれ」

　ヴェローチェが数瞬前まで居た場所が、ことごとく破壊され、撃滅され、消滅する。

　それがヤタノの魔導。ヤタノの神蝕現象フエイズスキル。

【天照らす摂理の調和】

　あなたがここに居たから、偶然落雷が起きた。

　あなたがここに居たから、偶然雪崩なだれが起きた。

　あなたがここに居たから、偶然地割れが起きた。

　あなたがここに居たから、偶然霊域と化した。

　あなたがここに居たから、偶然空気が消えた。

　あなたがここに居たから、偶然天変地異は発生した。

　故に。

　故にヤタノ・フソウ・アークライトは勝利した。

　故にヤタノ・フソウ・アークライトは勝利した。

　故にヤタノ・フソウ・アークライトは勝利した。

　魔素を散らすことで〝偶然〟を引き起こす力。

　それがヤタノの神蝕現象フエイズスキル【天照らす摂理の調和】

　ありとあらゆる現象が、森羅万象が味方する。

　人々が古来より神と崇あがめた悠久の大自然を、手足のように自在に操る。

　それが、ヤタノ・フソウ・アークライト。

　帝国書院書陵部魔導司書の、第三席。

「あなたはもう籠かごの鳥。おとなしく……死になさい。人々のために」

「それは……出来ない相談ですー」

　まるでコマ送りのように凄すさまじい数の転移を繰り返しながら。

　ヤタノの攻撃を、その全てをかわしながら。しかしヴェローチェは笑う。尋常ではない魔力を使用し、天災の怒ど濤とうから身を守りながら、それでもヴェローチェは余裕を崩さない。

「〝理〟。死にたくなければ従ってもらいますー」

「……!?」

「一瞬で自らの持つ魔素を全て出しなさい。今すぐ」

「至難。今はほとんどの魔力が──」

　突如、ブラウレメントの目の前にヴェローチェは転移した。

　しかし彼女は一瞬で姿を消す。なぜならその場所から突然グレイヴが突き出たからだ。ヤタノの影響力は、このあたり一帯全てに作用している。そしてその上、ヴェローチェが大きな魔法を使おうとすると〝偶然〟そのタイミングで周囲の魔素が散る。そう簡単に撤退は出来ない。

　もちろん逃げるだけならやりようはあるが、今は疲労を残してはならない。

　そうしてヴェローチェが出した結論が……〝理〟を利用することだった。

「──良いからやれ。殺しますよ」

「……っ。……はっ」

「いい子ですねー」

　ブラウレメントが魔力を絞り出して解放した。

　その瞬間、歯は嚙がみしたヤタノが叫ぶ。

「シュテン、そこのハットを潰つぶして!!」

「いい!?　ヴェローチェさんが近くにいるのに!?　っていうかヤタノちゃんが流れでぶっ殺せばいいじゃん！」

「いいから!!」

「うぃっす……!!　いや落雷めちゃくちゃこええって！」

　落雷と雪崩と地割れの中、シュテンがブラウレメントを殺しに駆ける。

　ヤタノと会話しながら、やりたくないオーラを出しながら、それでも全速力で速度を落とすことはなく。しかしそれでも、間に合わなかったようだった。

　──古代呪法・連れん環かん避ひ縁えん──

　一瞬でブラウレメントとヴェローチェが半透明化した。

　同時に、ヴェローチェの体を落雷が貫く。それでも、効果はすでにないようだった。

「あーあ……光の神み子こを潰すチャンスだったんですけどねー。まあ、しょうがないですー」

「……！」

「ヴェローチェさん……？」

「おー、シュテン。今回は縁がなかったみたいですけどー、わたくしは諦あきらめませんよー。さし当たっては聖府首都でー……そうですね、あの阿あ婆ば擦ずれの魔の手から、シュテンを引っ張りあげてみせますー。そのための準備も、しておきますからー」

　阿婆擦れと聞いて、ヤタノの頰がぴくりと動く。

　しかし徐々に透明化していくヴェローチェは、そんなことはおかまいなしのようで。魔素を解放した反動でもがき苦しむブラウレメントとともに、消えていく。

「この呪法は〝元々ここにいたわたくしたちが映像であった〟と事実を書き換えて移動する術式ですー。魔力の消費が激しいんでー、ちょっと利用しましたー」

「俺、四天王になったらこんな扱いになるの？」

「まさかー」

　そんな訳ないでしょう、と、場違いに優しい瞳をヴェローチェはシュテンに向けた。そして、くすりと笑って言う。

「貴方あなたなら、きっとわたくしの良い──いえ、もう時間がないので、失礼しますー」

「あ、ちょ」

　その言葉を残して、ヴェローチェはきれいにこの場から搔かき消えた。

　最後の、ヴェローチェの発言の意味。それを咀そ嚼しやくしようとして、ちょんちょんと肩をたたかれる。

　振り返れば、そこには先ほどまで猛威を振るっていた童女がいて。

「〝四天王になったら〟ってどういうことか。まさかなるつもりでいるなんてことはないと思いますが……説明、してくれますよね？」

　あ、詰んだ。

　にこやかに、しかしハイライトのない瞳ひとみを向けられて、シュテンは口元をひきつらせた。





†






　ヴェローチェさんが消えた。

　残されたのは、落雷や地割れ、岩雪崩によって破壊し尽くされた街道と……あとなんか幼女。

　噓です。ものっそい睨にらまれてます。ヤタノちゃんがいなけりゃ詰んでました。けど今そのヤタノちゃんのせいで詰みかけてます。

　ヒイラギは……なんかクレインくんたちと色々会話しているみたいで主あるじのピンチに駆けつける様子はなし。……っつかあれ気づいてるよな。俺が今やばいオーラまとったヤタノちゃんに絡まれかけてんの気づいてるよな。気づいた上で見ない振りしてるよなあの駄だ尻しつ尾ぽ。

「シュテン？」

「はい！　なんでしょうかヤタノちゃん！」

「そもそも、なんで導師はさん付けでわたしはちゃん付けなんですか」

「ああいや、それはほらこう……キャラ？」

「やっぱり少しお話が必要なようですね」

　あ〜、これはおこですわ。てゆか、なんでヤタノちゃん怒ってんだろ。ほんとにちゃん付けとさん付けの話なの？　それだったらちょっと面白いけど。

「なにを笑っているんですか？　魔王軍に入るなんて言いませんよね？」

「えっ。スカウトが来てるって話はしたじゃんこの前」

「断ったと思っていたんですっ！　魔王軍は殺さつ戮りくを繰り返す魔族の象徴。あれが消滅しない限り、あの時死んだ魔族やヒイラギが苦しめられた事実は正当な処分とされてしまうんですよ……？」

　……あー。

　なるほどそういうことか。

　それでヤタノちゃんは魔王軍アンチなのか。アンチってまあ……当たり前っちゃ当たり前だけど。

「入るつもりはねーよ。けどヴェローチェさんにはこの前ちょっと激励された恩があってですね」

「……まぁ、いいです。あんな訳の分からない女に引っかかっちゃだめです。年上のアドバイスは聞くものです。いいですか？　分かりましたか？」

「訳の分からない女て」

　いや、これ以上は言うまい。

　俺が明確に〝入るつもりはない〟と言ってから怒気は消えたし、ここらが話題の変え時だろう。

「ところで、ヤタノちゃんはなんでこんなところに？」

「ああ、それですか」

　むしろそれが一番気になっていた。というか、こうしてクレインくんたち一行の前にブラウレメントが強化状態で現れたこと、ヴェローチェさんが乱入したこと、俺とヒイラギの存在、そしてヤタノちゃんがクレインくんたちの前に姿を現したこと。

　ああ、分かってるさ。これは全部俺と、珠片のせいで起きた原作からの乖かい離りだ。

　……あー、もうこれほぼ未来を知ってるっつーアドバンテージは消えたと思った方がいいな。

　かと言って必要以上に隠しアイテム取るのもクレインくんたちに悪わりぃし。着流しと下駄はあるから、もう一つくらいアクセサリ系を貰もらうのはありかもしれねえけど。

「帝国内をさんざん荒らしたあの訳の分からない女を追ってきて……そうそう、ちょっと前にデジレに会ったんですけど、彼はもうメリキドに行ってしまったみたいです」

「殺害対象はメリキド。シュテン、覚えた」

「ふふ、仲が良いですね」

「ありえねえ」

　あんのモノクルハゲ、俺より先にメリキドに行くなんざ良い度胸じゃねえか。文化遺産級のすてきな祠ほこらがあるあそこで殺し合いしたらろくなことにならねえっつうのに。

「しかしあれだなヤタノちゃん。滅茶苦茶強いな」

「ふふ。それでも第二席相手では勝ち目ありませんけどね」

「ありゃもうなんか違うだろ」

「あら、ご存じなんですか？」

「まあ……ちょっとな」

　そりゃ知ってるさ。グリモワール・ランサーⅠの主人公……つまり前の世界で言う前作主人公サマだ。ヤタノちゃんでも勝ち目がないというか……むしろヤタノちゃん〝は〟勝てないというか。どうだろ、第二席相手にして勝てる可能性があるのなんて、デジレくらいじゃねえの？　いやそれも勝率一割切ってるけど。

「第一席とヤタノちゃんってどっちが強いの？」

「……そうですね。勝てるかもしれませんけど、そもそも戦いたくない相手です。間違いなくお互い五体満足では済まないでしょうし」

「そっか」

　ヤタノちゃん級がごろごろ居る訳ではない、ってのが唯一の救いだよな。さすが三大公式チートキャラの一角。第二席？　あれはもうチートとかそういう次元の奴じゃねえよ。

「……何故第二席を知っているのかとか、そのあたりは少し気になりますけど。まぁ、良いでしょう。シュテンはこれからどちらへ？」

「そうさなぁ、聖府首都の方に行くのが先決かな。捜し物がそっちにあるし……それとは別にブラウレメントの野郎をデジレとセットでぶち殺す予定があるし」

「あらあら」

　……そうだ。女神仕様の珠片センサーが、ブラウレメントに反応しなかったのがちょっと分からん。今までの経験だと、〝一度俺が発見した珠片は反応しない〟ってことは分かってんだが。

　それ以外に理由があるのか、それともブラウレメントが保有してる珠片を俺は見たことがあるのか。……なんだろうな。いや、その場合もし後者だったとすると、デジレがそう簡単にくたばるとは思えねえし……まさか。

　脳裏に浮かぶのは、俺から受け取った珠片を大事そうに両手で包みこんでいた、黒髪の少女。

「いや、変な勘ぐりはよそう。別の理由がきっとあるはずだ」

「どうかしました？」

「なんでもない。そういや今日はヤタノちゃんコート羽織ってるんだ？」

「他国でお仕事する時には着用義務があるので……ちょっと恥ずかしいですけどね」

「袖そで通したら絶対余りそうだな」

「それは言わないお約束です」

　しー、と人差し指を唇に当ててウィンクするヤタノちゃん。

　すでに番傘は開いていつものように日傘にして、楽しげにころころと笑っている。

　なんというか、相変わらず言動と見た目が一致しないというか。

「これから俺とヒイラギはメリキドに向かうけど、ヤタノちゃんは？」

「わたしは帝国に戻ります」

「あら意外」

「召集を受けているので。そろそろ第二席が不在、というのも良くないようで、第一席とお話しします。後顧の憂いは絶っておきたいのであの訳の分からないツインドリルを処分したいのですが」

「あれね、想像以上にヴェローチェさんのこと嫌いねヤタノちゃん」

「当たり前です。人間でありながら、人間を家畜同然に扱う者達に与くみするなど……許せることではありませんから。散っていった、帝国の魔族たちのためにも」

「そっか。そりゃそうだよな」

　魔王軍の〝導師〟ヴェローチェ・ヴィエ・アトモスフィア。そういやなんで人間なのに魔王軍の、しかも幹部なんかやってんのか……その辺、今度聞いてみよう。四天王の面接に来ましたーとか言えば、なんかあの人なら喜んで面接官してくれそうな気がするし。

「それから、他にも少し案件があがっているので、その辺の処理もわたしが受け持たないと。魔導司書という立場も結構大変なんですよ？」

「おだんご食べながらほっつき歩いてるイメージしかなかったけど」

「警けい邏らなんです。お仕事なんです」

　大まじめに語るヤタノちゃん。しかし、ねえ？

　ちょっと視線を合わせて無言でいると、ヤタノちゃんは目をそらした。

「……ちょっと、白銀の街道の巡回数が多いことは認めます」

「うん、正直なのはいいことだ」

　白銀の街道でお茶屋さんしてたあのおばちゃん……マチルダさんか。元気かなー、あの人。今度俺も時間出来たら顔出しに行こう。

【天照らす摂理の調和】なんつー化け物じみた神蝕現象フエイズスキル使うバグ魔導司書も、好物の前には形無しか。……うん、今はまだヤタノちゃんには勝てる気しねえな。っつかどうやって勝つんだあれ。

　第二席以外に勝てる奴の想像がつかないんだが。……ああ、そういえばヤタノちゃんさっき。

「第二席にヤタノちゃんが昇格すんの？」

「いえ。わたしはまた特注でコート作ってもらうのは気が引けますし……それに、わたしでは第二席は荷が重すぎますから」

「どんだけ強かったんだよ第二席」

「あら、魔導司書中最強ですよ？」

「いやそれは分かるけどさ……」

　前作主人公……さすがすぎて何も言えねえ。死んでることだけが、救いか。

　……しかし、なんか引っかかるのはなんでだ？

　二年も前に死んだ奴の穴埋めを、ようやく今始めるのか？

「なんで死んでからすぐ第二席の任命しなかったんだ？」

「……あんまり色々喋しやべると怒られるのですけど。……喋らない？」

「お、おう」

「ん、いいでしょう。大きく分けて、その理由は二つです。一つは、単純に〝あの〟第二席の後を継げるような人材が居なかったこと。それともう一つは……死体がないからです」

「……え、魔王と刺し違えて死んだんじゃないの？」

「それは公式発表。本当は……その話はまた今度にしましょう。いずれにせよ、第二席は生きている可能性があった。ですからこの二年間、〝第二席〟というキーワードで世界中を捜し回りました」

「……結果、居なかった、と」

「ええ。二年の間第二席を空席にしていたのは、〝第二席〟にまつわる話がどこかで出た場合に現第二席か前第二席か分からなくなるため。しかし、二年も一切情報が入らなければ……やはり死んでいるのでしょうから」

「なるほど、な」

　第二席の死体がなかったなんて話は初めて聞いたが……そうか、生きている可能性があったのか。グリモワール・ランサーⅠのエンディングでは確かに魔王と刺し違えてドテッ腹に風穴あいて倒れてたから、そのまま回収されたのかと思っていたが……分からんもんだ。もし生きていたら、サインの一つでも欲しいところだが。

　最強系主人公で、俺を含めプレイヤーみんなのあこがれだったしな。あの人。

「死体が見つかってないってのは、ちょっと恐ろしいものがあるけどな」

「そのあたりに関しては考えても仕方のないことでしょう。どのみち、第二席……アイゼンハルトは帝国書院には戻ってきませんから」

「そっか」

　戻ってこない。その断言になんの裏があるのかは分からないが。

　それをずけずけと聞けるような空気ではなかった。

　ずいぶんと寂しそうな顔してたしな、ヤタノちゃん。

　しかしアイゼンハルトか。ってことは、デフォルト名だな。

　いや……俺もプレイヤーだから、前作主人公が第二席ってことは知ってたんだが、ⅠはⅡと違って主人公の名前決められたからな。この世界でどんな名前なのか分からんくて、ちょっと黙ってたがデフォルト名だったか。帝国書院最強の魔導司書、第二席アイゼンハルト・Ｋ・ファンギーニ。

　かっこよかったなぁ。あの人。マジで会いたいサイン欲しい。死んでなければ。

　かつての同僚を思い浮かべているのか、少々陰のある表情で何もない方角を見つめるヤタノちゃんに、声をかけた。この話題は続かないし、他にも少し聞きたいことがあった。

「ところでヤタノちゃんさぁ」

「なんでしょう？」

「話題は全く変わるんだけど、さっき俺にブラウレメントを潰つぶせっつったじゃん？」

「ええ」

「もしかしてさ……ヤタノちゃんの神蝕現象フエイズスキルって」

「ああ、言わなくていいです。シュテンの思っていることが正解ですから」

「そか」

　なるほどな。

　いやまぁ、聞いたからなんだって話ではあったんだけれども、確認だけな。

「さて、そろそろわたしは行こうと思います。教国内に〝導師〟や四天王が居る以上、きな臭くはなっていますが……帝国のことを第一に考えないと、怒られちゃいそうですし。デジレもこの国に居るので、彼に任せることにします」

「そうか。んじゃ、また近々」

「……ふふ、そうですね。また会える気がします」

　たおやかに微笑ほほえむヤタノちゃん。からん、と音を鳴らして踵きびすを返すと、そのまま跳躍しようとして……ふと俺はもう一つ聞きたかったことを思い出した。

「そうだ、ヤタノちゃん」

「なんでしょう？　なんだか、ちゃん付けはどうしてもやめてくれそうにないですね」

「まあいいじゃねえか。それで、第二席任命の話なんだが……ひょっとして」

　俺の想像が正しければ。というか、アイゼンハルトの実力を考えれば、後あと釜がまに座れそうな奴は俺は一人しか知らねえ。

　と、俺の顔を見てヤタノちゃんは一瞬首を傾かしげたが、得心がいったようで優しい目を向けてきた。

「ええ、それもきっと、想像のとおりです」

　ああ、やっぱりか。そんな風に、特に感慨も浮かべることなく、純粋な感想として心のうちに漏れた俺の思いとほぼ同時に、ヤタノちゃんは言った。

「第二席にはおそらく帝国書院魔導司書第五席……デジレ・マクレインが任命されます」

「はっ……名実共に最強格の仲間入りか、あの野郎」

　珠片を取り込んだ魔導司書。その影響力が、発言力が、権力が増大する。

　下手をすれば、珠片争奪戦は過激さを増しやがるな、こりゃ。

「それでは、また」

「おう、じゃあな」

　からん、ともう一つ下駄の音をたてて。

　ヤタノちゃんは俺の前から姿を消した。








第四幕　メリキド『ＲＰＧで聞いた話は全部フラグ』









「シュテンさん、ありがとうございました！」

「ああいや、傷に響くからそんな気張るなって」

　腹部に包帯を巻いた状態で、クレインくんは勢いよく頭を下げた。

　これには、隣で看病していたハルナも苦笑いだ。

　ここはメリキドの宿屋、その一室。ヤタノちゃんと別れた後、俺はクレインくんとリュディウスを担いでメリキドまでやってきていた。ヒイラギが片手でジュスタを運び、ハルナが後ろからついてくるという……なんというか、完全に主人公組に顔をさらす結果になってしまった今回。

　一日半はかかる道程をわずか一日足らずで踏破した強行軍、ハルナは疲労もかなりになるだろうに、我慢してここまで踏ん張っていた。んー、グリンドルも含めれば、もう全員に顔は覚えられてしまったな。悪いことじゃないんだが、悪いことが出来なくなったというか。

　……まあ、なるべくしてなったんだろうなあ。避けてた訳じゃないにしろ、顔を覚えられるほど接触するつもりはなかったんだが。見守りたいなんて甘い見通しは、通用しなかったという訳だ。

　ここまでがっつりグリモワール・ランサーⅡに絡んだ以上、当然ストーリーもがたつくし変な方向に向かう可能性も出てきた。

　というかヤタノちゃんやらヴェローチェさん、デジレや果ては俺のような存在と絡んでいる時点で、本当にどうなるか分かったもんじゃない。

「……あの、怖がってしまってごめんなさい」

「いいのいいの、どうせこいつ気にしてないから」

「あー、今めっちゃ傷ついたー。めっちゃ傷ついたー！」

　ヒイラギとハルナはなんか知らない間に打ち解けてるし。まあ守護を命じたのは俺なんだが、人間を雑ざ魚こ同然だと思ってたこいつがねぇ。

　……しかしなんというか。ちょっと気にしてなかった間に、ヒイラギ元気ないなと。

　一昨日おとといくらいまでなら、俺の今の台詞せりふに嚙かみついてきそうなもんなのによ。

「なに見てんのよ」

「いや、おまえさん変わったなぁと。初めて会った時は、喋れるだけで別の種族なんだから割り切れ、みたいなこと言ってたじゃんか」

「……ヤタノが居たからね。ちょっと人間とも向き合おうって、少しは思っただけよ。それに彼女プリーストだから害はないし」

「そか」

　……気のせい、か？

　いや、まあ後にしよう。リュディウスとジュスタはまだ眠っている。

　まあ、ジュスタに関しては魔族に対して良い感情はもっていないだろうし、寝ていた方が幸せなのかもしれないが。それにしても、宿屋の一室にこんな面々が揃そろうと近所迷惑じゃなかろうか。

「……シュテンさん」

「あん？」

　そんなことを考えていると、ふとベッドの上から声。上体だけを起こしたまま、クレインくんがやたらと真しん摯しな目を俺に向けてきていた。

「シュテンさんと、デジレさんのおかげで僕は戦いの方向性を見いだすことが出来たと思っています。その件についても、本当にありがとうございました」

「そっか。いや、それはなによりだが」

「はい！」

　デジレ、デジレねえ。この町に奴も来てるってぇ話だったけど、まだ居るんかいな。殺さつ戮りく対象とはいえ、祠ほこら付近でやり合いたくはねえし……外出たところで待ち伏せるかねえ。

「きっと……きっとシュテンさんに追いついてみせます!!　魔王に勝つために……僕は戦い続けなきゃいけないんですからっ！」

「うし、その意気だ。頑張れよ」

「はい！」

　などと言ってみたものの。正直不安が募る。珠片を徹底的に回収しねぇと、いつまたブラウレメントみたいな奴が出てくるか分かったもんじゃないしな。

　頼むから目ぇきらっきらさせてこっち見んなって。

　視線を逸らしてそのまま窓の外を見れば、もうすでに日は沈んで久しかった。そりゃそうだ。暗くなるまでに宿屋に入るって目標で、一生懸命担いできたんだからな。ハルナが途中でしんどそうにしながらも、自分で自分に回復魔法かけてまで踏ん張ってきたんだ。大したもんだと思うよほんと。……いや、俺が担いでやろうかっつったら拒絶されただけの話なんだが。

　……いや、へこんでねーし。

「……っと、あれ、ヒイラギは？」

「ヒイラギさんなら、今ちょうど外に行きましたけど」

「んん？　まあいいや、ちょっと行ってくる。もう、寝てていいぞ。取って食ったりしねえから」

「あはは、それは信用させていただきます」

「そうかそうか」

　振り返れば、ベッド四つのうち三つはジュスタ、リュディウス、クレインの三人が使っていたが、ハルナはまだ他の面々が心配なのかクレインのベッド横のいすに腰掛けていた。

　根性……あるなあ。そういえば俺が初めて会った時も、話しかけてきたのはハルナだったっけ。

　俺が居ても何もしてやれないし、それならせめてさっさと寝かせてやろう。ヒイラギがどこかに行ったというのなら、それを追いかけるのも悪くはないし。一度ここはおいとましますか。ノブを回し、扉を押し開く。小さく頭を下げるハルナに手を振って、廊下へと踏み出した。

「……さて、奴はどこに行ったかな」

　夜も更けて、しばらく。他の部屋に泊まっている客も眠っている頃。

　店もだいたい閉まっているし、ヒイラギが行きそうな場所も思い当たらない。……祠ほこらには別にあいつ縁ゆかりもなさそうだし、あとはどこだ？

　ぽくぽくぽくと思考を巡らせながら、木製の板が上下左右を支配する殺風景な廊下を歩く。ちょっと行けば階段がある、広くも長くもないそんな廊下。そのまま階段を降りて、まだ起きていたカウンターの店主に軽く挨あい拶さつをしてから外に出た。

　鈴虫が鳴くような、涼しげな音色が耳に触れる。

　外は真っ暗で、見上げれば星々が好き勝手にきらめいていた。

「……あ」

　居た。空を見上げて正解だったらしい。

　惚ほうけたように虚空を見据える、九尾の少女がそこに居た。

　可愛かわいらしくちょこんと三角座りして、宿屋の屋根の上でぽつねんと。

　……なにしてんだ？

　そう思考するよりも行動の方が速いシュテン氏御おん歳とし二三歳。前世は一九歳でストップ。イエア。

　ジャンプかまして屋根の上に降り立てば、さすがに狐耳が悟らないはずもなく。ぴくりと反応だけして、顔すらこちらに向けずに呟つぶやいた。

「あんたまでなんの用？」

「まで、というか。俺はお前と同じ用事があったんじゃなくて、お前に用事があって来た」

「ん〜？　珍しいわね。……ま、いいや。座りなさいよ」

「おう」

　ぽんぽんと自らの隣を叩たたくヒイラギ。屋根の斜面に腰掛けて、彼女と同じ角度で空を見れば。

　なるほどこうして物思いにふけるのも悪くないかなと思えてくる。

「覇気漏れてる」

「おっと」

　すかさずねばねばを体内に。気分は掃除機。吸引力の変わらないただ一人の妖よう鬼き。それが俺、シュテンさん御歳……って二度ネタは串カツの二度漬けと同じくらいの罪だ。

　真っ暗な中にも、メリキドの町を形作る家々や建物の凹おう凸とつがはっきりと分かる。それは、夜空の星々に照らされて微妙な陰影のグラデーションを作り上げているからかもしれない。いやよく分からんが。しばらくの間、そうして二人でぼうっとしていると。

　ぽつりと、ヒイラギの口からため息と共に言葉が漏れた。

「……私、弱いなって」

「あ、そんなこと考えてたのね」

　何かあるんだろうなとは思いつつ、それでも妙に聞きづらかったのもあって話し始めるまで待ってはみたが。ヴェローチェさんとヤタノちゃんのことで思うところがあったのかもしれんなこれは。

「……シュテンは信じないかもしれないけどさ。私、こう見えて結構強かったのよ？」

「弱体化してるって話は聞いたし、それも岩の呪いなんだろ？」

「うん。……だからよけいに、今の自分が惨め」

「……」

　夜空に手を透かして、ぼんやりと。

　右手にはまっている白の腕輪が、星の明かりに反射する。

「前からずっと気になってはいたんだが、そいつは？」

「……ああ、これ？　気休めみたいなものよ。大した効果もない、しょっぱい魔導アクセサリ」

「ヒイラギにとっては？」

「……私にとっては、お守り……かな？」

　パパの。最後に小さく聞こえた言葉は、俺に伝えたかったのか独り言だったのかはっきりしないからこちらからは聞かないが……マーミラで言ってた〝好きだった人〟から貰もらったものだろうか。

「守ってくれるものなのか、それとも勇気をくれるものなのか。それすらもはっきりせずに、はいお守り、なんて言って渡されて。全然触れてこないから、シュテンは気づいてないと思ってた」

「まあ、普段触れるもんじゃねぇやな」

「そ、か」

　俺の言葉をどう解釈したのかは知らねえが。

　どこかぼうっとした状態のまま、ヒイラギは言う。

「私さ。元に戻りたい」

「あん？」

「強かったあの頃に……戻りたいよ……今、何も出来ないじゃない……ヤタノやヴェローチェの戦いにあんたが巻き込まれてても、足手まといさらしてるだけで……悔しいよ……きっと、昔ならもうちょっと役に立てたって……そう、思うもん……」

　……あー。まずった。何をまずったって、こんな状態になるまでこいつほっぽってたことだ。

　確かに最近いじってただけだったし。

　戦闘らしい戦闘は、俺がガチにならなきゃまずい奴ばっかだったし。

　ここでクレインくんあたりなら、気のきいた台詞の一つも吐けるんだろうけど……俺だしな。

　……自分の眷けん属ぞくだってのに、ろくに目もかけてやれてなかったとは。

　いやはや、反省反省。してるよ、ほんとに。珍しく。

「確かによええな、お前」

「っ……」

　きれいな噓重ねて励ますなんて、俺には出来ねえ。

　俯うつむいて動かない自分の眷属に、その場凌しのぎでぬるま湯のような言葉をなすりつけることに、優しさなんて見いだせねえ。あー、まずったなあ。

　三角座りした膝ひざに頭を乗せて、ヒイラギは顔も見せない。今の俺の一言が余計に傷つけたとしても、現実から目を逸らして励ましてもしょうがねえし。

　っつか、こんなヒイラギ見たくねえし。

「強くなれよ。元に戻れよ」

「どうすりゃ、いいってのよ……！」

「俺もさ、捜し物ばっかでこう、まともに雑ざ魚こ狩りとかしてなかったから、そろそろやりたいなあと思っててさ」

「はあ……？」

「レベリング、しようぜっ！」

　良い笑顔でサムズアップ。

　いつでも眩まぶしい白い歯を忘れずに。

「……」

「なんだ鼻にわさび載っけたみたいな顔して」

「……ぷっ」

「あ、笑ったなテメエ!!」

「あはは……そうよね。うん、ごめん。私が変に落ち込んでただけだった。力を取り戻す手段はある。なのに、何凹へこんでんだろ、私」

「いや、俺もろくにレベリングとかしてなかったし、お前が忘れてても無理ねえわ」

「なによ、フォローのつもり？」

「一応」

「へたくそ」

「なんだと駄だ尻しつ尾ぽ!!」

「うっさい駄鬼！」

　なんだか、いつもの感じに戻ってきた。

　うん、これでこそヒイラギだな。調子が戻ってきたようで何よりだ。

　隣り合わせで、いがみあって。

　けど、なんというか安心感があって。

　精神パスのつながりのせいかと最初は思っていたけど、最近はそれだけでもないらしい。

「シュテン」

「あんだよ」

「ありがと……元気出た」

「そうかい。そりゃよかったな」

　だが笑われるのは腹立つな。

　と、思いかけてふと、彼女の右手にはまった白銀の腕輪に目が行った。

　……せっかくだし、今度なんかくれてやろうかな。左手に。

　けらけらと、先ほどとは打って変わって楽しそうなヒイラギ。レベリングなんてのは死ぬほど地道な作業だが、それでも〝元々あった力を取り戻す〟方が、〝ゼロから鍛える〟よりもずっと簡単だ。

　取り戻したい、取り戻したいと悩むより、まず行動。

　俺もたまに、そんな当たり前のことが頭から抜けたりする。

　初心に返れってことだな、うん。

「よぉし、シュテンに追いつくぞー」

「んなことされたら主人のメンツってもんがだな」

「最初からないでしょ」

「うわっほーい！　うちの眷属が鬼です！」

「あんたでしょ」

「うまくねえからな！　ぜんっぜんうまくねえからな！」

　ぎゃーぎゃーと、いつものこのくだらない感じ。

　ヒイラギをつれていこうと思ったのも、こういう明るいテンションが楽しいからだ。落ち込んでる姿なんざ、見てもしょうがない。

「まあ、あれだ」

「何よ」

「これからも、よろしくな。どうにもお前が元気ないと、俺も調子狂う」

「そ……そう。ま、考えておいてあげるわ。大事にしなさいよね」

「うっせえ」

「ひどくない!?　そんなことまで言っておいて!!」

　ちろりと舌を出したヒイラギにむかついた。

　けどやっぱりこれが楽しい。

「お取り込み中のところ、悪いんだが……ちょっといいだろうか」

　そんな風に、ヒイラギと笑い合っていたところに。

　珍しい客が訪れた。

　その瞳ひとみは俺の方を向いていて、ヒイラギもきょとんと彼を見据える。

「目が覚めたのか？」

「助けてもらったこと、感謝する。だからこそ、問いたいことがあるんだ」

　宵闇に紛れた屋根の上。

　赤の長髪を背に流した、剣士。リュディウス・フォッサレナ・グランドガレアがそこに居た。

　王国の王子にして、最高の騎士……とまあ、そんな風に説明書には書かれていたはずだし、事実グリモワール・ランサーⅡの中でもそんな紹介があった。

　……とはいえ、レベルのあるこの世界の主人公たちだ。まだまだ成長株で、きっとまだ最強の域には至っていないだろう。ＲＰＧで先輩面づらした奴が仲間に入った途端弱くなるあれと一緒だ。

　それはともかくとして、その王国王子のリュディウスが俺の目の前に立っていた。こんな夜更けに、仲間たちをおいてたった一人で。

　屋根の上、微風が頰を掠かすめる中で。

「……怪我はもう大丈夫かい？」

「あ、ああ。おかげさまで」

　問いかけると、少々目を丸くしてリュディウスは頷うなずいた。魔族からそんな言葉を投げられるとは思わなかったってとこか？　それとも、何か別の感情でもあったのか。さて。

「私は居ない方がいいかしら？」

「……すまない。出来ればそうしてくれると助かる」

「……じゃあシュテン、少し下に降りてるから。何かあったら合図するわ」

「ほいほーい」

　手をあげると、ヒイラギはぴょんと屋根から飛び降りた。あいつなら飛べる訳だし、そのあたりは問題ないだろう。

「シュテン」

「あん？」

「ありがと」

「おう」

　振り返りざま、彼女はそんなことを言って消えてった。大したことをした覚えはないし、出来た覚えもない。けどまあ、元気になってくれたことを今は喜ぶとしようか。

　今度は、一緒にレベリングでも出来るといい。

　さて、リュディウスはつまり、俺に何か用があると。

「まあ座れよ。一対一で話したいことがあったんだ、俺が一人で座ってんのも違ちげぇだろ」

「……そう、だな。ああ、失礼する」

　屋根の一番上、棟木の場所まで移動して、俺とリュディウスは対面で腰掛けた。

「酒でもありゃあ、風流なんだがなあ」

「非礼だったか？」

「ああいや、そうじゃねえよ。こういう時は酒を酌み交わしながら語るってのも風情があると思わねえか、と同意を求めたまで。そう固くなんな」

「……なるほど、風情か」

　そこで改めてリュディウスは周りを見渡した。取り立てて高い建物も周りにはない。小さな家屋がひしめくこの町は、星明かりだけが頼りの暗さだ。その中から見上げる星空の美しさは、日常的ではあるが悪くない。

　この世界では当たり前の風景だ。けれどそれが美しさを損なうかといったら、そうじゃねえ。いつでも美しいものを美しいと言える、その感性は捨てちゃもったいないってもんよ。

「……シュテン、だったな」

「あん？」

　リュディウスが切り出したのは、少し時間が経ってからだった。

　彼なりに言葉を選んでいたのかもしれないし、そもそもどういう話題かも決めていなかったのかもしれない。そんなこたぁ、目の前にただ居るだけの俺には分からんしな。

　心が読める訳でもない。どこぞの褐色女神と違って。

「本当に助かった。本来、王子である俺が軽々しく頭を下げるべきではないのは分かっているが……ただのリュディウスとして、礼を言わせてほしい。……ありがとうございました」

「お、おう。いやまあ、結局ほとんどをヤタノちゃんに任せる結果になっちまったがな」

「それでも、あんたが来なければ俺たちは死んでいた。……助かった」

「そか」

　口調こそ、王子の名に恥じないもの。だが、その瞳や態度は謙虚で、誠心誠意の感謝なのだと、俺にも伝わってきた。高貴な生まれの人間がみんなそうだとは思わないが、やっぱり雰囲気から違うもんなんだな、こういう奴って。

　気持ちを伝えるのがうまいというか……なにも敬語や丁寧語だけが敬意を、誠意を表現する手段じゃないことをはっきりと教えてくれる。

　主人公たちの一人としてゲームでは見てきたけど、……なんつうかやっぱり主人公の仲間になるだけあってかっこいいなこいつも。

「……助けてもらった以上は礼をしたい。とはいえ今の俺は旅の途中でなにも持っていない。王国に来た際には、きっとなにか礼をすることを約束する」

「マジか。じゃあ、一個だけ」

「あるのなら俺で出来ることは何でも聞こう。だがその前に、いくつか答えてくれはしないか？」

「ん？」

　願いを言う流れなのかと思って指を一本立てたんだが、それを手で制された。あれかね、魔族なのにどうして味方すんの的なサムシング？

「……俺たちは、魔王に勝てると思うか？」

　全然違いましたね、はい。どうも魔族アンチの環境に居すぎたせいでいささか卑屈になっていたようです。ええ、卑屈ですよ。

「今のままじゃ無理じゃね？」

「すまない、聞き方が悪かった。俺たちが努力すれば、魔王を打倒しうる存在になると思えるか？」

「ああ、そういう」

　シュテンさん卑屈な性格。うわっほう！

　……まあそれはともかくとして。

　リュディウスの目は揺れていた。

　言いたいことは分かる。言っちゃなんだが、今日遭遇した四天王は今のクレインくんたちには荷が重すぎた。その理由は分かりきっていて、ごくごく単純にレベルが足りなかった以上に、ブラウレメントが珠片を取り込んだからだ。

　本来聖府首都エーデンのそばにあるビタル平原で戦うはずだった〝理ことわり〟のブラウレメント。〝秤はかり〟のレックルスへの手がかりを残して消える筋書きであったはずが、荷馬車無き街道に躍り出てきたばかりか異常な強さを持っていた。

　加えて言えば、俺の存在やヴェローチェさんの登場。本来はもう少し後で登場する中ボスと、最後の最後まで姿を現さないはずの強キャラ。果てはⅡには一切登場しないヤタノちゃんや、そもそも作中に出てこないデジレとの連続での遭遇。

　クラスチェンジすらしていない彼らにとっては、格が違う相手が怒ど濤とうのラッシュで現れたことになる。自信を失っても、仕方がない。

「……クレインは、あいつは凄すごい奴だ。いつでも前を向いて、必ず勝てるようになると信じて、試行錯誤しながらずっとひたすら上を目指している。……俺は、そこまでガムシャラにはなれない」

「もっと自信家だと思ってたけど、意外だな」

　思ってたというか、作中ではそうだったというか。

「実力がないのに自信なんてもてるはずもない。俺は、この旅の途中で何度も自分より遥かに強い存在と出会ってきた。それは、あんたも例外じゃない。……いや、あんたが一番の転換点だった」

「俺がねえ。大したことはしてないんだが、アルファン山脈で会った時か？」

「あの時もそうだが、極めつけは帝国だ。あんたが魔導司書と戦っているのをこの目で見た時から、俺は自分に自信がなくなった。悪いことではなかったさ。世界の広さを知り、強さに貪どん欲よくになることが出来た。だが……先の見えない状況が、不安なんだ」

　掌を握りしめて、出来た拳こぶしを見つめながらリュディウスは言う。

　そんな悩みにさらされていたことなど当然知らなかったが、それを俺に相談しに来るか。……なんだか、かなり重要なファクターな気がする。

　ＲＰＧでいう、シナリオスチルやムービーが入る場面というか。プレイヤーの意思が介在しない、必ず通るストーリーというか。

　いずれにせよ、俺はもうこいつらと無関係ではいられないどころか、かなり深い部分に影響を与えてしまっているらしい。……ままならないもんだねぇ。

「……で、相談か？　愚痴か？」

「相談だ。俺たちは……魔王軍と戦えるくらいにまで強くなれるだろうか」

「なれる」

「っ……」

　即答したことに、驚いたらしい。

　若干訝いぶかしむような表情と共に、俺の顔を覗のぞき込む。

「その、根拠は」

「魔王を倒せるのはクレインくんだけだ。細かいことは言えないが、あいつしかトドメを刺すことは出来ない。そして……お前らのレベル上限はまだまだずっと先だ。もっともっと強くなれるさ。……物語は、まだ序盤だ」

「……物語は、まだ序盤……？」

「ま、本来なら俺やらヴェローチェさんやらと遭遇するのはもっと先だったってことだよ。壁にぶつかる必要はない。まだ猶予はいくらでもある。もっと、強くなる時間がある。そうだな……時間に余裕が出来たら公国の東にあるジャイアントウォールっつーダンジョンに行くといい。そこに出てくるテベンネって奴をひたすら狩っていれば、いつの間にか驚くほど強くなってるぜ」

「……ジャイアントウォール……テベンネ……」

　俗に言う、狩り場だ。テベンネっていうモンスターはやけに経験値を落としてくれる。そいつらを狩っているだけで、ふつうのモンスターや魔獣を倒す倍くらいの経験値が入るとなれば、行かない理由の方が少ないってものだ。

「……ありがとう。ジュスタの件が片づいたら、公国に向かうことにする」

「あー、それなんだが」

「なんだ？」

　ぽりぽりと後頭部を搔かく時は、なんとも言えない伝えにくい感情がある時だ。だが、そんな俺の動作にも特に感慨を浮かべることなく、リュディウスは無表情で首を傾かしげた。

「聖府首都エーデンには、行った方がいい。クレインくんの故郷がちぃと危ねぇ」

「っ……!!」

　息をのむリュディウスだが、これは事実だ。

　ゲームでもジュスタを追いかけていたおかげで聖府首都エーデンへの魔王軍侵攻には間に合ったし、それで理ことわりのブラウレメントと戦うことになるのだから。

　それに今回は、ヴェローチェさんがどういう動きをするのか分かんねえ。『聖府首都エーデン侵攻祭』などとふざけた看板掲げた魔王軍がどういう動きをするのかなんて俺にはぜんぜん読めねえし、そこに〝導師〟が参戦しようもんなら俺だけじゃお手上げだ。

「……そうか、それで、あんたも……」

「あん？」

「いや、なんでもない。分かった、そのあたりは心に留めておこう。……なんだか、すっきりした。あんたに話して、本当に良かった」

「そいつぁ、なによりだ」

　どこか吹っ切れた表情で、リュディウスは笑う。

　座りなおして、視線を合わせ、口角をあげたまま彼は言った。

「じゃあ、王都に来た際は礼をしよう。なにがいい？」

「ああ、それなんだが。入れるとこだけでいいから王城案内してくれよ」

「……は？」

「いや、王城なんて入れないじゃん。一度観光してみたかったんだ」

「…………」

「リュディウス？」

「は……ははは！　そうかそうか観光か！　良いだろう。せっかくだからこの第二王子リュディウス・フォッサレナ・グランドガレアが一つ一つ案内して回るさ！　そうかそうか……シュテン、あんた本当に面白いな」

　王国王城も聖地巡礼なんだぞ！　などと言えるはずもなく。

　それはそれは愉快そうに笑うリュディウスに、俺はしばらく合わせて笑っていた。どっちかというと乾いた笑いだったが。

　世界の半分をよこせ、とか言った方が良かったかね。

　いやでも、王国で起こるリュディウスのイベントでだけ入れる王城だよ？　入りたいだろ。

「はっはっは……はぁ」

　一頻り笑って満足したらしく、リュディウスは俺の方に向き直った。今までの楽しかった時間を感じさせないほどに真剣で、一瞬身構えてしまいそうなほどのその表情。

　しかし、その彼から漏れた言葉は、そんな威圧をはらんだようなものではなかった。

「約束しよう。必ず、観光に連れていく。……礼だと言っておいてなんだが、もう一つだけ確認させてくれないか」

「あん？」

「あんたは、魔族だ。それも高位の鬼族、魔人だ。それでもあんたは魔王軍に属することなく、今回も俺たちを助けてくれた。その上で問いたい。あんたは……味方なのか？」

　その味方なのか、という問いは、単純に表に出た言葉だけが真の意味そのままということはないように感じた。

　すなわち、〝信じていいのか〟と。

　参ったな。これだけべらべら喋しやべっておいてなんだが、俺みたいなちゃらんぽらんが主人公たちに変な信用を得てやがる。物語は、もう筋書きどおりに行くことなんざないだろう。

　俺という異物がたった一人混じっただけで、ここまで世界は変容するってのか。おもしれえ。

　確かに、どうなるかなんて分かんねえ。けど、一つだけ言えることはある。

　そしてそれが、リュディウスが求めている答えになっている自信もある。

　なら、自分に責任をもって、俺はここでちゃんとこれからの生き方を決めようじゃあないか。

　リュディウスを見れば、どこか最初と同じく固くなっているようだった。そりゃそうだよな、ここで曖あい昧まいな答えを返されちゃたまんねえよ。

　だったら。

「クレイン・ファーブニルが魔王を倒すその日まで、俺はどんなことがあろうとお前らの敵にはならない。安心しとけ」

　にかっと笑ってそう言うと、リュディウスも一瞬呆ほうけてから、小さく歯を見せて笑った。クールな笑い方の似合う奴だなこいつ。

「それは……ああ、安心した。俺はあんたを信じるよ」

「そうしてくれ」

「……さて、ここに登ってくるまでに背負い込んでいたものは全て解けて消えてしまった。なんというか、清々しい気分だ」

「夜も明けかけてるしな……どうよ、これも風情だと思わんか？」

　問いかければ、今日何度見たか分からないリュディウスのきょとんとした表情。

　全ての問題に片が付き、屋根の上で大きく伸びをしながら見る朝焼け。

　しばらくリュディウスは日の出を見つめていた。ゆっくりと俺の方へ視線を向けると。

「今度会った時には、他にも色々風情というものを教わりにこよう。あんたの方がずっと、王の器のなんたるかを知っていそうだ」

「ばっきゃろう無理無理。俺は、そうだな。浪ろ漫まんが好きなんだ。こういう、風情や風流、王道、鉄板……浪漫。それが、俺の原点で、到達点って訳よ」

「そうか……浪漫か」

　楽しげにリュディウスも笑って、二人でぼんやりと昇る朝日を見据えていた。








第五幕　聖府首都エーデン『ＢＯＳＳ　ＢＡＴＴＬＥ　ＶＥＬＯＣＥ』









　クレインくんたちと別れて半日。

　メリキドをあらかた散策したはいいんだが、どうにもデジレの野郎はメリキドを発った後だったっぽい。祠ほこらとか商店街とか捜し回った後に気が付いたよね。あ、宿屋の帳簿で調べてもらえばいいじゃんって。

「そういうの、もっと早く気が付けばいいんだけどね!!」

「そう怒るなよ」

「怒るわよ!!　祠も商店街も捜し回ったの全部私じゃない！　なに優雅に自分はお茶しちゃってるわけ!?」

「いやほら、おまえが祠行った後に帳簿見ればいいじゃんって気付いたから俺の中ではもう用事は終わってた」

「外道にもほどがあるでしょうよこの駄鬼!!」

　ふんすっ、と憤ふん懣まんやるかたない様子で隣を歩くヒイラギさん。

　すでにメリキドを後にして、聖府首都エーデンへの道のりを歩いていた。ナーサセス港とトゥントという要害が二つあるからか、このあたりの警備は緩い。魔族というだけで検問に引っかかる可能性がある俺としてはありがたいことこの上ないんだが、今から魔王軍が侵攻してくる可能性があるってことを考えるとあまり歓迎できる状況でもないんだよな。

　……ってそういや魔王軍って教国のどこから攻め寄せてくるんだっけ。

「全く、なんで私が無関係の人間を調べなきゃいけないのよ」

「人間……人間ねえ」

「なによ」

「いや、なんでもない」

　デジレは珠片を取り込んだ。

　それで、わりと平然と生きているばかりかパワーアップしてやがる。

　魂の格というか、そもそも人間には取り込めるものじゃないと思うんだが……まあ、奴は取り込んだ、無事だった、殺す。その前提は変わらんがな。

「しかし教国の街道はどこも変わり映えしないな。ずっと森の間の道を通ってるだけじゃねえか」

「公国や帝国と違って、整備されてないし山が多いから仕方ないのよ」

「なるほど、文明的な問題か。びっくりするくらい五カ国とも毛色違うもんな」

「共和国はもうないけど。あと王国も街道の整備はいまいちって聞くわね」

「なんで……ああ、魔列車か」

「そういうこと。移動に魔列車を使うのが基本だから、街道は魔獣の数も多いし整備もされてないってこと」

　ぶらぶらと歩きながら、そんな雑談をして。なんというかいつもどおりの旅路。

　だが、これから向かう聖府首都エーデンでは殺さつ戮りくの宴うたげが待っている。

〝理ことわり〟のブラウレメントに〝秤はかり〟のレックルス。ゲームではレックルスと交戦状態になることはなかったとはいえ、ヴェローチェさんが居る時点でそんな予測はもはや役立たずだ。

「聖府首都エーデン侵攻祭、ね……あのチラシ、ヤタノが見たらえらいことになりそうね」

「魔王軍殺戮祭になりかねないって？　まじめな話そうなりそうだよな」

　……実際に出来るかどうかは別にして。

　それはともかく、聖府首都に着いたらまず何をするかのピックアップをしていかないとな。ここで聖府首都を潰つぶされたら、いよいよクレインくんが魔王を倒せるかが分からなくなる。

　で、魔王が死なないと何が起こるかというと、単純な話だ。魔神が召喚されて人間界が滅ぶ。

　クレインくんが倒そうとしているあの魔王の願望は人間界の消滅。魔族による征服、蹂じゆう躙りん。なんとなく世界を滅ぼしてやるどころではなく、人間にとってのディストピアを生み出すことこそが魔王の目標なのだ。人間は本格的に家畜へと成り下がり、魔王軍の魔族だけが栄華を極める社会が待っている。それが、魔王の描いた未来。

　だが、魔神はそれだけでは飽きたらず、そのまま世界を滅ぼそうと動き出すのだ。

　何故それを知っているのかといえば、グリモワール・ランサーⅢで魔神が登場し、そんな状況を作り出すからだ。だから、魔王の目もく論ろ見みは止めなければいけない。けれど、止めるにはクレインくんが勝つしかない。今までは筋書きどおりだったから楽観視していたが、もしかすると本当にまずい状況になっているのかも分からない。

「ちょぉぉっと気を引き締めていきますかね」

「どうかしたの？」

「いや、こう……諸々ね」

　さし当たっては、ヴェローチェさんが出てきた場合にどうするかだよな。

　あの人に今の俺が勝てるとは思えないし。

　で、最初の疑問に戻ると、魔王軍はどこから侵攻してくるか……ナーサセス港やトゥントは健在だし、攻め寄せられているのなら情報は入るはずだろ？

　ってことは北東ではないと。で、聖府首都エーデンの南はかなり広いというか、聖府首都エーデン自体が西端なんだから海越えてくるに決まってんだよな。魔王海軍とかいやすぎる。

　俺たちが行くまでエーデンが無事だといいんだが、さて。

　巡る思考をぽくぽくと。

「ヴェローチェにさえ相対しなければなんとかなる……ってことね？」

「相対するというか、居ることはほぼ確定だろ？　ヤタノちゃんも居ないこの状況だ。正直、魔王軍をどうやって追い払うかは頭を抱えるところではあるんだよなあ」

　ヴェローチェさんに戦闘の意志がなければ楽なんだが、そんなに世界って優しくない。

　そんな雑談をしていると、思いの外すぐに道のりなんて踏破してしまうものだ。

　常人なら三日かかる距離を、やろうと思えば一日足らずで移動出来てしまうのが魔族の魔族たる所以ゆえん。いや跳躍繰り返せばもっと早くも行けたかもしれないが、早歩きでもこの速度だ。

　普段は旅エンジョイ勢だからあまり使わない恩恵だけど、今は魔族のポテンシャルに感謝。人間とは違うのだよ人間とは。いや、俺の知ってる人間ちょっとおかしい奴ばっかだけど。そういえば〝光の神み子こ〟は珠片を取り込むことは出来るのだろうか。

「いや、さすがにやらせようとは思わないけどな」

「なんの話？」

「俺の捜し物の話」

「そういえば今度はエーデンの方にありそうなんだっけ？」

「まあ、そうなんだけど」

　引っかかるのはブラウレメントだ。あいつ、明らかに珠片を取り込んだとしか思えないパワーアップしてたし、話を振ってみたら濁したし。間違いなく珠片の力が作用してるっぽいんだが、女神センサーに反応がないのは何故なのか。もし俺が知ってる珠片だったとすると、吸血少女のフレアリールちゃんにあげた分しか候補がないんだが……はは、もしそうだったらぶっ殺す。しかし、他にどういう可能性があるのか分からんな。

　もしかしたら、ダミーの反応を摑つかまされているのかもしれんし。ブラウレメントが回収したところにデコイを置いたと考えると……それもまた一興。

　どっちみち、エーデンに行くのとブラウレメントの処刑は決定事項だ。

　ブラウレメントとレックルス沈めたら魔王軍引き返してくれないかなー。

「お、あれじゃんエーデン」

「この街は神聖です！　ってアピールに溢あふれているとしか思えない白さね……」

　と、峠道を下っている最中に街を見下ろせるポジションを発見した。

　この分なら今日中に、というか日が暮れるまでには到達可能だろう。

　ぐるりと円を描くように、白い塔を中心に作られた街。外壁も二重になっており、外丸と本丸があるようだ。さらにその周囲には水堀まで整備されていて、結構防備は出来ているように思える。

　……全ぜん貌ぼうが見下ろせるような山に見張りの一人もいないのはどうかと思うが。

　聖府首都エーデン……というか教国は言うまでもなく宗教国家だ。

　神のお告げによって成り立つ国で、最も神域に近いとされる四人の神官が専ら政務に携わっている。光の神子は教国にだけ現れる、一人にして強大な守護者とされ、大成するまでの間は丁重に育てられると聞いている。

　今回は魔王の復活で、イレギュラーにも〝旅をさせること〟に決定したようだが。

　それにしても、始まりの街である。

　グリモワール・ランサーⅡで最初に訪れることになる街。というか、スタート地点。なんとも感慨深いものがあるな。教国の民衆にとっても聖地だろうが、俺にとっても聖地だ。

「ここでお弁当にしよう！」

「ないから」

「知ってた」

　無駄口ど安定。

「そういえば、エーデンの周りってなんにもないわね」

「ビタル平原だろ？」

「う、うん。もうちょっと場所を選んだ方が良かったんじゃないの？　街造るなら」

「それがだ。俺たちが今居るこの山脈。たまたま東側に出たけど、北にかけてずっとあるだろ？」

「そうね」

　俺たちがメリキドから歩いてきたこの山道。道こそ東につながっているが、エーデンの北にある山脈の東端と言った方が分かりやすい。

「そいから、エーデンの反対側にはでかい街道がある。あれが西の船着き場があるアリカンタにつながる街道なんだが、それはさておき。ビタル平原を南に下ると、これまたでかい湖がある。んで、今から俺たちがエーデンに行くには、でかい川を渡る必要があるよな？」

「……それが？」

「それが、霊地信仰の強い教国では最高の立地だったみたいよ」

「ふーん」

　あ、こいつ興味ねーな。

「北にでかい山、西にでかい道、南にでかい湖、東にでかい川。その中心に位置する聖府首都エーデンだから、霊力もえらいことになってる。というか半霊域化してやがる。だから、日の光のもとに出て来られるような弱い魔獣や魔族たちじゃ入るだけでダメージあるし、逆に日の光を克服するほど強い魔族にとっても人間の霊力が増すことなんざ歓迎出来ない。だから攻められなかったんだな……今までは」

「じゃあ、なんで？」

「バレたんだろ、光の神子の不在が。あとは単純に、魔王軍もちょっと本気にならざるを得ない状況が発生した、とか」

「……なによ」

「さぁな。俺にも分からん」

　エーデンにとってまだ幸いだったのは、光の神子が戻ってきたことともう一つ。大多数の、ヤバい強さを持つ魔族たちが出てこないことだ。それでも四天王のように耐性がついた魔族や、ヴェローチェさんのような人間は平然と居るわけだが。

「さて、そろそろ行くか」

「そうね」

　しばらく眺めていたエーデンの景色にさようなら。

　……。

　……。

　こんにちは魔導司書。

　なんで？

「メリキドまで来たという情報はあった。ならばエーデンとメリキドを繫つなぐ街道に居れば、間違いなくここを通るだろう？」

　振り返り、さあ街道に戻ろうとした瞬間に目の前に現れた黒コート。

　青髪のオールバックに、相変わらずのモノクル。

「あっれ〜!!　デジレくんじゃん！　わー久しぶり！　元気してた〜!?　いつぶりだろ〜!!　今なにしてるの〜!?　あたしは光の神子コンサルタントやってるよ〜！」

「そのノリはなんなんだよクソが!!」

「久しぶりに元クラスメイトに出くわしたＯＬ」

「うるせえよ!!　しかもあぁ!?　光の神子ァ!?」

「そうそう、お前が誘拐したロリっ子ね、旅の仲間を見つけたみたいよ」

「……そいつぁ、しらねえが……って待て誘拐した覚えはねぇんだよクソ妖よう鬼き!!」

　……デジレ・マクレイン。

　ありがとよ、わざわざテメエの方から出てきてくれて。

「ヒイラギ、下がってろ」

「え、でも」

「〝今は〟まだ戦力外だ。レベリングなら、後でいっぱい出来らあな」

「ちが、そうじゃなくて」

　す、とヒイラギを後ろ手で制し、背中の鬼殺しを抜く。

　デジレも、挨あい拶さつ代わりの罵ば倒とうが済んだらもう臨戦態勢だ。

　元々から化け物だった癖にさらに勢いを増して強くなってやがる。

　しかし、違うってなんだよヒイラギ。

「だ、だってそいつって帝国書院に一〇人と居ない──」

　震える指でデジレを指し示しながら、彼女はやたらと顔を蒼そう白はくにして、言う。うなずくデジレは小馬鹿にしたように鼻をならして大おお薙なぎ刀なたを一振りし、

「そうだ、俺が帝国書院書陵部の──」

「魔法少女なんでしょ!?」

「魔導司書だ!!」

「ぶっ」

　そういやそんなこと教えこんだなナーサセス港で！

　はっはっは!!　いやあ、いい具合に温まってるぞぉデジレくぅん！

「おい……クソ妖鬼」

「どうしたよマジカルデジレ」

「そォかそォかやっぱりテメエかクソ野郎……!!」

　──神蝕現象フエイズスキル【清せい廉れん老ろう驥き振るう頭かぶ椎つちの大た刀ち】──

　伏せ気味の目は見えないが、ひくついた頰と、その綺き麗れいなデコに浮かび上がった血管の数々はよく見える。うんうん、挑発に乗っちゃいけないゾ！

「しかしよモノクルハゲ。お前なんか強くなってね？」
















「ハッ……俺を誰だと思ってやがる。研究者が珠片を研究しねえ訳がねぇだろうが……!!　あの珠片には、テメエが思ってるよりもずっと価値があった……!!　だから死ね、死んでそれを寄越せ、クソ妖鬼!!」

「やったんぞコルァ!!　全世界の魔法少女に謝れ冒ぼう瀆とく者ァ!!」

「やりたい放題だなこのクソ野郎がァ!!」

　大だい斧ふを振り上げて跳躍。大薙刀とぶち当たる。

　ひゃっはー!!　今度こそぶち殺したるわモノクルハゲェ!!










　まどうししょ　の　デジレ　が　あらわれた　！▼
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　クレインをはじめとする四人は、とある荘厳な大部屋の中に居た。

「でね、あたしたちは魔王を倒す為の旅をしてるの！」

「なんというか、壮大なのは分かったケド。出来るものなのかちょっとボクには分かんないよ」

「分からないさ、僕も。けど、僕が任された以上は頑張りたいってことだよ」

「光の神み子ことそのご一行、なんて言われているが。まあ、お前が恐れているようなブレイヴァーとは違う存在だ。安心するといい」

　聖府首都エーデン。メリキドから二日と少しの時間歩いて、クレインたちはこの街へとたどり着いていた。白亜の間とも言うべき、広い正方形の部屋。四方を巨大な柱が貫き、その中心には銀のちりばめられた美しいカーペット。これが大量に魔素を含んだ高級品であることくらい、何度もこの部屋を訪れたことのあるクレインは知っていた。

　ここは、四神官との謁見に使われる場所。

　本来ならばアポイントメントを取ってから三日は待たないと四神官への拝謁は許されないが、そこは光の神子。たった数時間、四神官の準備が整うまで待てば面会が叶かなうあたりに存在の大きさが窺うかがえる。とはいえ光の神子とて四神官の部下。

　下座にて、クレインたち四人ともが直立して彼ら四神官と対面していた。

　四神官は上座に置かれた四つの椅子に腰掛けて、様々な表情を浮かべながらクレインたちと向き合う。しかし一つ言えるのは、誰もが悪感情を抱いてはいないということであろうか。

　安あん堵どした表情、懐かしむ表情、優しげな表情、穏やかな表情。

　久しいなという挨あい拶さつに始まった謁見は、あれよあれよという間に話題が進み、クレインが旅の間に得た仲間として紹介されたリュディウス、ハルナ、ジュスタの挨拶も済んだところ。

　そのタイミングで、クレインはとうとう切り出した。

「四神官の皆さま。お話ししたき議がございます。しばらくお時間をいただけないでしょうか」

「なに、他ならぬクレインの頼みよ……もうしばらくは大丈夫よの。のう、皆の者」

　ずっと穏やかな表情を浮かべている、豊かな白髪の老人。彼こそ四神官の纏まとめ役として事実上のトップを務めているカイザルハーン。彼の問いかけに、他の三人もそうじゃそうじゃと頷うなずく。

　こうして見ているだけならばただの老人会のようにしか思えない。だが、彼らは皆が皆、教国の名だたる家から輩出されたエリートの中でも最も神に近いとされる法術師たち。であればこそ信心深く懐も深く、この環境で育つことが出来たことを純粋にクレインは感謝していた。

「ありがとうございますカイザルハーンさま。皆さまも。では、この街に戻ってきた理由なのですが……魔王軍がこの街に侵攻を仕掛けようとしているとの噂を耳にしました」

「……魔王軍が、この半聖域と化したエーデンに？　にわかには信じ難いが……」

「実際に、魔王軍四天王の〝理ことわり〟、及び魔王軍重要幹部の〝導師〟が荷馬車無き街道に出没しています。……どうか、信じてください」

　頭を下げるクレインに、面食らった四神官は顔を見合わせる。

　偶然カイザルハーンと目が合ったリュディウスも頷き、同じように低頭した。その態度を見て、カイザルハーンはその豊かな白い髭ひげに触れて唸うなる。

「うむむ……それが真まことだとすれば、大おお事ごとじゃが。しかし、一個の街にして一つの陣と化したこの半霊域に彼らが仮に攻めてくるとして……それはどこから来る？　そして、脅威に感じる必要はどこにある？」

「それについては、これを」

　クレインは懐から二つの鍵かぎを出した。赤のものと、橙だいだいのもの。

　どちらも、〝魔界地下帝国〟に入る為の七つの鍵の、その一つ。

　めがねをかけた神官が、そのブリッジを少しあげて前のめりになる。

　カイザルハーンは相変わらず穏やかな表情を崩さぬまま、クレインに問いかけた。

「これは？」

「四天王の〝力〟のグルフェイル曰いわく、人間が〝魔界地下帝国〟へ入る為に必要な鍵だそうです。他にも五つの鍵を集めなければなりませんが、彼らは今魔大陸の上ではなく、その地下に居る様子。下手をすると、海から襲ってくることもあるやも」

「……なるほど。では、儂わしの出したもう一つの問いに対してはどう答える？」

「脅威に感じる必要があるかというカイザルハーンさまの問いにお答えするならば……正直、難しいです。しかし、今の僕たちが四人でようやく戦えるかすら分からない強さの四天王〝理〟に加え、今の僕たちでは全くかなわなかった〝導師〟の存在。その二つが、僕を不安にさせるのです」

「クレインをして、〝全くかなわない〟か。……その二人だけで侵攻するとも思えない。とすれば、魔王軍もそれなりの規模……クレインの言いたいことは分かる。じゃが……今十字軍クロスレギオンは帝国との境界のにらみ合いと、南への派遣、それから西の魔大陸の警戒に結構な兵を割いてしまっておる。弱ったのう」

　腕を組むカイザルハーン。

「ちなみに、今の戦力は」

「動員できるのは法術師隊二〇〇〇と、武装兵三〇〇〇というところじゃの……魔王軍の規模が分からんが、半霊域では魔王軍の動きも鈍るだろうと思っておった……のじゃが……」

「何か、あったのですか？」

　クレインの問いかけに、カイザルハーンは一つ頷いた。

　と、そこでもう一人、めがねをかけた神官がクレインに言う。

「クレインの言うこととはいえ、理と導師なる者が同時に来るなど信じ切れないのが本来なのだよ。それに、魔王軍が来るから警戒しろというのも、辺境からの連絡がない以上信しん憑ぴよう性せいが薄い」

「ですがっ……」

「でもね、クレイン。それでも今こうして我々が悩んでいるのは、きみの言葉を信用する理由があるからなのだよ。半霊域と化したこの場所では魔族おそるるにたらず……などと考えていたのだが、どうやらそうでもないらしい」

「えっ……？」

　それは、いったいどういうことなのか。

　クレインが再度聞くよりも先に、カイザルハーンが頷いて答えた。

「ビタル平原も半霊域の範はん疇ちゆうだということは知っておるな？」

「え、ええ。南の湖に至るまでビタル平原全域が半霊域と化していると。それも、全て最良の立地条件と白亜の塔で四神官の皆さまが毎日祈りを捧ささげているからだとも」

「うむ……そのおかげで、あそこは魔獣の一匹もおらん長閑のどかな場所じゃった……じゃったんじゃが……」

「……何か、問題が？　まさかっ……」

「待て待て。実害はないのじゃ」

　もうすでに魔王軍の兆候が……!?

　そう考え思わず飛び出しそうになったクレインを、カイザルハーンが手で制した。だが、そうなると今度は分からない。

　何が起きているのか。

「見張りには重々伝えてあるし、様子見に徹しろとも言ってあるが……なんでものう……」

　言葉を切って、カイザルハーンは言う。

「何者かと、妖鬼の魔族が二日ほど前から延々殺し合っとるんじゃ」

「……へ？」

「近寄れないほどの規模でのう。いくつクレーターが空いたかも分からんのじゃが……しかし街に近寄るそぶりは一切見せんし、放置させている。……問題は、妖鬼が半霊域をものともせずに戦っていることなんじゃよ……」

「あの、もしかしてその妖鬼ってジャポネの民族衣装に身を包んだ黒い二本角の？」

「容よう貌ぼうに関しては詳しく聞いておらんが……奴も魔王軍か？」

「いえ……どちらかというと、味方かと」

「では、それと戦っている方が魔王軍か？」

「戦ってる方、もしかして大薙刀持った青髪では？」

「そうじゃが……知り合いか？」

「ええっと、カイザルハーンさま」

　気づけば、背後でリュディウスが眉み間けんを揉もんでいた。ハルナもどこか苦笑いだ。ジュスタに至っては口元をひくつかせている。

　知らぬは四神官ばかりなり。

　そんな状況の中で、クレインは進み出てカイザルハーンに言った。

「その二人……魔王軍関係なくただ殺し合ってるだけです。止めに行きたいのですが、よろしいでしょうか？」

「あ、ああ」

　あっけに取られたカイザルハーン。クレインも、見知った二人が何をしているのかという思いと、若干の焦燥が胸のうちにこみ上げた。

　とはいえ、どちらも殺しても死ななそうだとも思える。

　いずれにしても、止めに行くまでは決着もつきそうにない。どちらにも死んで欲しくない身としては、それが一番賢明かと考えて。

　と、その時だった。

　盛大に扉が開かれ、兵士が転がり込んできたのは。

「何事じゃ？」

　穏和に問いかけるはカイザルハーン。しかし、他の四神官は慌てた兵士の様子にただならぬものを感じ、注目する。




「大変です!!　魔王軍が……魔王軍がビタル平原西方から現れました!!」
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　シュテンとデジレが殺し合い、クレインたちの許もとに魔王軍襲来の報が届いたその頃。

　その進軍する魔王軍後方では、二人の男が遠くに聳そびえる白亜の塔を睨にらんでいた。どうやってあの街を蹂じゆう躙りんしてやろうか。手持ちの勢力を使ってこれから行う殺さつ戮りくに思いを馳はせながら、それ以上に今の配下に若干の不満を持っていた。

「オーク族にコボルト族、ゴブリン族にリザードマンと。……パッとしねぇ勢力だぜ」

「仕方がないと諦てい観かん。いずれにせよ日の光のもとに出られる魔族は限定。我々のように強者で魔大陸を抜けられる魔族は例外」

「分かってるっつの。あー、帰ったらユリーカちゃんに癒いやしてもらうんじゃ〜」

　彼らは魔王軍の四天王。〝秤はかり〟のレックルスと〝理〟のブラウレメント。

　今回の『聖府首都エーデン侵攻祭』ではトップを任されている二人だ。

　ブラウレメントは相変わらずのシルクハットに引き裂いたような大きな口。そして、燕えん尾び服ふくのような服装を身に纏まとった長身の男。

　もう一人は打って変わって短身で、ハンバーガーに顔を乗せたらこの男になるのではないかというほどに恰かつ幅ぷくのいい魔族であった。

　毛むくじゃらで、人間にしてはむき出しの牙きばと潰つぶれた鼻が目立つ。

　しかし、レックルスの特徴はそれだけではなかった。

「なぁ、ブラウレメント。今の給料制どう思うよ。土地じゃなくて金になった奴」

「不満は皆無」

　二人だけは見晴らしのいい人力車に揺られながら、聖府首都エーデンを目指すその中で。戦い前の余興とでも言うべきか、雑談に興じるレックルス。

「俺さぁ、きついんだよね。だってほら、金だと際限なくユリーカちゃんに貢いじゃうじゃん」

「貴様は大概。もう少し節制という言葉を覚えるべきと思考」

「そう言われても可愛かわいいんだから仕方ねーじゃん」

　レックルスの服は、革で出来たジャケットのようなものだった。革の鎧よろいというには軽装で、まさにレザージャケットという言葉が似合う一品。だが、一つだけ他と違うところがあるとすれば。

　背中にあたる部分にでかでかと、ふんわりウェーブにしたショートボブのピンク髪を持つ、可愛らしい少女の絵が描かれていることだった。

　フリルつきのドレスはミニスカートにヘソ出しで、愛くるしさを強く感じる。裏ピースなるサインを出した左手と、腰に右手を当てたポージング。背中にそんな少女の絵を背負っていることが、レックルスのどんな印象よりも分かりやすい彼の特徴であった。

　ただ、よくよく見れば彼ほどではないにしろ、ちょくちょくその少女の絵が描かれたタオルを首から下げていたり、裏側に少女が描かれた盾を所持する者なども散見される。しかしブラウレメントはその全てを視界に入れながら、見て見ない振りをするのだった。

「そろそろビタル平原に入ろうかってとこか……あん？」

「前線の乱れが発覚。妙な魔獣の気配」

「魔獣ァ？」

　見れば、確かに前方の兵士たちが魔獣に襲われていた。巨大化した熊のようなその魔獣の名は、確かブラッドベア・ゴールドフィスト。金色に光るその腕で敵を殴りつけることで有名で、戦いの後は返り血で真っ赤になるからつけられた名だった。

　だが、こんな平原の一歩手前などに出てくるような魔獣ではなかったはず。

　何事だろうかと首を傾かしげつつも、邪魔者は排除するのが魔族の流儀。

　ため息混じりにレックルスが、リザードマンに引かせている人力車から飛び降りようとしたその時だった。

　ぶわり、と隣から凄すさまじい圧迫感。

　発生源がブラウレメントだと気づくまでにそう時間はかからなかったが、それでも驚きに染まった顔はそうそう隠せるものではない。

「あれ、おまえさんそんなに強かったっけ」

「私が片づけてこよう」

「お、おう」

　一気に跳躍するブラウレメント。レックルスのいる人力車を置き去りに、前方へと躍り出る。

「〝理〟さま!!」

「〝理〟さまだ!!」

　コボルト族で組まれた隊列が、あっさりと崩されていた。中心には、狂気に染まった瞳ひとみのブラッドベア・ゴールドフィスト。黄金の両腕を振り回し、その度にコボルト兵士を叩たたき潰す。

「はは……ふはは……!!」

　あの時と、同じだ。ブラウレメントはそう思う。

　しばらく前に、暴れるグリフォンをしとめた時。並のグリフォンとは格の違う力で以てブラウレメントの前に立ちふさがった魔獣。しかしブラウレメントとて四天王の一角としての矜きよう持じがあった。

　死闘の末叩き伏ふせたところ、ころりと輝く欠片かけらを手に入れることが出来た。すぅっと胸元に吸い込まれていったそれのおかげで、莫ばく大だいな力を手にすることが出来たのだ。

　こいつも、同じだ。

「また強化する機会に恵まれるとは重畳ッ……!!」

　裂けた口元をさらにつり上げ、不気味さをむき出しにしてブラウレメントは笑う。笑う。

　──古代呪法・一鋼打尽──

　両手から出現した鋼糸が、縦横無尽に駆け巡る。

　その凄まじさたるや、しばらく前とは比べものにならない。

　だが、同時に苦い思い出がよみがえるのだ。

　数日前、突如現れた妖よう鬼き。自らの鋼糸を全て受け止めたばかりか、逆に力量だけで押し返され叩き潰された記憶。

「またあの欠片が手に入るというのなら……ッ!!」

　瞬く間に鋼糸がブラッドベアを取り囲んだ。

「グガッ!?」

「死ね、雑ざ魚こ」

　飛び散る血しぶき、肉片。

　防ぐ暇すら与えず四方八方から訪れた細く鋭い斬撃に、ブラッドベアはあっけなく崩れ落ちた。他愛たわいもないほどに、あっさりと。

　そうだ、自分は強者だ。こうあることが普通なのだ。

「おお!!　〝理ことわり〟さまがやってくれた!!」

「流石さすがは四天王!!　一瞬ですな!!」

「助かりました……!!」

　口々に賞賛されるのが心地いい。そうだ、これこそが自らのあるべき姿。

　数日前、屈辱に満ちたあの日。導師に魔力をありったけ吸い上げられ、もがき苦しんだ無様な日。

　そんなことは繰り返さない。

　からり、とブラッドベアの体内から何かが排出された。

　転がり出てきたものの輝きに目をぎらつかせ、ブラウレメントはそれを拾い上げる。

　やった、またこれで私は。

　そう思ったと同時、欠片はどす黒く染まりあがった。

　まるで中心から汚水が流れ込んできたかのような濁り具合。色彩が変わるのは一瞬のうちの出来事で、首を傾げるしかないブラウレメント。

「……なぜいきなり色が濁ったのかと疑問」

　あの日とは違い、自らブラウレメントの胸に飛び込んでくるような素振りも見せないその欠片。しかし、先ほどまで輝いていたのは一緒なのだ。

　いつまで、考えごとをしていただろうか。

「おーい、行くぞブラウレメント!!」

「……承知」

　気づけば隊列は流れ、先ほど飛び出した人力車がもう目前に現れていた。平原にただ一人ぽつんと立っているわけにもいかない。

　レックルスの呼びかけに応え、ブラウレメントは歩き出す。

　人力車にひらりと飛び乗って、手元で微動だにしない欠片を眺めていた。

「なんだそれ」

「貴様には無関係」

「そうかい」

　体内に入れていいものなのか判別はしづらいが、以前手に入れたものと同種であるという根拠のない確信があった。

　そして確信がある以上、むざむざ他の奴に渡す理由もない。

　ひとまずは、人間狩りだ。

　もし緊急事態でも起こったらその時は……試しに欠片を飲み込んでみてもいいかもしれない。

　緊急事態というフレーズと同時に思い浮かんだふざけた妖鬼の容姿を脳裏でめった刺しにしながら、ブラウレメントはそう考えていた。
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　ヴェローチェ・ヴィエ・アトモスフィアはその頃、聖府首都エーデンを一望出来る山脈の東端に居た。ここは奇しくも以前、ヒイラギとシュテンが同じようにエーデンの街並みを眺めていた場所である。

　さわさわと耳を掠かすめるそよ風に、乱れた金髪を押さえながらヴェローチェはエーデンの方角を睨み据えた。エーデンそのものを見るのではなく、エーデンの方角だ。

　エーデンの西からは、列を成した魔王軍……理と秤の二人が率いる魔族の群れがゆっくりとゆっくりと、まるで水が土を浸しん蝕しよくするかのように迫り寄っている。

　そちらは順調だったが、ヴェローチェの関心はまた別のところにあった。

「……楽しそうですねー」

　大おお薙なぎ刀なたと大だい斧ふのぶつかり合い。火花どころか炸さく裂れつ弾のような衝撃を散らし、大地を陥没させ、周囲に風圧をまき散らしながらの激闘は、手加減なしの殺し合いであることを彷ほう彿ふつとさせる。

「……シュテンは半霊域のせいで八割。一方の魔導司書も神蝕現象フエイズスキルが満足に発揮出来ない。どちらが有利かと言われたら、微妙なところですねー……こうなるからさっさとエーデンは潰したいんですよねー」

　ぼんやりと、木の太い枝を選んで腰掛けて、観戦よろしく高みの見物。

　邪魔立てするあの阿あ婆ば擦ずれの姿もなく、なんならシュテンと相対している相手を殺してしまおうかとも考えたが……その考えは数瞬の後に破棄された。

「……デジレ・マクレインでしたっけー」

　ポシェットからスクロールを取り出す。

　帝国書院の魔導司書第五席としか聞いていなかった相手だが、こうなると少々事情が変わってくる。問題はシュテンと互角以上に戦っていることでも、神蝕現象フエイズスキルが反則気味の能力であることでもない。

「まだ生き残りが居たとは驚きですー……おかしいな。とーさまの代で滅ぼしたはずだったらしいんですけどー……」

　ヴェローチェの目に、他人に見えぬ何かが映っていることは間違いがない。だが、その〝何か〟がなんなのかは、理解し得ぬところであろう。

「研究者もどきとしてー、ちょっと興味が湧きますねー……ただまあ、余計なことをするとあの阿婆擦れが飛んで来そうですしー……どうしましょうかー……」

　んーんー。

　人差し指を頰に当てて、こてんと首を傾かしげる。まさに思案中といったご様子で、しばらく。

　ぼんやりしている間にエーデンから法術が飛び出してきたことも、ヴェローチェにとってはどうでも良いことのようだ。

「〝車輪〟が出てこなかった以上、半分失敗することは分かってましたしー……〝車輪〟が出てこなかったせいにすればいいですしー……まあ派手に殺さつ戮りく欲でも満たしててくださいー」

　エーデン兵と魔王軍の戦端が開かれた。魔法が飛び交い、地響きや炸裂音が鳴り響く。だが、そのどれもがエーデンの南で起こっている殺し合いに比べれば児戯に等しい。

「丸二日以上殺し合ってるにしては元気ですねー……ん？　待ちましょうわたくし。良い案が浮かびそうですー。そういえば突然変異で強くなったのはシュテンとブラウレメントだけではなかったですねー……よし、これでいきましょう。きっとシュテンも楽しいことでしょうー。……デジレ・マクレインにとっては、どうかは分かりませんがー」

　ふふっ、と妖あやしげにヴェローチェは笑った。

　まるで盤上の駒を眺めているかのようなその微笑ほほえみは、見る者が見れば圧倒的強者の余裕を醸し出したものであることが分かるだろう。

　だが、たまたまそこを通りかかったただの旅人にしてみれば。

　まるで恋でもした少女が思いを馳はせているようにしか見えなかった。
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　草木が緑から茶に色を変える季節。四季の彩り豊かな教国では、この頃に見上げる月が美しい。そのかわり昼は徐々に肌寒くなり、こうしてからりと晴れ渡った日も陽光を感じる前に当たる乾いた空気のせいで太陽がまぶしいだけの存在になってしまっている。

　まして、高いところに立っていればその感覚も二倍、三倍になろうというものだ。

　聖府首都エーデンの外丸をぐるりと囲む、巨大な城壁。

　その上の道で欄干に体重を預け、前傾姿勢で周囲の喧けん騒そうに耳を傾けていた。

「守城兵器は持ち込んだか!?」

「アーティファクト付加用の矢が足りない！　こちらにも回せ!!」

「一〇三部隊、定位置に到達！　指示に従います！」

　クレインの背後を慌ただしく駆ける十字軍クロスレギオンの兵士たち。法術師部隊は特に忙しそうに東奔西走状態だ。戦いが始まる寸前ともいえるこの時間。久しく本土決戦がなかったからか、悲壮感漂う声で命令を下す将校の姿が散見される。

　誰だって、自分の家を壊されたくなどない。

「クレインよ……」

「カイザルハーンさま!?」

「うむ……四神官は最強の法術師。なれば前線に出ない訳には行くまいて」

「しかし、それでは……!!」

「ジョゼットとラムダは本陣に残っておる」

「……」

　耳に触れた声は聞き覚えがありすぎて、そしてこんな場所に居るはずもなくて、クレインは慌てて振り向いた。案の定、居るはずもない人がそこに居た。

　カイザルハーン。二年前の魔王軍との戦いでもその力を使い奮戦した、教国きっての法術師。そして四神官の一人として、今日も民を見守る教国の頂点。

　好こう々こう爺や然とした雰囲気を崩さず、いつものように穏やかな笑みだけを湛たたえて自慢の髭ひげを撫なでる。そして、ビタル平原の西方に蠢うごめく、忌むべき存在たちに目を向ける。

「そろそろ……射程圏内じゃのう」

「では……戦いが始まると」

　戦争だ。魔と人の、血みどろの戦が始まる。

　その事実は今になって改めて現実味を帯びる。ただ言葉で言われても判然としないものは、つまり直視して初めて理解出来るものなのだ。それを見せつけられるが如く、クレインの胸に覚悟が宿る。自らが手をかけている欄干に目をやれば、ほんのりと法術の力を帯びている。

　これも、教国が信奉する教えに準じ、立地条件を整えた結果だった。強力な結界が、この場所に張られている証拠。

「魔王軍の攻撃も想像を絶するほどじゃろう。魔王軍の中には古代呪法という絶技を使う者も居る。そ奴らを加味すれば城壁が保もつのは、おそらく一日程度。その間にどれだけ敵を減らせるかで、教国の民がどれだけ生きて居られるかが決まる」

「古代呪法……〝理〟のブラウレメントや、〝導師〟……ヴェローチェと呼ばれていた人物の使うものですね。……僕は、気絶してしまっていましたが」

「ブラウレメント、ヴェローチェ、二年前とは随分顔ぶれが変わっておるのう。〝導師〟といえばルノアール・ヴィエ・アトモスフィアといって、儂わしは死闘を演じたものじゃが」

「……いえ、そのような名前ではなかったはずです。しかし、カイザルハーンさまをして、死闘……ですか……」

「前回の導師と同じくらいの力を持っているとすれば……そうじゃの、半日保てばせいぜいと言ったところか。全力でくれば、の話じゃが。とにかく、城壁に頼っていられる状況ではなかろうよ」

　ふぅ、とカイザルハーンは息を吐いた。

　疲労を隠せないほどに、歳月は人を老いさせるのか。いや、クレインが旅に出てまだ半年だ。ため息の原因など、考えなくても理解出来ることだった。

　戦争というのは、いつ誰が死ぬか分かったものではない。トップに近づけば近づくほど、死への責任は重くなる。

　誰にとっても、戦いというのは重いのだ。命というのは、重いのだ。

「光の神み子こよ、お主は国民にとっての英雄じゃ。折れることは、四神官である儂が許さぬからの」

「……はっ」

「……じゃが、そうじゃの。ただの老いぼれとして言うならば……お主は孫のようなもんじゃ。……死ぬでないぞ、クレイン」

「……はは！」

　クレインが力強く頷うなずくと、カイザルハーンは満足げに去っていく。おそらく彼の持ち場は城門の上。最重要地点。それも、相当な重圧に違いない。

　強風が乱暴に髪を乱すのをうっとうしげに払いのけて、クレインは先を睨にらんだ。

「……そろそろか」

　周囲の息づかいが徐々に静まっていく。

　見ればクレインの左右にも、城壁の陰に隠れて弓を構える法術師が多く居る。

　立て掛けてあった自らの棒を取り、クレインは城壁の脇にある階段から街の内側へ降りていく。石造りのその段一つ一つにも法術の手が加えられ、どれだけ堅固に作ってあるかがよく分かった。

　と、その時だった。

　誰かが叫んだ。

「あれを見ろ!!」

　誰が指をさしたのか、それは多くの人々が集っている以上判別不能だが。

　それでも、すぐに分かった。誰もが上を見上げたから。

　城門のさらに上。壁の向こう側。小粒のようなサイズでしか見えないが、蒼そう天てんに座す人影。それが誰なのか、他の面々には分からなかった。だが、クレインは違う。あの尋常ではない闇の魔力は、一度強烈に浴びせられたら忘れることなど出来ようもない。

「うっとうしいですねー」

　決して大きな声ではない。なのにどうしてかここまで響き渡るその気の抜けた声色。まるで空気の中に拡声器があるのではないかと思えるほどに、街全体を震わせる。

　呆ほうける人々の目の前に、冥くらい月が浮かびあがった。

　フリルアンブレラによって翳かざされた、その先端に現れた漆黒は、そのままカーペットでも敷くかのように一切の遠慮なく城門へと突き進む。

　そして、激震。

「が……!!」

「導師……!!」

　城壁の上では、多くの法術師たちが射撃を開始していた。おそらくは既に、魔王軍は城壁に向かって進撃しているのだろう。彼らが抑えてくれなければ、すぐに攻城戦が開始されてしまう。

「早く門をあけろ!!　打って出る!!」

　誰かが叫んだ。その声に同調して、にわかに出陣を願う声が上がり出す。

　クレインにもその気持ちは分かった。このままではやられっぱなしであると。

　しかし、城門にはカイザルハーンが居るはず。

　なれば、そうやすやすと〝導師〟にやられることはないだろう。何か、何か反撃をしてくれるはずだ。歴戦の猛も者さ。四神官の一角は、だてではない。

　かつての魔王軍を幾度も追い払った第三八法術師隊の栄誉ある一員。そして若くして四神官になってからも、三度の侵攻から守りきった英雄カイザルハーン。

　であればこそ、このような状況で黙っているとも思えなかった。

　と、そこへ伝達が届く。城壁の上へ繫つながる階段から駆け降りてきたのであろうその男は、息も絶え絶えのままクレインに駆け寄ると、低頭してまもなく、申し訳なさそうに顔をあげた。

「クレインさま！　お耳を！」

「どうかしましたか？」

　言われたとおりに耳を傾けるクレイン。失礼、とだけ言って男は小声で耳打ちした。

「兵士たちには伝えられませんが、カイザルハーンさまは四度の古代呪法を守り抜き、お倒れになりました」

「なんだって!?　……というよりも、四度!?」

「はい。さすがに古代呪法を放つのは五度が限界だろう、とカイザルハーンさまは見極められ、街中に放たれた一撃を完かん璧ぺきに防ぎ切り、二度三度の城門への攻撃は震動のみを受け流し、合わせて放たれた一度をまた完璧に防がれました。あと一回程度なら、この城壁をもってすれば余裕ですが……カイザルハーンさまが居ない以上、あとは内部に残してある一〇〇〇の兵と本陣の四神官にお任せするしか。城壁はシュルトさまがお守りになっています」

「了解しました。粉骨砕身、カイザルハーンさまの分までがんばります！」

「感謝いたします!!」

　男はそれだけクレインに伝えると、駆け戻っていく。エンチャントを施しているだろうとはいえ、二〇〇の階段の駆け下り上りを繰り返すのを見て忠心に感謝した。

　あのカイザルハーンが、そうまでしなくては耐えられなかった一撃。今代の導師は間違いなく、カイザルハーンの知っている導師よりも格上だったのだろう。

　しかしそれでも、巨大な魔力を込めた攻撃を、あのような暴力的な破壊力を持った絶技を、四度も防いだ。それだけで、城壁を保たせる時間は格段に稼げたはずだ。

「今どれだけ削れているんだろう」

　クレイン自身もリュディウスたちと合流する為、人混みを搔き分け進む。

　打って出て平原で魔王軍と勝負など、話にならない愚策と言えた。出来るだけ相手の魔力を削ってから叩たたく。逆にそうすれば、疲弊した敵を元気の有り余った状態で攻撃することが出来る。だから、今は耐えるべきだった。

　城門をあける時。それは、魔王軍によって破壊された時に他ならない。

　だが、〝その時〟は思ったより早く訪れた。




　──古代呪法・混沌冥月ゼーブルフアー──




「なっ……もう五発目が！」

「五発目……!?」

　クレインが漏らした言葉に驚くリュディウスの声。合流だけはなんとかすることが出来たことに、クレインはほっとする。だが。

　激震が響き渡る。先ほどと同じクラスの威力。魔力を調節して打っている訳でもないらしいその一撃は、確かに城門に大ダメージを与えたことだろう。しかし、その一発だけでは、城門を破壊するにはいたらない。

　導師という危機だけはなんとか凌しのいだかと、クレインが安あん堵どの吐息をもらそうとした時だった。

　──古代呪法・混沌冥月ゼーブルフアー──

　激震。

「六発目!?」

「お、おいクレインどういうことだ説明しろ！」

「いや、あの魔法の威力を考えたら、そんなに何発も打てるはずがっ……！」

　説明している暇はなかった。

　──古代呪法・混沌冥月ゼーブルフアー──

　さらに、激震。

　どよめく武装隊の面々。凄まじい地響きが、止やむことすらない。

　カイザルハーンが城門に居るのではないのか。このまま自分たちがここに居てもいいのか。そんな不安が周囲に伝でん播ぱしていく。リュディウスも納得がいった様子で、空の彼方かなたに居るあの少女を見据えた。しかし、見据えた時にはもう漆黒が迫り来ていて。

　──古代呪法・混沌冥月ゼーブルフアー──

　実に八発目だった。

　気づけば、法術師の中にはあの少女を攻撃している者も居る。

　だが彼女は蚊に刺された程度にも感じていないらしく、無言で、無表情で、無関心にただただ城壁に向かって魔法を放つ。

　──古代呪法・混沌冥月ゼーブルフアー──

「誰かあのガキを止めろおおおおおおおおおおおお!!」

　将校の一人が叫んだ。その声がここにまで響き渡ったということは、拡声エンチャントを使ったに違いない。城壁の上の法術師たちの実に半数が、あの少女に向けて法術を放ち始める。

　それはまずい。クレインは止めようとするが、その権限は彼にはない。

　今必要なのは、魔王軍の兵数を減らすことだ。なのにあの少女に集中してしまっては、魔王軍をみすみす城壁に近づけることになる。

　その心配は、杞き憂ゆうだった。

　だが、クレインが望んだ方向に事が転んだ訳ではない。

「んー、頑丈ですねー」

　声が、響く。

　──古代呪法・混沌冥月ゼーブルフアー──

　激震。

　──古代呪法・混沌冥月ゼーブルフアー──

　──古代呪法・混沌冥月ゼーブルフアー──

　激震、激震。

　──古代呪法・混沌冥月ゼーブルフアー──

　──古代呪法・混沌冥月ゼーブルフアー──

　──古代呪法・混沌冥月ゼーブルフアー──

　──古代呪法・混沌冥月ゼーブルフアー──

　──古代呪法・混沌冥月ゼーブルフアー──

　──古代呪法・混沌冥月ゼーブルフアー──

　──古代呪法・混沌冥月ゼーブルフアー──

　──古代呪法・混沌冥月ゼーブルフアー──

　何度も、何度も、何度も、何度も。

　ひっきりなしに、全身が揺れ動くほどの凄まじい震動が足下を襲う。

　そしてそれは単に地震が起きている訳ではなく、教国の教えに基づいて造られた堅固な城壁が破られようとしているのだと、クレインも理解していた。

　そして。

　──古代呪法・混沌冥月ゼーブルフアー──

　爆発したような粉砕音とともに、城門のあった場所は崩壊した。

　堅けん牢ろうな壁は崩れ、内部の鉄骨がひしゃげ、ごつごつとした城壁だったものが転がり落ちる。もうもうとあがる白煙は、まるで降参を意味する旗のようで。

「ふー、久々にかったい壁でしたねー。もうやりたくないですー。あーつかれたー」

　ふへぇ、と心から嫌そうにため息を吐つくその姿に、強い疲労はかけらも見られなかった。

　魔王軍が、殺到する。
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　悪魔は消えた。

　ヴェローチェ・ヴィエ・アトモスフィアが実際にどの程度の内蔵魔力を使ったのかは分からないが、それでも一度彼女は引いてくれた。背後に控えているというだけで絶望したい気持ちは山々なのだが、それでも皆生きたいという意志は変わらない。

　なれば今は、戦うしかない。戦意が保もったのは、奇跡に近かったかもしれない。だがそれでも、壁が保ってくれたおかげもあって街は無事だったのだ。家族は無事だ、これからも無事でいさせなくてはならない。そんな決死の思いを抱き、戦士たちは前を向く。

　城壁は砕かれた。その事実は変わらない。

　今も無惨な姿をさらす崩落したその壁を、見上げるだけで暗あん澹たんたる気持ちになるのはふりほどけない事実だ。けれど、それでも。

　今を守る為、街を守る為、戦う道しか残されていない。

「全軍、突撃っ……!!」

　崩された城壁から覗のぞく、広大な平原の姿。ところどころ陥没しクレーター状の大穴が出来た場所には、飛び散った血や肉片がこびりついていて痛々しい。

　しかし魔王軍はそんなことは気にする様子もなかった。

　殺到する魔族の群れに、正面に構えていた武装隊が突撃する。

　重装鎧よろいに身を包み、槍やりを握りしめて魔王軍に立ち向かう。

　激突にはそう時間がかかることもなかった。

「うおおおおおおお!!」

「あああああああああ!!」

　ありったけの声を張り上げて恐怖心を押しつぶしながら、勢いよく魔族に向かって槍を突き出す。しかし、そう易々と殺せるほど、魔王軍の魔族はやわではない。

　日の光のもとに出て来られる程度の雑兵といえど、されど魔王軍の兵士だ。その膂りよ力りよくたるや、尋常ではない。幾多の兵士があっさりと槍を弾かれ、素手やブレス、魔法によって骸むくろを晒さらす。負ける訳にはいかない、そう思っても現実は厳しく立ちふさがる。

　その中で、やはり当然というべきか城門に迫る魔族たちも多かった。

　一番乗りはどこの軍でも名誉なのだろう、こぞって押し寄せる魔族たちに、城壁の上から必死で法術を飛ばす法術師たち。しかしながらどうしても討ち漏らしというのは生まれるもので、歯は嚙がみしながら彼らは後の命運を託す。

　最後の砦とりでである、光の神み子こに。
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「クレイン、そっちを!!」

「援護は任せて！　ジュスタちゃん、お願い!!」

「分かってる……！」

「爆砕棒・真……!!」

　城門へ向かってくる魔族の数は続々と増え続ける。ミノタウロス、ゴーヴァ、イグニスエレメンタル、ラミア。初見の敵も居れば、そうでないのも居る。しかし、ここから一歩でも魔獣を中に入れる訳にはいかないと、幾たびにもわたる連戦を続けていた。

「まだ居るの……!?」

「戦いは終わってない、ならずっと続くさ。しっかり踏ん張って耐えるんだ!!」

「ハルナちゃんはまだまだ元気だもんね!!」

　クレインの激励に合わせ、ハルナが吼ほえる。

　疲労の色が隠せないジュスタも、それでも逃げることなくダガーを握りしめて乱舞する。投とう擲てきナイフを使えばその全てが魔族に突き刺さり、一瞬の隙を突いてクレインが片を付けた。

「ありがとう、ジュスタ！」

「別に……！」

　未だに何か考えることがあるのか、それとも冒険者である三人を信じ切れていないのか。何いずれにしても、それでも共に戦ってくれているだけでクレインは感謝の念を表に出すことが出来た。

　すぐ近くで戦っていたリュディウスも、その様子を見て口角を上げる。

「まだ、まだ耐えられるはずだ。やってやろうぜ」

「ああ、分かってるさ！」

「……手は、貸すけど！」

「ジュスタちゃんかわい！」

　くすりと笑うハルナに顔を真っ赤にしながら、懐からナイフを取り出す。

　残りは多くない。かなりの量をストックしてきたはずだが、それでも全く足りていなかった。

　ここまで到達する魔族の数が多いのもそうだが、それ以上に一人一人の魔族の耐久が人間とは比べものにならないのだ。一〇本ものナイフに串くし刺ざしにされて、それでもなお動きが衰えないなど、およそ同じ二足歩行の生物の所業とは思えなかった。

「あっ……そろそろ魔力が」

「ハルナ、限界か!?」

「ううん、大丈夫まだやれる！　でも……」

　ハルナの魔力が底をつき始めた。

　その事実に半ば驚嘆を隠せないクレインは、ふと気づいて周囲を見た。

　夥おびただしい数の死傷者が、あたりに無惨に散らばっていた。クレインたちが倒した魔族もそうであるし、逆に魔族に倒された武装隊の数も尋常ではない。

　開戦よりしばらく。もう日が沈みかけて、若干あたりが薄暗くなってしまっている。

　どんどんと襲い来る魔族の数が増えるのは、単純に人海戦術を取られているからではなく、城壁上の法術師たちのガス欠も原因の一つだった。殺し殺され、消費する魔力は膨大。精神的にも疲労は半端なものではないだろうに、それでも戦いを強いられる。

　だからこそ、どうしようもなかった。おそらく城壁の上でもポーションの補給はされているだろう。だが、潤沢に個人でポーションを所持していたハルナでさえもうマズいと口に出すほどだ。

　クレインが正面を見据えれば、未だひっきりなしに魔族たちは攻撃の手を緩めない。

　せめて城壁がもう少し機能していれば、翌日に持ち越すことも出来ただろうが。武装隊の人数をもこうして現在すり減らしている以上、今日のうちにあきらめさせるしか方法はなさそうだ。

　しかしそれには、こちらの絶対数が足りない。魔力が足りない。

　次から次へと現れる魔族に対して、切れる手札の数がどうしても足りない。

　現状の苦しさが浮き彫りになって、クレインは思わず歯嚙みした。だが、そうしたところでどうすることも出来ない。今のクレインに出来るのは、せめて城壁の中に魔族を入れないことだった。

　城壁の上からは、依然として強力な法術が打ち込まれている。あれはおそらく、四神官の一人であるシュルトの手によるもの。彼がまだ踏ん張ってくれているから、自分たちもまだ頑張れる。年老いた、自らの祖父のような人たちが奮闘しているというのにクレインがめげる訳にはいかなかった。

「ぐっ……もう、ナイフがっ……！　ごめん、ダガーで戦う……！」

「了解っ！」

　くそ、と悪態をつきたいのをこらえる。

　こらえて、前を向いた。まだまだ多くの魔族たちが犇ひしめき、武装隊の数もどんどんと少なくなってきている。このままでは、あっという間に落とされる。

　させてたまるか、自らの故郷を踏みにじることなど。

　と、その時だった。

　オーク、オーガ、ゴブリン、ゴーヴァ。こちらに向かってきていた魔族たちの動きが止まった。何事であろうか。そんな疑問が脳裏を掠かすめるよりも先に、周囲を業火が包み込んだ。

「えっ？」

　ハルナの口から声が漏れた。リュディウスの動きが止まる。ジュスタは警戒を解けないまま。だが、クレインは目を見開いた。驚くに値する人物の姿が、そこにあったから。

「あいつら全然止まんないし。ていうかあんなことしてて死ぬはずないし。……こっちがうるさいなって思ったらこんなことになってるし」

「ヒイラギ、さん？」

「やっほハルナ。助太刀、いる？」

「あ、うん!!　ありがと!!」

　宙に浮き、いつものように主人に対する文句をあげつらいながら。

　ふんわりとさわり心地の良さそうな尾を九つひっさげて、華麗な少女が姿を現した。

「……そうか、それで魔族が止まって」

「あー、っとそっか。そこの剣士のきみにとっては私は邪魔か」

　と、そこでリュディウスが納得したように呟つぶやく。ヒイラギも何かを察したようで、バツが悪そうに頭を搔かいた。と同時に、どこか惚ほうけている風な魔族たちを焼き殺す。あまりにあっさりとしたその動作に戦せん慄りつを隠せないクレインとは違い、リュディウスは一瞬の思考の後クレインの方を見た。

「いや……俺が武装隊に加勢しよう。後は任せた」

「あ、リュディ!?」

　彼はそれを言うが早いか、ばっとその場を離れて魔族たちの方に突貫をかけていった。あまりの速度に、啞あ然ぜんとするしかないクレイン。その理由は、あっさりとヒイラギより告げられた。

「なんできみにかかってないのかは……まあたぶん光の神子って奴の特性なのかもしれないけど。私常時魅了魔法の呪いあってさ。男はちょっと、ね」

「えっ」

　若干申し訳なさそうに、ヒイラギは言った。

　常時魅了の呪い。そんなものがあるのかという驚きもあったが、しかしヒイラギという存在がこの場に来てくれたのはありがたかった。単純な戦力として考えるならリュディウスが抜けるのは痛手だが、今この状況では制圧力こそがものを言う。単体しか相手に出来ないリュディウスよりも、面での制圧に優れるヒイラギがやってきてくれたことがなによりの救いだった。

「しかしさくさくレベルあがるわ……下がった分を取り戻してるだけではあるんだけど」

「あ、やっぱりヒイラギさんちょっと強くなってますね！」

　狐火をまき散らしながら、ヒイラギはぽつりと呟いた。その言葉を聞いて、なにやら同調するようにハルナが笑う。いつからそんなに仲良くなっていたのだろうか。いや、メリキドの宿屋で少し会話していたのは知っていたが。しかし、魔族である彼女が自分たちに手を貸してくれるとは。やはりヒイラギにもシュテンと同じようななんらかの事情があるのだろうか。

　そんなことを思いつつ、脳内でクレインが妄想を広げていると。その疑問は、別のところから出されることになった。

「なんで魔族のあんたが手を貸してくれるのさ……」

「……なんでかしらね」

　ジュスタが、胡う乱ろんげな瞳ひとみをヒイラギに向けた。彼女にとっては魔族も仇あだであることくらい、クレインは知っていた。知っていたが故に、ジュスタの疑問は理解が出来た。と、そんな言葉に対してヒイラギは一瞬戸惑ったように目を開いて。次いでハルナの方に目をやってから、そうね、と一言。

「情が移ったのかもしれないわね、たぶん。あいつの影響かしら」

　その言葉と合わせて振るわれた右腕が、炎を纏まとって龍りゆうと化す。

　次々と魔族を食い破るその恐ろしい火龍の行方を眺めてから、ヒイラギは遠くを見て言った。

「人間に手を貸すなんて……私も変わったわね」
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「はああああああああああああ!!」

　空気を斬り裂く強烈な一撃は、振り下ろしと共に地面を割った。

　空から降ってきたかと錯覚させるほどにその運動エネルギーは暴力的で、その場に数人固まっていた魔族は軒並み叩たたき潰つぶされるような斬撃によって事切れた。

　着地に膝ひざをかがめた姿勢から立ち上がる、赤髪の剣士。突然現れた人間に、周囲の魔族たちはいきり立つ。しかし攻撃を加えようと飛びかかるたびにその剣によって切り捨てられ、殴られたような破壊力で弾き飛ばされた。

　足下には多くの武装隊の死体。魔族と武装隊の混戦地帯はどんどんとその戦線を押され、もうじき城門にまで激戦地が移行してしまうのではないかとさえ思わせていた。

　そこに登場した、王国王子リュディウス・フォッサレナ・グランドガレア。一応今はその出自を伏せてはいるが、その風ふう貌ぼうから感じる高貴にして粗暴な威圧はまさしく王に相応ふさわしい。

　実力的には全く劣っていないだろう魔族たちが、気け圧おされてしまうほどに。

　だが、所しよ詮せんは一人。そして、一対一を得意とする剣士。多勢に無勢は、疲労が蓄積して敗北することは必至。それを、闘争を熟知した魔族たちが知らぬはずもない。例外は三人で十分だ。

　どんなに恐ろしくともカモでしかない。そう判断した魔族たちは、次々にリュディウスに襲いかかった。しかしその全てが、彼のその剣技によって弾かれる。

　そして、十数人の魔族を葬ってから、何かを感じてかリュディウスはくるくると起用に剣を回転させ、背にその剣を戻した。その動作に一瞬理解が及ばない魔族たちだが、理由にすぐに行き当たる。というよりも、察知した瞬間にリュディウスの周囲からこそこそと離脱を始めた。

「こんなところにまで一人で来るとは酔狂。殺してほしいのかと想像」

「アタマがくたばれば、消えるだろこいつらも」

「貴様如きには倒せないと嘲ちよう笑しよう。この前散々いたぶってやったのを忘れたのかと嘲ちよう弄ろう」

「……あの時の俺とは、ひと味違うぜ？」

「……？」

　目の前に現れたのは、燕えん尾び服ふくを身に纏まとった長身の男だった。仮面をかぶったような顔は口元が引き裂け、シルクハットを身に着けた道化の青年らしき人物。

　魔王軍四天王が一人、〝理ことわり〟のブラウレメント。

「クレインが言っていた。自分はパーティの中での役割を考えられていないと。だが俺は逆に、ソロでの考えが甘かった。たった一人になった時、どうすればいいのか分からなかった」

　あの時腰に帯びていた剣帯はもうない。しかし彼は剣士だ。剣がなければ、剣士ではない。即ち彼は別の箇所に剣を持っていることになり、それは先ほどまで軽やかに魅せていた背に差した剣に他ならない。

「回復役も居ない、援護も居ない、隣り合って戦う友も居ない。ならば、味方はフィールドだけだ」

　右肩の後ろにあった握りを摑つかむ。するすると鞘さやから抜けたその剣は、リュディウスの身の丈ほどもある巨大なもの。地面に突き刺せば姿見の役割をも果たせそうなほどに幅もあり、その剣身は銀に輝く。その名も、バスターブレード。

「……真っ向から叩き潰してやるぜ、四天王」

「……やってみるが良いゴミ虫が」

　吐き捨てるように呟いた言葉が戦いの合図となった。

　口角を上げたリュディウスが、バスターブレードを握って突撃する。

「──古代呪法・一鋼打尽──」

「はっ……!!」

　襲い来るは縦横無尽に四方八方から襲いかかる鋼糸。

　それをリュディウスは、あろうことか地面にバスターブレードを叩きつけて跳躍した。

「ぐっ……！」

「は、遅おせぇ!!」

　土煙が視界を遮る。鋼糸の支配が及ばない空中に逃げたと察知したブラウレメントは、すかさず上空に向かって鋼糸を放つ。しかし。

「このでっかい剣がッ──」

「っ！」

　大量の鋼糸に激突して尚、落下してくるバスターブレードの勢いは止やまない。それどころか、リュディウス本体を狙ったはずの鋼糸がその大きな剣に遮られ、軒並み弾かれている。

「──そんな柔やわい糸に負けるかよぉ!!」

「がっ!?」

　降り下ろし間際、慌ててブラウレメントは飛び下がった。だが、おかまいなしに地面へと叩きつけられたバスターブレードによって崩れた地面からの反動で、小さな土が多量に襲いかかる。

「がああ！」

「は、リベンジしてやるぜシルクハット野郎!!」

　ぷつり、といくつかの鋼糸が今の衝撃で断ち切られた感覚。

　驚きよう愕がくしながらも、バスターブレードを横よこ薙なぎに払ってくるリュディウスに対する一手が必要だ。複数の鋼糸を円を描くようにして回転させ、トルネードのようにして放つ。

「甘く、見るな四天王をォ!!」

「がっ……あああああああああ!!」

　ぎゃぎゃぎゃぎゃ、と鋼と鋼糸が擦れる金属音。離れたところに居たブラウレメントはともかく、眼前で鳴らされたリュディウスはたまったものではない。

　しかしそれでもリュディウスは止まらない。鋼糸の渦を真っ向から弾き飛ばすべく力を込めて振り払う。だが、その一瞬さえあればブラウレメントにとっては十分だ。

　跳躍からの一いつ閃せんは、先ほどまでの柔い鋼糸ではない。

「──古代呪法・龍りゆう鱗りん通し──」

　リュディウスのブレードを穿うがった技。数本の絡み合った鋼糸がバスターブレードに襲いかかる。

「終わりだッ!!」

「ちぃ……!!」

　剣というのは脆もろい。剣身の中心付近に穴でもあけられてしまえば、その穴が乱暴にあけられたものであればあるほどに亀裂を走らせる。それは一種、凄すさまじい精度を誇る武器破壊行為に他ならない。だから剣士にとってそれは致命傷であるし、この技が効かない剣士などブラウレメントは一人しか知らない。だから、リュディウスといえど、バスターブレードといえど、それは同じことだった。前回ずたぼろにされたのも、この龍鱗通しがあったからこそ。

　鋼糸がバスターブレードに接触する。その、瞬間だった。

「爆砕棒・真!!」

　リュディウスの眼前まで迫っていた鋼糸、その中ほどが何者かによって叩きつけられた。当然鋼糸はバランスを崩し、あと少しのところでバスターブレードの破壊は失敗した。

　憎々しげに乱入者を睨にらむブラウレメント。そして、ほっとしたようなばつの悪いような、そんな複雑な表情を浮かべるリュディウス。

「一人になんてさせやしない。ずるいじゃないか、一人で戦うなんて」

「クレイン」

　凄まじい速度で棒を回転させながら、乱入者は振り下ろしの体勢から立ち上がった。戦いの糸が一度途切れ、リュディウスはバスターブレードを握ったまま彼を見た。

　クレイン・ファーブニルは光の神み子こだ。

　教国南方の片田舎で農家の息子として生きてきた。二年と少し前に突然自らに宿った光の神子の資質を見込まれ、教国の切り札として育てられることになった光の神子だ。

　冒険の途中で出会った猛も者さたちに負けぬよう研けん鑽さんを積む傍ら、いまや親友とも呼べるライバルとの心の絆きずなもまた増した。だからこそ、自分の知らないところでそのライバルを失いそうになることなど、認められようはずもない。

　戦う時は、共に。

「借りを返したいのは僕も一緒なんだ」

　好戦的な笑みを浮かべ、クレインはブラウレメントを睨む。

　背中を合わせ、同じ方向を向いて。

「なら……やるか、クレイン」

「当たり前だよ」

　前回と全く同じカード。

　しかし主人公たちは成長する。どうすれば勝てるのか。次は負けない為に経験値を稼ぎ、武器を換え作戦を換え、次こそはとただひたすら前を向く。

　だから、負けて終わることはない。

　それが、主人公だから。

「行くぞ──」

「──理のブラウレメント!!」

　リュディウスとクレインが突撃を敢行した。

　迎え討つブラウレメントは鋼糸を大量にはじき出す。

　クレインの正面に躍り出たリュディウスが、そのバスターブレードで鋼糸を纏めて受け止める。

「ちぃぃ!!　人間如きが不快！　不快！　不快ィ！」

「クレイン!!」

「分かってるよ!!　爆砕棒・真!!」

　あろうことかバスターブレードを踏み台にクレインが跳躍した。

　そのまま回転する棒を、強したたかにブラウレメントに向けて打ち据える。瞬間、爆砕棒が起爆。

「があああああああああああ!!」

　吹き飛ぶブラウレメント。ころりと何かが落ちる。

　だがそんなものに目をやっている暇はない。

　ブラウレメントは空中で体勢を立て直し、右足でブレーキをかけつつ再度鋼糸を操った。

「──古代呪法・龍鱗通し──!!」

　数本の鋼糸が絡み合い、一つの鋭い槍やりとなってクレインに襲いかかる。

「死ィねぇええええええええええ!!」

「はああああああああ!!」

　低い姿勢でしゃがみ込んだリュディウスが、クレインに迫る鋼糸を下から払った。

　鋼糸は歪ゆがみ、軌道を外してばらけて散る。

「てめえの弱点はその武器の脆さだろうが……は、冷静になってみりゃ、大したことねえじゃねえか四天王……!!」

「甘く見られるとは不快！　不愉快!!　死に腐れ雑兵!!」

　先ほどの倍はあろうかという量の鋼糸が縦横無尽の軌道を描いて舞う。

　その中を、リュディウスはバスターブレードを片手に駆け抜ける。

「──古代呪法・一鋼打尽──!!」

「ちっ……!!」

　回転し曲がりくねり、唸うなりを上げてリュディウスに迫る鋼糸たち。しかしリュディウスはその鋼糸に囲まれた状況で、まるでその糸を搦からめ捕るが如く戦闘機のように一回転。

「なっ……!!」

「種が割れりゃ脆い敵だったな、ブラウレメントォ!!」

「はあああああああああああ!!」

　糸という手段を封じられ、両手が身動き取れないこの状況。

　リュディウスの背後から現れたのは、棒を振り上げて迫るクレイン。

　そのまま振り下ろされれば、今度こそ凄まじいダメージが脳天から襲いかかる。

「な……めえ……るなァアアアアアア!!」

「っ!?」

「クレイン!!」

　ブラウレメントは両手を動かせないままに上段蹴げりの要領で足を振り払った。

　煌きらめく銀線にクレインは気づく。足にも鋼糸を仕込んでいたのだと。

「あああああああああ!!」

　両腕両足を切り裂かれる激痛に、クレインはもんどりうって地面に転がった。

「──古代呪法・龍鱗通し──」

「しまっ……!!」

　その瞬間、鋼糸を巻き取ったままのバスターブレードを握るリュディウスにも鋼糸が襲いかかる。龍鱗通しを受けてしまえば、またこのバスターブレードは──

「あああああああああああ!!」

　しかし。

　吼ほえた。クレインが雄叫びを上げて立ち上がった。

　まだやれる。一撃のダメージはやはり四天王というべき、いやそれ以上の力をはらんでいるというのにもかかわらず。それでもクレインは立ち上がった。

　血ち塗まみれてなおそれでも。ぼたぼたと地を朱に染めながら、それでも棒を握りしめて立ち上がる。

　それを視界に入れたリュディウスの行動は速かった。

「なっ……!!」

「があああああああああああ!!」

　バスターブレードへと向かっていた龍鱗通しの一撃に、リュディウスは剣を庇かばって背を向けた。腹部を貫く鈍痛。しかしその一瞬で動揺したブラウレメント。リュディウスが搦め捕られたバスターブレードをふりほどくには十分すぎる時間。そのまま龍鱗通しからバスターブレードを守り切り、再度周囲の鋼糸に向かって返す刀で振り下ろす。

「がっ……!?」

　土煙が舞い、鋼糸の殆ほとんどが地面にたたきつけられる。

　その時間さえあれば、余裕だ。

「やれぇ!!　クレイイイイイイイイイン!!」

　叫ぶリュディウスとどちらが速いか、その機を待っていたとばかりに血塗れのクレインが爆砕棒を振り上げる。そして、鋼糸を封じられて身動きの取れないブラウレメントの脳天にその棒をたたきつけた。

「爆砕棒・真！！！！！！！！！」

「がああああああああああああああああああああ!!」

　凄まじい爆裂音。

　確実に脳天という急所へのインパクトは成った。

　その場に倒れ伏すクレインと、脳天へのダメージで黒い煙を出しながら指一つ動かないブラウレメント。砂さ塵じんが晴れた時視界の内に現れたその光景に、リュディウスはほっと胸をなで下ろして、そのまま膝ひざを屈した。バスターブレードを突き刺し、その剣腹に寄りかかって。

「……無事か、クレイン……」

「なん、とか……」

「回復薬ねーよ……」

「知ってる……」

「やっつけたな……」

「なんとか……」

　ブラウレメントから少し離れたところに、クレインとリュディウスは力なくその身を晒さらしていた。

　ブラウレメントがやられたのを見た魔族たちが、大慌てで戻っていくのを見て。

「城門は……？」

「ヒイラギさんが居る……」

「あの人で大丈夫なんだろうな……」

「女神クルネーアの導きを……」

「思い出したように光の神子やんのやめろ」

「……実際……祈るしかない……」

「そうか……」

　満まん身しん創そう痍い。

　どこかほっとしたような、やりきったような、そんな感覚を覚えつつ。

　しばらく、そうしていた。と、その時だった。

「ぅ……」

　声。それがどこから聞こえたのか理解した瞬間、二人は弾かれたようにそちらを向く。

　理ことわりのブラウレメント。

　まだ死んでいなかったのかと、なけなしの力を振り絞って立ち上がるより先に。

「……まだ……まだ、だ……この、欠片かけら……さえ……」

「なんだ……それ……」

　地面に落ちていた、禍まが々まがしい色をした石。

　震える手でそれを握ったブラウレメントは、血みどろの顔を上げて口角を上げる。

「……これ、さえ……」

　それだけ言って、ブラウレメントはその石を飲み込んだ。

　瞬間。

「あ……ぎゃ……ぐぁ……げ……」

「なん……だ……？」

「いや……分からないけど……」

　ぶわり、と周囲を包み込むような凄まじい毒々しい空気。その中心であるブラウレメントから狼煙のろしのように立つ黒の煙。それは彼の周囲をまるで霧のように包みこみ、ゆらり、と揺れて幽鬼のようにブラウレメントは立ち上がる。その威圧感たるや、先ほどの比ではない。

「ぎゃがぐがげががあああああああああああああああああああ!!」

　それはまるで雄叫びのようだった。

　そして、ブラウレメントは生気の一切感じられない瞳ひとみのまま。

「ぎゃがぐがげががあああああああああああああああああああ!!」

　折れているであろう不自然な形の足もかまわず、血みどろの頭部も気にすることなく、凄すさまじい勢いで跳躍した。その行く先は、どこなのかも分からない。





†






　ちーっすこちら現場のシュテンでーっす!!

　今日はわたくし、ビタル平原に来ていまーす！　いやぁ、荒野と草原のコラボレーションというのでしょうか。ちらほらと大地の息い吹ぶきを感じるところもあれば既に死したような地の叫びを感じるようなところもある、そんな場所ビタル平原。

　その南方、湖まで二ウェレト、エーデンからも二ウェレトあたりの場所にね、こうしてピクニックに来ていた訳ですが。噓です。お腹すいた。なんなの、マゾゲーなの。なんで二日間もこんなモノクルハゲと対面してひたすら殺し合わなくちゃいけないの。サンドイッチ食べたい。

　デジレの野郎を殺すって意気込んでたのはいいんだけどさ、なんかどうにも俺のセンサーに引っかかってる珠片がすげえ近付いてるんだよね。もしかして俺がデジレと戦ってる間に〝祭り〟とやらが始まっちゃってるんじゃないか？

　なんてことを考えながら、デジレと殺し合ってたのがさっきまで。

　というかなんでこいつこんなに強いの。あっさり死ねよ。さっくり死ねよ。すぱっと。

「お前二日間も戦っててお腹すかないんですかー!?」

「あぁ!?　んだよ!?」

「っつかお前なに、レベルでも上げたの？　めちゃめちゃ死なないんですけど」

「めちゃめちゃ死なないってなんだよクソが！」

　奴の〝清せい廉れん老ろう驥き振るう頭かぶ椎つちの大た刀ち〟は、大おお薙なぎ刀なたを中心に振りまく濃紺のオーラに触れた魔素を問答無用で分解する力。俺の鬼殺しも魔導具だから、中の魔素をどんどん殺されてどえらい不愉快。ついでに、あのオーラに当たると俺は尋常じゃないダメージを受ける。

　魔素分解ってことは、俺の着流しも当たったらまずいってことだからね。

「……あの珠片って奴は、単純にその場で力を上げるだけのもんじゃねぇんだよ」

「え、そうなの」

「魔族なんざにゃ、理解出来ねえだろうがな……!!」

　なにそれすごい気になる。

　奴の大薙刀を回避し、いなし、脳天に鬼殺しぶちこもうとしてすかし、地面を打ち砕いてからの大薙刀の一いつ閃せんを防御。ついでに蹴りを入れてやって鬼殺しを投げて、回収と同時に跳び蹴げり。大薙刀を軸にして旋体するデジレの蹴撃とぶち当たってから再度鬼殺しを振り下ろす。そんなことを昼夜問わずやっていたもんだから、戦ってる間にも俺もなんか鬼殺しの扱い方に自信が出てきたわ。

「……テメエ何個珠片取り込んでやがる」

「あん？」

「技量の上達速度がおかしいってんだよクソが……!!」

「あ、それも珠片の恩恵なのね。へー」

「知らずに生きていることがもう許せねぇ……!!　殺す!!」

「ひゃっはーテメエが死ねやー!!」

　理不尽だゴルァ。

　ぎゃーぎゃー騒ぎつつ、それでも腕の一本でももぎとってやろうと鬼殺しを振るう訳だが……うん、やっぱり珠片の反応が近くなってやがる。明らかにエーデン付近にあるだろこれ。というか動いてるってことは誰かが取り込んでんなー。いやただ持ってるだけかもしれんけど。

「ちっ……半霊域で魔族がよくそこまで動けたもんだクソ妖よう鬼きが」

「あー、道理で動き鈍いと思ったら俺魔族だったな」

「っざけたことを……!!」

　ヒイラギはなんかもうヤバくなったら逃げなさいよーとだけ言ってどっか行ったし。っつかレベリングしてくるーとか言ってたし。

『ちょっとでも強くなった方が加勢しやすいでしょ。付け焼き刃でも』

　なんて言われちゃまあしゃあねえわな。

　まあそんなことされんでもこいつをぶちのめすのは俺の役目だし。

　しかし、レベリング？　そういやあいつどこでやる気なんだ？

　……やっぱり魔王軍来てんじゃねえの？

「とと!?」

「なんっ……!?」

　と、そんなことをちょうど考えていたタイミングで。現れてくれました魔王軍。

　西方から俺とデジレを見つけたらしく、ショートスピアが数本飛んできた。

「あっちになんか居るぞー！」

「人間か？　人間か？」

「殺せえええええ!!」

　あーあ。本能のままに生きてる勢だ。オークだのオーガだのゴーヴァだのゴブリンだのコボルトだの。ミノタウロスやら火炎入道まで居るでねえの。本当にごった煮魔王軍だな。

　しかしあっちの方に珠片の反応があるってことは、魔王軍が珠片取り込んでる可能性がでかいなこれ。……クレインくんたちやばいんじゃねえか？　ブラウレメントの野郎も居るだろうし、果てはヴェローチェさんか。あの人が参加してたらひとたまりもない気がする。

「よそ見してんじゃねえクソ妖鬼!!」

「器用ねお前」

　どどどどどと襲いかかってきたオーガやゴブリンを片づけながら、それでも尚俺への攻撃はやめないデジレ。……待てよ？　今は俺とデジレ互角レベルだろ？

　あっちに珠片あるんだろ？　いや超痛いのは確かだけど、それでデジレ殺せるんじゃねえの？

　その為にはこいつを引き離す必要があるんだが……そうだ。

「おいみんな！　俺は導師直属の兵士だ！　こいつが強くて苦戦してる！　みんなぶっ殺せ！」

「クソ妖鬼いいいいいい!!　汚きたねぇぞテメエえええええええ!!」

「はぁ〜？　聞こえませんなあ！　ささ、みんなやっておしまい!!」

　ぐもー！　とかうごあー！　とかの叫び声と共に、オーガやゴブリンが殺到する。

　知性のあるミノタウロスやゴーヴァは不審者を見る目で俺を見ていたが、やはりヴェローチェさんの名前は偉大だな、はっはっは。

「導師さまの配下にこんなの居たか？」

「さー？」

「はっはっはいつでもそばに居たじゃあないか。いや最近はほら、バカンスでちょっといろいろ出てたけどよ。信じてくれよ友達だろ？」

「友達じゃねえよ……」

「友達じゃねえよ……」

「ひどいなあお前ら。はっはっは」

　胡う乱ろんげな目で見られたがここはごり押すしかないのだ。しかも最終的にまああすこに居る奴殺せるならいいかみたいな思考でデジレに突貫していく魔族たち。やったぜ。

「絶対に許さねえぞクソ妖鬼いぃいいいいいいい!!」

　必死に大薙刀を振り回しながら、地獄からの叫びのような怨おん念ねんを込めてデジレが叫ぶ。知ったこっちゃねえっての。ざまあ、ざまあ、と心の中だけで言いながら西の方へ逃げていく俺氏。いやだって口に出したら他の魔族にバレるじゃん。魔王軍の激流に流されていくデジレを後しり目めに、とりあえず西に向かうことにする。

　鬼殺しを担いですたこらさっさ。広大な荒野を、エーデンに沿って西へ西へ。

　まあ冷静に考えればあれだ、西にはアリカンタを抜ければ海しかない。魔王軍が侵攻してくるとすれば確かにあっちだよな。

「うわあ」

　草原を駆ける速さも人間の比じゃねえと自負してるけど、馬と比べたらどっちが速いかと言われると微妙なところだ。木々をぴょんぴょんするのが一番速いからね、俺。

　で、結構な速度で走ってエーデンの西にある門の近くまで来たんだが、こいつはすげえ。もうじき日も沈むってのに、ひたすらドンパチやってやがる。死し屍し累々とはこのことだ。魔族人間問わず、死体が夥おびただしい数転がって。戦争ってもんは残酷だねえなどと思いつつ、鬼殺しを抜いた。

「……よっと」

「ぎゃがごぎごぐげあげあごおおおああああああああ!!」

「ブラウレメント……だったものか」

　目の前に現れたのは、血やら涎よだれやら体液やら垂れ流しにして、腕も足も折れて頭部からだらだら脳汁だろうか、を滴らせている、どこかで見た顔だった。

「あぎゃ……欠片……ぎゃごがげええ……」

「あん？　俺が珠片取り込んでること分かるのか。知ってたから来たのか、暴走して知ったのか。まあ分からねえが……」

　構える。

「あぎゃっがあああああああああああああああ!!」

「死しか救いがなさそうなことは分かった」

　前回とは比べものにならない速度で、ブラウレメントの両腕から鋼糸が迸ほとばしる。理性をなくしているからか直線的でフェイントのフェの字も感じないが、ただただ純粋に威力は増していそうだ。

「ちっ……！」

　だん、と一歩踏み込めば地面が陥没する。それで無理矢理足場を形成し、勢い良く鬼殺しを振り払った。聞き慣れた空絶音。斧おののヘッドスピードに一歩遅れて耳に届く、金属同士が擦れ合う音。……前よりも威力は増してるが、思っていたより上昇してねえなこいつの力量。

　単純な、筋力値としても。

「ぎゃがああああああああああああ!!」

「騒ぐな騒ぐな、お腹の子に障るだろ」

　ひゃっはー!!　気合いを込めてブラウレメントから放たれた計八十の鋼糸を軒並み斬り裂く。毎日毎日丁寧に磨いてるんだぜこれでも。や、切れ味ゲージはあまり高くないだろうがな！　そんなパラメータがあるかどうかすら知らんけど！

「あああああああああああ!!」

「こうして叫ぶだけの奴の相手してっと、ハブイルの塔を思い出すぜ……あの頃は俺もよわっちくてな──」

「ぎゃごぐがげがごおおおおお!!」

「──聞けよだぼが!!」

「ぎゃらぱ!?」

　人の話を聞かない奴には天罰じゃボケ!!

　あえて柄つかでブラウレメントの頰をぶん殴る。

　そのまま肉薄、鋼糸がＵターンして俺の背後を狙うのを、振り返りざま一回転して暴風を巻き起こすことで打ち払う。ブラウレメントまで吹っ飛んだが、しゃあねえ！

　跳躍して奴を追いつめ、その脳天に鬼殺しを振り下ろす。

　生気のない瞳ひとみがぎょろりとこちらを向き、足と手から鋼糸を射出する。

　あーはいはい、あーはいはい。

　そんなもんは──

「ちょいやっさ!!」

「ぎゃあああああああああああああ!!」

　──纏まとめて本体ごと叩たたき斬ってしまいましょうねー。

　乾から竹たけ割り、というのだったか。

　荒野に転がる二つの死体。いや、縦にまっぷたつになったブラウレメント。

　どさり、と良い音をさせてバウンドして、ブラウレメントは死んだ。

　鬼殺しを一振りして血を散らし、そのまま担ぐ。

「……ん？」

　周囲の喧けん騒そうは、こんな夕暮れになっても戦争を続ける連中のもの。

　それがうるさいせいで少し気を取られていたが、明らかに珠片の反応が足下にあった。

「……あー、やっぱりブラウレメントは持ってたのね。あれ、そしたらなんで荷馬車無き街道ではこいつの珠片の反応がなかったん──」

　そんなことを考えながら、足下に転がった珠片を拾い上げる。相変わらず健康に悪そうなどろどろした色をしてやがるが、珠片を視界に入れた瞬間センサーの箇所が切り替わった。

　……目の前に。

「……あー、そういうこと」

　ブラウレメントをまっぷたつにしたその中間地点。そこに、もう一つの珠片が転がっていた。そちらまで歩いて拾い上げてみると、今度は全然違う方向に珠片のセンサーが切り替わる。これは……海の方角かな。ともあれ、二つの珠片をゲットした。ブラウレメントは最初から一個持っていて、さっきにでももう一個取り込んで暴走したってところだろう。

　まあ、破裂・暴走・災害のどれかが起こるなんて女神の姉ちゃんが言ってたうち、暴走が起きて良かったと思っておくか。

「さてと」

　ブラウレメントが居なくなって、どうやら魔王軍は退却を始めたように見えていた。

　確かここには原作では〝秤はかり〟のレックルスも来ていたはずだから、奴やつこさんが合図でもしたのかねえ。デジレのクソ野郎のところにはもう少し伝令が行くのも遅れるだろうから、せいぜいもうちょっと奴を疲労させておいてくれ。鬼殺しを背負い直して、珠片二個を手の内でもてあそびつつ。

「ん？」

　ふと顔を上げれば、小粒ほどのサイズで見える見知った顔があった。一人は倒れてっし、一人は大剣に寄りかかってっし。……おいおいクレインくん死んでねえだろうな。

　方々に居る魔王軍を適当に鬼殺しで一いつ閃せん、片づけながら荒野を走り、クレインくんの許もとへと向かう。よ、ほ、は、と。

　ああそうそう。なんで荷馬車無き街道では珠片が反応しなかったのかって話だけど。

　あれたぶん、最初からエーデン付近で反応してた珠片Ａがあって、俺のセンサーはたぶんそれに反応してたんだ。んで、もっと遠くで別の珠片Ｂを取り込んだブラウレメントが俺の前に現れた。それが荷馬車無き街道での一件。からのブラウレメントはエーデンに舞い戻って俺より早くもう一つの珠片を見つけたってところだろう。

　まあそれが暴走に繫つながった訳だが。奴が暴走しながらも「欠片かけら」というフレーズを発したこと。それが少し気にはなるが……まああれだ。あの吸血少女のフレアリールちゃんにあげた珠片ではないっぽいことだけが安心要素って感じかな。

　さて、と。そんなことを言っていたら、もう着いた。エーデンの城壁付近で倒れる、二人の少年。

「無事かお前ら」

「あ……シュテン、さん……」

「なんとか……な……」

「そうかい」

　回復薬系は持ってねえなぁ。っつかだいたい魔族には効かねえし、魔法薬って。

　んなもん使えるのは人間だけだ、羨うらやましいこって。苦い薬草とかならいけるんだけど。しかし、全身に裂傷はあるが死にはしなそうで良かった。

「なぁ、シュテン」

「あん？」

　どこか疲労した様子で、されど小さく笑って、リュディウスが俺を呼んだ。

　ぽんぽんと彼が叩くのは、己が寄りかかっていた剣の腹。

「どうだ……浪ろ漫まんだろう……」

「はは……ああ、いいだろうでかい武器は」

「本来はガトリングブレードが良かったんだがな……ここには在庫がなかったようだ」

「それは色々突っ走り過ぎだろうに」

　通好みどころの話じゃねえぞガトリングブレードは。馬鹿でかい銃剣とか、カードゲームの王子様くらいしかまともに使える奴知らねえや。ってこれ別のゲームだ。

「いやしかし、ぎりぎりだったっぽいなお前さんら」

「でも……借りは、返せたんですよ……僕ら……」

「そうか……もしかして、ブラウレメントか？」

「はい。勝ってやりました……そのあとどっか消えちゃったんですけどね……」

　仰向けになりながら、晴れやかな笑顔で言うクレインくん。やりきってやった、と言わんばかりの笑みに、思わず俺もつられて苦笑。珠片込みの四天王に、勝っちまいやがったのかこの二人。……ん？　なんで別行動してんだ？　今更だけど。

「女性陣は？」

　そう問いかけると、リュディウスが城門の方にちらりと目をやった。

　まだ戦闘中みたいだが、どんどんと外側から魔王軍が離脱していく。もう終しゆう焉えんは近いのだろう。もしかして、あの中に。

「ヒイラギさんが加勢に来てくれて。シュルトさんも来てくれて。大丈夫だと思ったのでリュディの手伝いに来たんです」

「そうか……そいつぁなによりだ」

　ヒイラギ居なくなったと思ったらあんなとこに。しかしほぼエンドレスポップ状態だから、レベルは上がりそうだな。遠い目をしたくなるけれども。

　と。

「シュテンさん……」

「あん？」

「聞きたいことが、あるんです……」

「何さね」

「どうして、わざわざ僕たちの味方を──」




「ブラウレメントが死んだと聞いて来てみればー。シュテンは目標達成出来たようで何よりですー」




　クレインくんが、何かを俺に言う前に。

　忘れようもない特徴的な声色を耳にして、俺はそちらを振り向いた。

　夕闇の荒野にたった一人佇たたずむ、ゴシックドレスに身を包んだ少女。

　眠たげな目はいつもどおり。フリルアンブレラをさしたまま、彼女は普段と変わらぬトーンで言葉を紡ぐ。……このタイミングで、あんたが来るのか。

「……やあやあヴェローチェさん元気？　俺もなんとか目標達成出来たけど、完全にヴェローチェさんの邪魔したっぽくてごめんね」

「ああそれは別にいいんですー。どっちみちこの遠征は、車輪が来ない時点で失敗するのは分かっていましたからー。それよりも、邪魔な四天王が一人減って嬉うれしいくらいですー。……あとは、せっかく来たことですし──」

　す、と洋傘が閉じられた。そのまま自然な動作でその先端が俺に……いや、わざと庇かばって立っているってのに、俺の背後のクレインくんに向けられた。

「──光の神み子こくらいは、消していきたいところですねー」

「待とう、待とうヴェローチェさん。な？　ここはさほら、平和的にこう、ね？」

「却下ですー。そのくらいはさせてもらわないと魔王軍の導師としてのメンツに関わるのでー、そろそろ殺やっておかないと上から鬱うつ陶とうしいんですー」

　それとも。と、ヴェローチェさんは言葉を切った。

「相手になりますかー？　……鬼神の系譜を持つ妖よう鬼き」

「……ははっ」

　かちゃり、と俺の右手の中で、二つの珠片が音を鳴らした。元々、デジレを凹ボコす為には、使わざるを得なかったんだ。それが前倒しになっただけと思えば……悪くねえ。

「お前ら、しんどいだろうけどさ」

「……シュテン、さん？」

「どうする……つもりだ……シュテン……」

　目だけで後ろを見れば、相変わらずヴェローチェさんの暴力的な魔力がしんどいのか、つらそうなクレインくんと。体力は少し回復したのか、それでもきつそうなリュディウス。

「やー、俺がやられちゃった後に、お前らがここに居たら俺がやられちゃう意味はない訳よ。だから頑張って逃げてくんね？」

「……な、にを……!!」

「気にするない気にするない。あとそんな顔もすんじゃあねえよ。殺されはしねえって。あの人俺には優しいから。……うん、たぶん、きっと、めいびー。けどお前らは殺される。それがやだから俺も痛い思いしようってんだ。な？」

「シュテン、さん……!!」

　さぁて。

　いやまあ、逃げてくれると嬉しいが。

「胸貸してくれよ、ヴェローチェさん」

「……やるんですかー。あの時とは違って決断が早いですねー」

「まぁほら、あんたのお陰で決断早くなったのよ。成長したシュテン」

「……強さも、比例すると素晴らしいと思いますよー？」

「ああ、それなんだけどさ」

　おかしくて、ちょっと口角が上がった俺に、ヴェローチェさんは疑問顔だ。

　いやまあ確かに気持ち悪いよな、突然笑ったら。

　でもよ、聞きたいことがあんだよヴェローチェさん。

「すげえ不ま味ずいものを食わなきゃいけないとしたらさ。纏めて食っちまった方が、我慢する回数少なくて良いよな」

「は？」

　さぁて。俺の今持てるもの全て吐き出して、どのくらいやり合えるのか。

　教えてくれよ、最強格!!










　どうし　ヴェローチェ　が　しょうぶ　を　しかけてきた　！▼

（専用ＢＧＭ『嶺れい上じように咲く宵の花〜ＢＯＳＳ　ＢＡＴＴＬＥ　ＶＥＬＯＣＥ〜』）
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「ブラウレメントが死んだと聞いて来てみればー。シュテンは目標達成出来たようで何よりですー」

　その声、その姿、その存在は。言うなれば悪魔の再来だった。

　忘れた頃に現れた、と言った方が正しいのか、その言葉の正誤については全く分からないし、分かったところで何かが変わる訳でもない。

　たった一つこの状況を言語化するとしたら、それは〝最悪〟以外の何ものでもなかったのだから。

　夕闇の荒野に一人佇む小さな影。おそらくはハルナよりも背丈は低いであろうその存在に、どうしようもなくみっともなく、クレインは恐怖を感じていた。

　クレイン・ファーブニルは光の神子だ。

　だからこそ、この闇の権化のような存在には立ち向かう義務がある。しかしながら満まん身しん創そう痍いに加えて明らかに力量が違うことが身にしみて分かる現状で、自分が目の前の少女にたった一太刀でも浴びせられるビジョンが、全くと言っていいほど見えなかった。

　ざ、とクレインとその少女の間に影が差した。

　というよりも、まるで少女からクレインを遮るように、一人の青年が立ちふさがる。

　黒の髪をなびかせて、その大きな背中が視界を封じた。

　その意図はどうしようもなく明確で。

　だからこそ、クレインは息をのんだ。

「……やあやあヴェローチェさん元気？　俺もなんとか目標達成出来たけど、完全にヴェローチェさんの邪魔したっぽくてごめんね」

　妖鬼・シュテン。

　エーデンの南方に彼が居ることは知っていた。その彼が、もしかしたらこの戦争という名の騒ぎに気付くかもしれないとも思っていた。

　彼が現れたのはつい先ほどで、ブラウレメントをこの手で下したという充足感に満たされていたタイミングであった。だからこそ、誇ることが出来た。前回はただ守られてしまった相手を、研究し分析した上でリベンジに成功することが出来たと。そこまで全てを言うことはなかったが、シュテンは何かを察してくれたようで嬉しかった。

　その感情のまま、つい投げかけた一つの疑問。それに答えてもらうよりも速く、現れたのは災厄。

　ヴェローチェ・ヴィエ・アトモスフィア。

　魔王軍の、導師。軽い言葉でシュテンが話しかけるも、彼の口元がひきつっていることくらいはクレインにも分かった。

「ああそれは別にいいんですー。どっちみちこの遠征は、車輪が来ない時点で失敗するのは分かっていましたからー。それよりも、邪魔な四天王が一人減って嬉しいくらいですー。……あとは、せっかく来たことですし。光の神子くらいは、消していきたいところですねー」

「待とう、待とうヴェローチェさん。な？　ここはさほら、平和的にこう、ね？」

「却下ですー。そのくらいはさせてもらわないと魔王軍の導師としてのメンツに関わるのでー、そろそろ殺っておかないと上から鬱陶しいんですー」

　何故、光の神子を殺そうとするのか。思い当たる答えはいくつもあるが、どれをとってもいまいち弱い気がするのは気のせいなのだろうか。

　もし魔王軍討伐をしようとしているのが露見していても、力量差は歴然としている。

　力のグルフェイルを討伐した件であれば、ブラウレメントに対する扱いを聞いているといまいち弱い。なれば自分が持つ二つの鍵かぎのことかとも思ったが、もしそうだとしたら光の神子ではなく鍵の保有者だからと言うはずだ。

　分からない。

　もしその全てが合わさっているから殺したい、というのであれば……何故シュテンは自分を庇うのだろう。もしかしたら、自分には自分も知らない何かがあるのではないか。そんなことさえ思わせるほど、シュテンとヴェローチェのやりとりには含むものがあった。

　だから。

「相手になりますかー？　……鬼神の系譜を持つ妖鬼」

「……ははっ」

　自分たちの為に、冗談のような実力を持つ導師を相手に対たい峙じしている妖鬼の、真の目的が分からない。光の神子が魔王を倒す、今は荒こう唐とう無む稽けいなそんな目標を、もし彼が信じてくれているのだとすれば。その根拠は、いったいどこにあるというのか。

　背中に背負った大だい斧ふに、彼の右手が伸ばされる。

　戦おうというのだ、この男は。

　荷馬車無き街道でも、相手することを躊躇ためらった導師に。今、彼は戦いを挑もうとしている。己ではなく、クレインとリュディウスを庇う為に。

　何が、そうさせるのか。

　何をして、こうも守ろうとしてくれるのか。

　ちらりと、その金の瞳ひとみがクレインを見た。

　彼の瞳に映るクレインとリュディウスは、力なく地面に倒れ伏した情けない姿。

　そんな二人を見たシュテンは、目を細くして、どこか優しげに口角を上げる。

「お前ら、しんどいだろうけどさ」

「……シュテン、さん？」

「どうする……つもりだ……シュテン……」

「やー、俺がやられちゃった後に、お前らがここに居たら俺がやられちゃう意味はない訳よ。だから頑張って逃げてくんね？」

　唐突にそんなことを言われて。

　魔力に押された状況でまともに口は開かない。それでも、その意図を問うだけの力は残っていた。いや、今のシュテンの言葉を聞けば、聞き返さざるを得ないだろう。そんなのは、誰だって。

　だからこそ、潰つぶれそうな喉のどを振り絞って、言葉を吐き出すのだ。

「……な、にを……!!」

「気にするない気にするない。あとそんな顔もすんじゃあねえよ。殺されはしねえって。あの人俺には優しいから。……うん、たぶん、きっと、めいびー。けどお前らは殺される。それがやだから俺も痛い思いしようってんだ。な？」

「シュテン、さん……!!」

　待ってくれ。

　そんなことをさせる訳にはいかない。

　そこまで口が回らないのだ。疲労で呼吸さえ覚束ないというのに、その上であの少女から噴き出す闇の魔力が、光の神子である自分のオーラを食いつぶし、すりつぶし、押おしつぶす。それがたまらなく苦しくて、うまく言葉が出てこない。

「胸貸してくれよ、ヴェローチェさん」

「……やるんですかー。あの時とは違って決断が早いですねー」

　大斧が抜かれた。

　同時に正面のヴェローチェから、さらに強大な覇気がぶわりと噴出する。

「まぁほら、あんたのお陰で決断早くなったのよ。成長したシュテン」

「……強さも、比例すると素晴らしいと思いますよー？」

　臨戦態勢。

　クレインは、未だ動けずに居た。

　だが、隣で動く気配。リュディウスだ。

　彼は、何をしようというのか。そんなもの、見上げただけで、彼の目を見ただけで分かった。加勢しようというのだ。米粒程度の存在にしか思われていないとしても、それでもたった一瞬でも、隙を作る為に。

　だが。

　次の瞬間、前に立つシュテンの放つ空気が変わる。

「ああ、それなんだけどさ。すげえ不味いものを食わなきゃいけないとしたらさ。纏まとめて食っちまった方が、我慢する回数少なくて良いよな」

「は？」

　彼はそう言うが早いか、大斧を左手に持ち換えて。

　何かが起こると察知したヴェローチェが構える。

　ぶん、と勢い良く景気づけに振られた斧の風圧に、クレインとリュディウスの髪が靡なびいた。砂すな埃ぼこりが舞い、思わず目を眇すがめる。と。

「まぁ、頑張って逃げてくんな」

「シュテッ……」

　背中は語る。どうあってもクレイン達の援護は必要としないらしく、どこか近寄らせない威圧感すら放っていた。分かっている、逃げなければ殺されるということくらい。

　だがそれで、せっかく友となれたかもしれない男を一人置き去りにする訳にはいかなかった。それも、大恩があるような相手を。自分たちより少しだけ年上であるだけの、青年を。

　フラッシュバックするは、トゥントでの出会い。荷馬車無き街道。そして、メリキドでの語らい。今のシュテンは、彼らを庇かばって死にに行くようなものだ。だから、止めなければいけない。なのに。

　思わず漏らした呼び声に、シュテンは半分だけ振り向いて。

　ニカッ、と笑って言った。

「俺がヴェローチェさんから逃げて帰れたら……また会おうぜ」

「まっ……!!」

　クレインが何かを言うよりも先にシュテンは大斧を握った手とは反対の──手を胸に叩たたきつけた。

「おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお!!」

　吼ほえる。その咆ほう哮こうたるや、ビタル平原全体に届いたと言っても過言ではないほどに凄すさまじいものだった。正面のヴェローチェも驚いたように目をむく。

　圧倒的だった闇の魔力が、シュテンの覇気によって食いつぶされていく感覚。

　その彼自身は、爆裂したように増幅したオーラを押さえつけでもしているのか屈み込み、びきびきと浮き上がった血管がその凄まじさを強調する。

「ああああああああああああああああああああああああああああああああ!!」

「……覇気の増幅？　違いますね、これは魂の底上げか……何いずれにしても凄まじい覇気といい……あれ、これって……」

　ぶつぶつとヴェローチェが呟つぶやく。
















　さらに、次の瞬間だった。ぶわり、とシュテンの周囲に赤いオーラが沸き上がった。まるで霧のように彼の周囲にまとわりついたそのオーラは、今まさに上昇し続ける彼の覇気をさらに二倍、三倍に押し上げるかのような、そんな。

「おぉあああああああああああああああああああ!!」

　咆哮が含むエネルギーすら、先ほどまでクレインたちの前に立っていた彼の持つものよりも数段上の覇気をはらんでいる。どこまでも続く強化に、何かに耐えるようにひたすら叫び声をあげるシュテン。

　それが、しばらく続いた、あとで。

「ふしゅううう……」

　シュテンの周囲を吹き荒れていた暴風が止やむ。まるで嵐が過ぎ去ったかのように静かに、静せい謐ひつな空気を纏って。しかし、その内に宿っている燃え盛るような闘志に、感付けないような者はここには居ない。これが、シュテンという男の本気なのか。

　茫ぼう然ぜんとただ彼を見据えるだけのクレインの瞳に、緋ひが映る。

「……あれー。その赤いオーラ、鬼化ですよねー？　でも鬼化ってそんなにやばいものでしたっけー。なんか、それ以外にもとんでもない増幅がー……」

「……」

「ま、まあいいですー……やったりますー。魔王軍ナンバーⅢの力……これ全力出さないとまずそうですしー……参りましたねー、門壊すまで魔力使うんじゃなかった……」

　まさに、佇たたずむは鬼神の如き存在だった。

　赤いオーラに包まれ、瞳は金を迸ほとばしらせるほどに爛らん々らんと輝き。あの巨大な大斧がひしゃげるのではないかというほどに、握りしめられた力の強さは尋常ではなく。

　まるで仁王のように、ヴェローチェと対峙するその姿。

　少女の顔から、余裕が消える。

「……ちょっと、魔力の出し惜しみするのは命に関わるかもしれないっすねー」

　す、と閉じられたフリルアンブレラ。

　そして、どこか諦あきらめたようにヴェローチェのそのアイスブルーの瞳がシュテンただ一人に向けられる。その目に映るのは覚悟か、それとも。

　どのみち、既にクレインたちのことは眼中にない。

　否いな、入れる隙などどこにもない。シュテンという存在が、そんなことをさせてくれる空隙を見せていないのだ。

「はー……」

　先ほどまでほんの少しだけ上がっていた口角が、今は真一文字に結ばれている。

　周囲に拡散された闇の魔力が、さらに圧縮されて濃密に漂い始めた。

　全力で戦う、その意志をまるで見せつけるように。

「本気で行きますー。覚悟は……出来てますねー？」

　自分に向けられた訳でもない彼女の瞳に、クレインの背筋はざわめき立った。

　飄ひよう々ひようとしながらも、既に彼女に打ち込む隙などなかった。少なくともクレインにはそう思えた。

　しかし。

　ヴェローチェの頰に冷や汗が流れるのを、クレインは見逃さなかった。

　次の瞬間。

　シュテンが消えた。

　ばこん、と大地が陥没した。

　何かにクレインが気付いたその時、もう目の前にシュテンは居ない。

　代わりにあるのはクレーター。まるでターボが炸さく裂れつしたかのように、シュテンは一瞬でヴェローチェへと肉薄する。

「はああああああああああああああああ!!」

「あー、やっべーっすねー……」

　──古代呪法・傀く儡ぐつ分ぶん裂れつ──

「ああああああああああああああああああああ!!」

「うわー」

　ザンっ!!　とヴェローチェを切り捨てると同時に大地が引き裂かれた。

　しかし、まっぷたつになったかと思ったヴェローチェの体は溶けて消える。その代わりに、空中に漂う無数の影。

　その全てが、ヴェローチェ・ヴィエ・アトモスフィア。

「当たってくれると嬉うれしいんですけどー」

　──古代呪法・混沌冥月ゼーブルフアー──

　空中に一〇〇は存在するヴェローチェから、地面に立つシュテンに向かって放たれる、多量の黒い奔流。その一つ一つに、城門を破壊した時と同じエネルギー量があることくらいクレインにも理解出来た。

「あああああああああああああああああああ!!」

「え、ちょ、マジですかー？」

　その黒の奔流を放つ一つの個体に対して、シュテンは跳躍する。

　襲い来る混沌冥月ゼーブルフアーを、その大斧で左右に引き裂きながら。

「なんっでわたくしが本体だって分かってんでしょうねーっ！」

「はあああああああああああああああああああ!!」

「聞いてないですしー」

　──古代呪法・鏡きよう面めん包ほう囲い──

　ふ、と一〇〇のヴェローチェが消えた。同時に彼女らの放っていた黒き奔流も全て消える。どうやら本物のオーラだけを持つ幻影だったらしい。

　本体らしきヴェローチェに迫るシュテンの周囲に形成される透明な立方体。それに包まれた瞬間、シュテンはまるで凍り付いたように動かなくなってしまった。空中で、微動だにしないシュテンを見て、ヴェローチェはゆっくりと地面に舞い降りる。

「以前力のグルフェイルが暴れた時に使ったのですが、あの男で一時間は保もった冷凍圧縮ー。そのまましばらくすれば死に至りますが……」

「はああああああああああああああああああああああああああああ!!」

「保って五秒ですよねー。うん、わたくし知ってたー」

　ガラスが盛大に割られたような音とともに、黒い髪と赤いオーラをなびかせたシュテンが地面に向けて落下する。その際に振り下ろされた斧おのが、城門に混沌冥月ゼーブルフアーが当たった時と同じレベルの震動を生み出した。そのクレーターに既にヴェローチェの姿はない。

　ゆらりと着地したヴェローチェは、面倒臭そうに地面をつま先で小突いた。

　──古代呪法・動地鳴哭──

　その地点から縦横無尽に走った亀裂。その全てがシュテンの足下に集約し、隆起陥没を繰り返して地割れのように波打ってシュテンへと迫った。

　が。

「あああああああああああああああああああああああああああ!!」

　その大地の津波に大量の銀閃が走ったかと思えば、次の瞬間崩壊する。

　大斧に斬り裂かれたのだということくらい、ヴェローチェにはお見通しだ。だが、お見通しだからといって、それが打開策になることはない。

　ただ斧を振りかぶり叩きつけんと、シュテンは真っ向から突貫する。

「馬鹿正直なのが一番嫌なんすよーっ……!!」

　──古代呪法・千せん刃じん怒ど涛とう──

　す、とヴェローチェが前に手を伸ばした。突如彼女の背後から無数の刃が現れる。

「行くのですー……串くし刺ざしにして動きを止めろ……！」

　千の刃が銀に煌きらめき、シュテンに向かって襲い掛かる。魚の大群を彷ほう彿ふつとさせ、その速度は弾丸にも匹敵しようかというほど。

　だが弾丸程度の速さでは──

「はああああああああああああああああああああああああああ!!」

「あー、やっぱり」

　──あの妖よう鬼きにとっては遅すぎた。ホーミング機能まで付いたその刃の猛威を、たったツーステップで回避して。千刃怒涛よりも速くヴェローチェの前へと差し迫る。背後に千刃怒涛を引き連れて、シュテンは再度鬼殺しを振りかぶった。

「まぁ、所しよ詮せんそれは囮おとりですー」

　この千刃怒涛ですら、クレインたちを何度殺せるほどのものだろう。少なくとも今回の戦争に、今の古代呪法があればエーデンは持ちこたえられたか分からない。

　それほどの威力を持つ業わざを、彼女は今囮と言い切った。

　──古代呪法・動地鳴哭──

　とん、とヴェローチェが地面を小突く。大地に亀裂が走り隆起と陥没を繰り返し、大地の津波となってシュテンへ真正面から襲い掛かった。

「挟み撃ち……ですけどこの程度じゃダメだと思うんでー……ぐっ……」

　──古代呪法・動地鳴哭──

　──古代呪法・動地鳴哭──

　──古代呪法・動地鳴哭──

　──古代呪法・動地鳴哭──

　こつん、こつん、こつん、こつん、こつん。

　計五回もつま先で地面を蹴けり、合わせて凄まじい地震と共にシュテンへと大地の息い吹ぶきが殺到する。

　ヴェローチェに攻撃を加えるつもりが、いつの間にか目の前には大量に分裂を繰り返した大地がまるで巨壁の如く押し潰つぶさんと現れて。

　背後からは千の刃が差し迫る。

「シュテンさあああああああああああん!!」

　未だに足に力が入らず逃げることすら出来ていなかったクレインの口から、絶望の混じった声が出た。同時に、凄まじい轟ごう音おんが周囲に波紋を生み出すほどに鳴り響く。

　動地鳴哭と千刃怒涛の挟撃。しかも動地鳴哭に至っては五度の古代呪法が纏まとめて押し寄せるという数の暴力。その全てがシュテンの居た場所に突き刺さり、押し潰し、重ねがけするように叩たたき潰された。

「ふぅ。せめて混沌冥月ゼーブルフアーが当たってくれれば、魔素のはたらきをがくっと下げてくれるんでありがたいんですけどー……」

　どこか嘆息混じりにそんな台詞せりふを吐くヴェローチェ。

　まさか、シュテンはもう。

　クレインの脳内にそんな嫌な想像が突き抜ける。

　だが、ふと気づいた。周囲の闇の魔力が、かなり弱まっていることに。

「苦しさが……消えている？」

「あの女の魔力にも限界が近いってこと、なんじゃねえか？」

「えっ？」

　リュディウスを見れば、震えた足で立ち上がっていた。まさか、このタイミングで挑もうというのか。一撃貰もらえば終わるような、あんな化け物に。

　驚いたように瞠どう目もくするクレインの意図に気付いてか、リュディウスは首を振った。

「行くぞ、クレイン。シュテンが時間を稼いでくれている間にみんなのところに行って、多くの仲間を連れてくるんだ。そうすれば魔力がなくなった導師を捕えることも出来るかもしれない」

「……そうか。でもっ」

　そうなればシュテンが。たった今叩き潰されて、生きているかどうかも分からないシュテンが危険だ。そう言わんとしたクレインに対して、リュディウスは力ない笑みを見せた。

「あんな奴が──」

　あんな奴、とはシュテンを指しているのだろう。リュディウスの視線がヴェローチェの方に移ったことに釣られて、クレインも思わずそちらを見た。

　きらりと光ったのは上空。

　クレインにもはっきり見えた。土まみれで、背中に何本も刃を刺しながら、それでも空から鬼殺しを振りかぶって落下してくるシュテンの姿。

「はあああああああああああああああああああああああああああああああ!!」

「ぐっ……!!」

　凄すさまじい炸裂音。もうもうと立ち込める土煙。だが直前にクレインは見た。ヴェローチェにクリーンヒットする鬼殺しを。

「──そう簡単に死ぬはずがない」

「……そう、だね」

「あいつは、あと少しなら大丈夫だ。あいつの負担を減らしてやることが、俺たちに今出来ることだ。立てるか、クレイン」

「……ああ、なんとか。シュテンさんにばかり苦労させられない」

　戦いで役に立てないなら、少しでも助力を。

　ぼろぼろになっているのは自分だけではないのだと、クレインは己を叱しつ咤たして、ぐらつく足を拳こぶしで叩いて立ち上がる。

「行くぞ、クレイン」

「う、うん」

　駆け出す。鈍足であろうと、構わない。自分たちに攻撃が及ぶことはないだろう。そう信じて、シュテンを信じて走り去る。しかし、クレインは去り際に見てしまった。

　間違いなく鬼殺しが当たったはずのヴェローチェが。

　砂煙の中、全くの無傷であったのを。
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「これ一応、一個一個が四天王くらい軽く殺せるものなんですけどー……」

「あああああああああああああああああああああああああああああああ!!」

　鬼殺しを支えに立ち上がるシュテンを眼にして、ヴェローチェは小さく呟つぶやいた。

　古代呪法・凍とう結けつ結けつ界かいによって全くダメージを受けずにシュテンの斧をやり過ごしたヴェローチェは、カウンターとばかりに混沌冥月ゼーブルフアーを叩きつけて、ちょうどシュテンを弾き飛ばしたのだ。

　だがそれでも、シュテンは立ち上がり鬼殺しを構える。そして、先ほどまでとは言わないが凄まじい速度でヴェローチェへと差し迫った。

　効いてないですねー、と吐き捨ててヴェローチェは再度洋傘を振る。

　──古代呪法・月げつ牙が龍りゆう撃げき──

「出し惜しみをしている暇はなさそうですねー……魔力ちょっときっつぃよぅ……」

「あああああああああああああああああああああああああああああああ!!」

　小さく漏れた本音が聞こえた者はどこにも居ない。

　その代わりに迫るのは、五個の珠片に鬼化を重ねることで相乗効果を生み出し、一時とはいえヴェローチェに届かんとする凄まじい破壊力を持った鬼神。

「……覚悟を決めましょうかー。わたくしも、シュテンも」

「はああああああああああああああああああああああああああああ!!」

　戦闘機が旋回しながら突貫するが如く、シュテンがヴェローチェに肉薄する。

　金こん色じきに輝く、彼女の洋傘。

　今日一日で、何度古代呪法を使っただろう。

　一番消費の少ない混沌冥月ゼーブルフアーですら、もう数十は放っているに違いない。

　これだけの魔力消費をして、得られるものが一つもないなんてことになったら導師の名折れどころの話ではなかった。

　目当てであった光の神み子こたちも逃げてしまった。

　というよりも、彼らを追うだけの余裕がなかった。

　ヴェローチェ・ヴィエ・アトモスフィアは人間だ。

　だからこそ、魔族などから一撃でも貰ってしまえばそのままあっけなくノックアウトされる可能性も多分に含んでいる。ましてやそれが、最高峰の妖鬼だとしたらスプラッタな結果になるのは目に見えていた。なればこそ、油断は出来ない。油断が出来ないから、疲労も凄まじい。

　魔力の消費も、バカにならないレベルだというのに。

　いや、底を突き始めていたと言っても過言ではなかった。

「これはもう言い逃れのしようもなく、負けたらわたくしの傘下になってもらいますー……！」

　普段まるで動かないヴェローチェが、そのフリルアンブレラを振り上げた。

　迫るシュテンに合わせ、地面に勢いよく叩きつける。

　瞬間金が迸ほとばしり、七つに分裂した七色の龍りゆうがそれぞれの軌道を描いてシュテンに殺到した。

「あああああああああああああああああああああああああああ!!」

「その子たちに、実体はないですー」

「があああああああああああああああああああ!!」

　大斧を振るい迎撃しようとしたシュテンの攻撃を、龍はすり抜け羽交い締めにした。

　七つの龍が両手両足首にいたるまで五体全てを包み込み、そして。

　荒野を包み込むような爆裂音。

　烈風が周囲の死体や人間を吹き飛ばし、城壁へ叩きつけられ空を舞う。

　その中心、爆心地に向かってヴェローチェはさらに洋傘を向ける。

「……魔力もうないですしー……確実にやっつけますー……！」

　──古代呪法・混沌冥月ゼーブルフアー──

　黒き球体が渦を巻く。

　砂さ塵じんが未だ晴れないその中心で、ゆらりと立ち上がる影を見て。

　間違いなくまだ余力を残していると判断したヴェローチェは、その彼に向かって照準を定めた。

　かたかたと洋傘の先端が揺れるのは、魔力が切れかけているからか。

　本当に、本当に城門なんかで遊ぶんじゃなかった。

　これほどの力を持った妖鬼だとは思わなかったから。鬼化がここまで凄まじいものであるなどと、思いもしなかったから。後悔は多くあるものの、今ここでシュテンを止められなければあの半暴走状態……下手をすれば命がないのはこちらの方だ。

「逃げようと思えば、逃げられるはずなんですけどねー」

　ふっ、と口元に笑みがこぼれた。

　自分の持つ古代呪法を使えば、今ならまだ逃げられる。

　一度姿をくらますくらいの魔力なら残っている。

　なのに何故、それをしようと思わないのか。光の神子を殺す余力だってあるか分からない。そのくらいにこの戦いは不毛なはずなのに。それなのに何故やめられないのか。

　答えは簡単だった。

　不毛などではないからだ。

「目的は果たせませんけどー……その代わりにもっと欲しかったものが手に入りそうならー……まー、やりますよねー……」

　先ほど言った、『負けたら傘下』は既にヴェローチェの中では規定路線のようであった。シュテンは了承したはずもないし、そもそも言語を話せる状態にない。

　それが分かっている上で尚、ヴェローチェは微笑ほほえむ。

「さんざんこき使ってやりますー……!!　その為にもっ……!!」
















　渦巻いた混沌冥月ゼーブルフアーが放射された。

　漆黒の激流が、シュテンめがけて殺到する。

「はあああああああああああああああああああ!!」

　まだ、余力があったのか。

　ぴくり、とヴェローチェの頰がひくつく。

　これだけ無様に全力を出させてくれたのだ。ならせめて、もうそろそろ倒れてくれてもいいではないか。そんなことを考えて、考えた自分がおかしくなった。

　なんだその論理は。自分でもそう思う。

　けれど、もう論理や理性ではないのだ。こういうのは感情だ。

　喩たとえるなら、そう。これだけ譲歩して、これだけ待ってあげたんだから、男なら少しは譲ってくれてもいいじゃないと。

　大だい斧ふを振り下ろし、黒の激流を左右にぶった斬り続ける彼に、ヴェローチェは怒りのようなものを覚えていた。

　アンケートの時も待ってあげた。

　トゥントでもどっちつかずな言動を待ってあげた。

　荷馬車無き街道でも待ってあげた。

　エーデンでの計略はご破算になって、その裏にシュテンが居たのも黙認している。

　ついでに言えば、この後に手を回して一緒に来てもらおうと思っていた作戦も、こうして戦っていることでパーだ。

　ならせめて、勝って連れてってやろうと思ったのに。

　それすらも許してくれないなど、つれないにもほどがある。

　私し怨えんというか。真っ当なものでないことくらい理解している。

　でも、それでもいい。

　だって魔王軍だもの。

　だから、いい加減に倒れて。

　いい加減に、

「わたくしのものになれえええええええええええ!!」

「あああああああああああああああああああああああああああ!!」

　叫んだ。久しぶりに。その勢いもあって、黒の奔流がその威力を増幅させる。余計に魔力も持っていくが、それも悪くない。

　だって。だって。

「あああああああああああああっ……がああああああああああああ!!」

　とうとう、押し勝った。

　シュテンを飲み込んだ混沌冥月ゼーブルフアーは、そのまま城壁にぶち当たって四散する。

　その跡に、倒れる一人の男の影。

「…………」

　その光景を見て。

　ヴェローチェの胸の中に沸き立つ衝動が暴れ出す。

　感情が。胸の奥から何か熱いものがこみ上げてくるような、そんな。

　ただ、格下の妖よう鬼きに勝っただけのはずなのに。

　なのに、何故か。

　高揚が、高鳴りが止まらない。

「……いえーい」

　声に、出してみた。

　誰も居ない。先ほどの爆風で、ほぼ全部吹っ飛んだ。

　だから、ここに居るのは妖鬼と、自分だけ。

　でなければ、こんなことは出来ない。

　けれど、なんだか嬉うれしかった。久々に嬉しいという感覚が胸の内で踊り出す。

「やったー……！」

　ぐ、と拳を突き上げて。

　殆ほとんどすっからかんになってしまった魔力を鑑かんがみて。

「転移に使える程度には……残ってますねー……」

　とはいえ短距離転移しか不可能だろう。

　回復するまでしばらく待つか。

　そう、思った矢先に聞こえた声と、大量の足音。

「……あー」

　このタイミングで。

　おそらくシュテンと自分が戦っていることを教えたのだろう。

　武装隊が、そして光の神子や眷けん属ぞくの九尾がこちらに向かっているのが見えた。

　タイミングが悪い。

　何故、勝利の余韻に浸ることすら許されないのか。そんな理不尽な怒りを覚えつつ、ヴェローチェはなけなしの体力でシュテンの近くにまで歩いた。

　ちょん、とその筋肉の張った背中に触れた。

　これだけしたのだ。それに見合った対価くらいは、いただいていく。

　慌てたように、九尾の少女や光の神子が叫ぶ。

　何を言っているのかなど、どうでもいい。

　だから、笑顔で言ってやった。

「しーゆーですー」

　シュテンと共に、ヴェローチェはその場から塵ちりも残さず搔かき消えた。

　悲壮に染まった九尾の表情が、いやに印象的であった。
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　……。

　……。

　……あれ。

　なんかあれだ。いつかどこかで、同じような感覚に陥ったような記憶が。

　なんだっけ。

　ああそうだ、気絶した時だ。なんか知らんけどヒイラギ助けようとしてグリンドルと対たい峙じして、掌底で珠片たたき込まれた時に、半暴走状態になってこう……起きたらヒイラギの上で寝てた奴。

　……って俺気絶してんの!?　なう!?　気絶なう!?

　どうやったら気絶なうなんて呟つぶやけるんだ。意識ねーよばーか。

　まあ、それはさておいて。

　前回もこうして、徐々に浮上していく意識の中でこんなことを考えていた気がする。

　ゆーっくり浮いていこう。そうだ、のんびりと。

　浮上する意識。まず聴覚が復帰した。さざ波の音が聞こえる。

　あとなんか、体全体が揺れてる気がする。なんていうか、左右に。右が下がって左が下がってみたいな。なんだろうこれ。

　すん、と鼻が動いた。潮の香り。うん、俺はどうやら海岸か、それか船の中に居るみたいだな。揺れてるから、きっと船の中なんだろう。

　…………なんで？

　すぅ、と視界が開けた。

　満天の星。そうか、ヴェローチェさんに喧けん嘩かふっかけたのは夕方だったし、もう夜になっててもおかしくねぇわな。……ところで、身動き取れねえんだけど。あと脱力感が尋常じゃなくて思うように首も動かないし。なんつーか、あれだ。マッサージチェアから立ち上がれないあの感覚とよく似ている。

「おー。目が覚めましたかー」

「……あん？」

　どこかで聞いたことのある声。

　どうも狭いところに寝かされていたらしい上体を起こせば、真っ正面でのんびりオールを漕こぐ少女の姿があった。……なんで？

「ヴェローチェさん、あんた何してんの」

「ボート漕いでますー」

「せやな」

　ちゃう。

「なんで俺とヴェローチェさんが遊覧船デートしてんの」

「ちょっと照れますねー。いやなんか、逃げてきましたー。わたくしも魔力すっからかんですし、シュテンもわたくしの混沌冥月ゼーブルフアー受けたせいで当分力入んないでしょうし」

「脱力感の原因はヴェローチェさんの古代呪法かー。……ずいぶんえげつないことしたのね貴女」

「強いたのはシュテンの方ですー。わたくしは嫌だと言ったのに、シュテンが強引に……」

「まて、俺の記憶のない場所で俺は何をしていたんだ」

　ちょっと前に、ヒイラギと二人でナーサセス港付近までやってきた時と同じような状況。周囲は闇に包まれて、遠くの方にも島の一つすら見えやしない。

　本当に海のど真ん中のようだ。

「あのさ、うちの眷属は無事？」

「パスが繫つながってれば無事なんじゃないでしょうかー。わたくしは一切何もしてないですよー」

「……そっか」

　ちょっと胸に手を当てれば、あいつとの契約が切れてないことくらいは分かる。

　ってことは、無事か。っつか、俺自身が珠片二個胸にぶち込んだところから記憶がない訳だから何も言えないが。……クレインくんたちは、死ななかっただろうか。

「ふんふーん……」

「上機嫌だなヴェローチェさんや」

「そーですかー？　……そーかもですー」

　なにやら鼻歌混じりにぎーこぎーことボートを漕ぐヴェローチェさん。

　聞きたいことは大量にあるんだが、はてさてどこからどうしたもんかねぇ。

　いや、実際ヴェローチェさんは上機嫌だ。

　無表情がデフォルトのはずなのに、なんか微妙に口角上がってるし。鼻歌だし。下手だけど。ついでに上機嫌肯定したところをみると、本当にご機嫌なんだろう。

　なんでかは知らんけど。

　まあ機嫌の良いうちに、一番さっきから聞きたかったことを聞くべきだろうな。

「どうしてこうなった」

「わたくしとシュテンが戦ってー、勝ったらわたくしの傘下になる約束をしてー、勝ったのでー、こうして連れてきましたー。すてきな魔王城ツアーにご案内しますー」

「ツッコミ所しかねぇな！」

「えっ？」

　なに、いつ俺そんな約束しちゃったの。気絶してたんだからまあ負けたんだろうってことは分かるけどよ。ついでに、腕を持ち上げることも出来ないくらいに疲労困こん憊ぱいだし。

　で、なにこれ魔王城行きの舟かよ。

「泳いで戻ろうかな」

「出来るんですかー？」

「いや無理だけど、ほらヒイラギが」

「……シュテンは、約束を反ほ故ごにして、魔力皆無で一生懸命オールを漕いでいる女の子を置き去りにするんですかー？」

「うぐっ……」

　じとー。

　とまあそんな目で見られてしまうと何も言えないし、そもそも俺ってば全く力入んないし、色々と無理ではあるんだけど。それでもヒイラギを一人にしちまうのは。

「魔王軍が侵攻に使った転移ゲートは、レックルスが閉めちゃいましたしー……転移しようにも魔力もないしー……魔力なくなったのはシュテンとあんなところで戦うイレギュラーがあったからですしー……」

「いや、正直悪かったけどさ、クレインくんに死なれる訳にはいかんのよ」

「……ふーん」

　こうして唇を尖とがらせているところだけを見れば、ふっつーの女の子なんだけどなこの人。古代呪法を三六も持った〝導師〟には到底思えないっつーか。

　というか、俺ってばあれか。導師の魔力すっからかんにするくらいには強くなれたのかね。いまいち実感はない訳だけど。

「まーいーですー。でもこれからはきりきり働いてもらいますよー」

「いや待とう」

「なんですかー？」

「俺はそもそも戦った記憶がない。だからまあ、百歩譲って約束したとして、こう……ほら。俺は魔王軍を何も知らない訳だ。見学させてくれよちゃんと。その上で検討しよう。うん」

「……むっ……」

「いやうん、ほんと。ね？」

　オールを漕ぎつつ、なにやら思案中のヴェローチェさん。

　いや、俺マジでそんな約束した覚えねーし。ていうかそもそもどうやってヒイラギと合流しようかなーって考えるのでアタマいっぱいだし。スマホとか転がってないかな。いやあいつも持ってなきゃ意味ねーわ。

　連絡が取れるとすれば、公国の冒険者協会ブレイヴアーズで連絡板を使うくらいか？　そもそも俺魔法適性皆無な訳だし。

「あっ……」

　だとしても、正直な話ヒイラギがそれを思いつくかどうかが微妙だよな。

　ハルナと仲が良くなってたから、相談でもしてくれりゃなんとかなりそうだけれども。

「ちょっ」

　けどこう、一人で突っ走りそうなところあるしなあ。ところであいつ俺と一緒にぼんやり旅する予定がなくなったら何するんだろう。ちゃんと生きててくれると助かるんだが、酒浸りとか自堕落な生活とかしてたらやだなー。

「しゅ、シュテン！」

「あん？」

「ちょっとヤバいですー」

「なにが……うわぉ」

　呼ばれてぱっと顔を上げれば。

　やたら焦った表情のヴェローチェさん。レアだなーなんて思っていると、星明かりに照らされていた彼女の表情を影が包み込んだ。

　で、何事かと思って上を見れば、これまた大きなクラーケン。

　……は？

「な……なな」

「ぎゃごああああああああああああああああ!!」

　うぇえ……めっちゃ俺のセンサーに反応してるし。なんで気付かなかったんだよ俺ぇ。明らかにこいつ珠片食って暴走しとるやん。目が狂気に支配されとるやんイカのくせに。

「ギャギイイイイイイイイイイイ!!」

　うっせぇ！

「めっちゃボート揺れる!!　あほ、やめろぉ!!」

「うわー」

　なんつー棒読みだよヴェローチェさん。

　あーあー!!　舟に水入ってきた!!　ちょ、おい!!

「失敗したー。ほんとはこいつにシュテンの乗る船襲わせて拉ら致ちしようと思ってたのにー……」

「衝撃の事実!!」

　ってそんなことは今はいいんだよ!!

「あー、俺今動けないってのに!!」

「わたくしも無理っすねー」

　ぶん、と風斬り音。見上げれば、振り上げられたイカの足。

　ばちこーんとぶちこわされた舟。海水におぼれる俺とヴェローチェさん。

　腕動かねぇし。足も動かねぇし。

　……にぎゃー。
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　……あれ。

　生きてんじゃねこれ。

　ほら、意識あるよ。俺シュテン!!

「っと！」

　がば、と飛び起きた。

　……知らない天井がそこにあった。

　周囲を見れば、なんだかファンシーなお部屋。女の子の部屋だ。

　ピンクのドレッサーと、クローゼットと。俺がでかすぎてベッドから足飛び出してるし。窓から差し込む光がとっても……怖い。なんだあれ、月が赤いんだけど。

　ここはどこだ。

　というか誰の部屋だ。ヴェローチェさん？

　あ、もしかして魔界地下帝国来ちゃった感じ？

　いやでも、俺確かちゃんと魔王城にたどり着くことなく、ヴェローチェさんと一緒にクラーケンに叩たたき潰つぶされたはずで……。

　そんなことを考えていたら、なんかかちゃりと扉の音。

　この部屋に唯一あるドアから、一人の少女が入ってきた。

「……あ、起きたんだ。あんた海岸に投げ出されてたから拾ってあげたんだけど。うん、その感じだと元気みたいね」

　少女の年齢は、一五、六程度だろうか。いやまあ、外見年齢で実年齢を把握するのがアホらしいことだってくらいいい加減俺も学習したんだけどさ。まあ、見た目はそんくらいか。

　やぼったい上下灰色のスウェットで、上はパーカみたいになっててフード被ってる。

　ザ・部屋着って感じだなほんと。

「お、おう。ありがとう。助かった。……あれ、一人だった？」

「うん。ああ、あんたの得物っぽい斧おのはそこに置いといた。いい斧じゃない。オーガ族にダメージの入る魔導具を、鬼のあんたが持ってるのはちょっと面白かったけど」

　彼女が親指を突き出した方を見れば、確かに俺の鬼殺しが立てかけられている。

　身元不明の奴を家に入れたばかりか、武器も手に届くところに置いておくとは中々豪気なご家庭のようで。しかし、見ただけで鬼殺しの効果が分かるってのはすげえな。いや、見ただけじゃないのかもしれんけど。

「俺、どんくらい寝てた？」

「三日くらいじゃないの？　あたしが見つけてからだけど」

「そうか……ん？　運びこみもお前さんが？」

「そーよ。ま、あたしにかかればどうってことないっての。ふふん」

　胸を張る少女。胸がない。

　ついでにピンクの髪がふぁさりと揺れて、フードが取れた。

　ショッキングピンクのショートボブに、きれいなアイスブルーの瞳ひとみ。

「なぁにじろじろ見てんのよ。そんなに可愛かわいい？」

「うん、めちゃくちゃ可愛い。もしかしてチャーム？」

「んな魔法使えないし使いたくもないわ。あたしが可愛いのはありのまま素材のままよ。お化粧にも自信はあるけど、今はすっぴんなんだから。どうだっ！」

「あ、うん。はい」

「何その反応。うおーとかひゃっはーとか言いなさいよ。こんな可愛い子が目の前に居るんだから」

　ぱっちりした瞳に、ぴょこぴょこと動くまつげ。

　自信に満みち溢あふれたその表情は、より彼女を魅力的に引き立てている。

　なんだこの美少女。アイドルか。

「うちのポチとどっちが可愛いかな」

「んなっ……!!　ひ、人を獣と同じに考えるってどういう神経してる訳!?」

「ぶっぶー!!　ポチが犬だなんて一言も言ってませーん!!」

「んがっ、あ、あんた中々やるわね。ちなみにポチはなんなのよ」

「やかん」

「やかんと比べられたのあたし!?」

「いや、やっぱお前のが可愛いよ。うおー、可愛いー、ひゃっはー！」

　可愛いのは認めるが、なんか素直に肯定するのが悔しかったんだ。他意はない。

　と、俺のそんな意図が伝わってしまったのかなんなのか、彼女はきょとんとした表情で俺を見て。

「……ぷっ」

　噴き出した。

「あん？」

「あははははは!!」

　突然お腹なかを抱えて笑い出した目の前の少女。どれほどおかしかったのか、こぼれた涙をそのほっそりとした指先で拭ぬぐうほどだ。

　その屈託のない笑みもとても可愛らしいのだが、はて。

「はーぁ。あたしに対してそんな口を利く奴は久しぶりでさぁ……気に入ったわ、あんたのこと」

「そりゃどーも」

「それにしても、妖よう鬼きなんて珍しいわね」

「そういうお前さんは人間じゃねえな」

　ちらりと見れば、彼女はおどけたように肩を竦すくめた。

　何を当たり前のことを、とでも言いたげに視線を合わせて、彼女は。

「あはは、人間がこんなところに居る訳ないじゃない。あたしは堕天使よ」

「おおう、これまたすんげえのが」

「そう？　そうでしょ。ふふんっ」

　誉められることが好きらしい。ばさりとさらした三対の黒い翼が、彼女の種族を教えてくれた。

　そんな強種族が居るってことはここは魔界で決まりじゃねえか。

　堕天使なんてグリモワール・ランサーでも殆ほとんど出てこなかったのにこんな所で巡り合うとはな。

　……ん？　ピンクの髪で堕天使で……って。

「俺、シュテン。助けてくれてありがとうな。お前さんは？」

「あたしはユリーカ。シュテンね、覚えておいてあげるっ！」

　あれ、こいつ〝車輪〟じゃね？
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　藍あい藤ふじは今日も元気です。

　段々と冷え込んできた今日この頃、そろそろこうしてタイピングをする手が冷たくなってきまして、物語を紡ぐ間にも両の手をすり合わせて暖を取る回数が増えてきたように思います。

　指抜き手袋が、そろそろほしいかなと思い始めた神無月に、グリモワール×リバース二巻の原稿を完成させることが出来ました。脱稿、と呼ぶらしいのは最近知りました。

　なんだかんだで、僕がこうして本を出させていただくのは五冊目になります。そして、二年目になって初めての出版がこの第二巻です。ありがたくもあり、同じシリーズで五巻続けてみたいなと思ったり、振り返れば色々と考えさせられる場面が多かったです。実りある一年だったかと言われると何とも言い難いのですが、それでもたくさんの経験をすることが出来て、苦しくも楽しい日々でございました。今年も、というと年末も差し迫ったこの時期にどういう言い回しなのかとも思いますが、二年目も頑張って参りますので、どうぞ皆様宜しくお願いいたします。

　さて、グリモワール×リバースの第二巻をお届けいたしました。お楽しみいただけましたら幸いですが、いかがだったでしょうか。新規にキャラデザを起こしていただいたヴェローチェを中心に展開した今回のテーマは〝旅〟でした。物語というのは往往にして舞台が設定されていて、登場人物達が次々に壇上に登るようなイメージがあります。しかし、僕がシナリオに求めたいのはＲＰＧのような冒険譚。無駄話をして、道中を楽しんで、そしてその先に大きなボスステージがある。

　そういった話を書きたいと思ったのが、第二巻、そしてＷＥＢ版でいう第三章です。

　幸いニーズがあったのか、こういう物語を待っていたとの声もあり非常に嬉うれしく思っております。書籍版では幾つかエピソードが削れておりますので、興味をお持ちいただけましたら宜しければＷＥＢ版の方もお楽しみいただければ幸いです。

　そんなこんなでご好評いただいているグリモワール×リバースも、次で第三巻を迎えます。いえ当たり前といえば当たり前なのですが、第三巻──ＷＥＢからの方はもしかしたら、一番楽しみにしていただけているのではないでしょうか。といいますのも、第三巻にあたるＷＥＢ版第四章は今作の中でも一、二を争う人気（第六章中盤現在）でして、僕としても今まで以上に書き直しなどに力を入れていきたい思いが強くあります。そういう訳でして、来春第三巻は書籍版でお読みの皆様も、期待を胸にお待ちいただけましたらそれ以上の幸いはございません。

　そして、第二巻を執筆中の十月現在ではまだ手元にないのですが、コンプエース様にてこの作品のコミカライズも開始されていることと思います。二話分お届け出来ているでしょうか。こちらも僕が一生懸命書き下ろしたものを、素敵な原画陣が力一杯おもしろいものに仕上げてくれていますので、間違いなく一見の価値ありかと存じます。重ねて、宜しくお願い出来ればと思います。

　それでは、謝辞を述べさせていただければ。




　いつもお世話になっております、編集Ｗさま。「原稿、まだですか？」とのお優しくも恐ろしい微笑み、ようやくそれで僕は動き出しております。やはり怠惰な作家には敏腕な編集が居ないとダメだ。頼りにさせていただいております。ありがとうございます。

　イラストレーターのエナミカツミさま。お忙しい中での素晴らしいイラスト、いつも本当に嬉しく思っております。いつもわがままにつき合っていただくばかりか、僕も知らない内にノリと勢いでデジレの前髪を後退させていただけた辺り、言いようのない満足感に浸ることが出来ました。

　装丁の伸しん童どう舎しやさま、並びに営業の皆様にも、諸々お世話になりっぱなしで頭があがりません。特に某書店の店員Ｔさまにおかれましては、大きく店内に宣伝を展開していただいたこと、そして「やりましたよ！」との眩まぶしい笑顔、とても嬉しかったです。本当になんというか、僕の周りはノリと勢いでスゴいことやってる人ばかりで楽しいです。努めてまともに謝辞を述べているだけなのに、何故こんなちょっと面白い感じになってしまっているのかと。ああそうだ、忘れてはいけない。

　最後に、ノリと勢いでこの作品を買ってしまった皆様へ、多大なる感謝を。多くの使い道があるにも拘わらず、こうして〝面白い〟に全力でお金を注ぎ込める皆様のノリがあればこそ、こうして作品を書き続けることが出来ています。僕の周りには、面白い人ばかりが居て本当に嬉しいです。

　それでは、今回はこの辺りで筆を擱おかせていただきます。

　重ねて、ありがとうございました。





2015/10/20　オープンしたてのカップルしか居ない喫茶店で一人原稿を書きながら

藍あい藤ふじ　遊ゆう　
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